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Ⅰ はじめに 

 

新潟県立大学は、「国際性の涵養」、「地域性の重視」、「人間性の涵養」を基本理

念として、グローバルな視点から地域づくりを担う中核的な人材を育成し、教育研究の

成果を地域に還元して持続的な地域の発展と共生社会の実現に貢献することを目指し、

平成 21 年４月に開学した大学である。 

その後、平成 27 年４月に大学院（国際地域学研究科）を開設、令和２年４月には国際

経済学部を開設している。 

 

新潟県公立大学法人評価委員会は、この大学を運営する公立大学法人新潟県立大学（以

下「法人」という。）による業務実績について、専門的、客観的かつ中立公正な評価を

行うことをその使命として設置されたものである。 

 

令和４年度は、令和３年度に引き続き新型コロナウイルス感染症による様々な制約が

続く中、法人は、学長を中心として教職員一丸となって、感染拡大防止に最大限の対応

をしつつ、対面授業の実施やＩＣＴを活用した多様な形態による授業を実施するなど、

コロナ禍にあっても学校教育の充実化に努めてきたところである。 

また、令和５年４月に北東アジア研究所及び大学院健康栄養学研究科を設置（開設）

するに当たり、必要な諸準備を完了させた。 

 

令和４年度は、第３期中期計画期間の２年目に当たるが、当評価委員会が行う評価が、

法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し、改善を促し、もって業務内容の質的向上、

業務運営の効率化、透明性の確保に資することを期待する。 

 

 令和５年８月 

 

新潟県公立大学法人評価委員会県立大学部会 

 

部 会 長  乾   友 彦 

 

委  員  赤 松 利 恵 

 

委  員  神 代 聡 子 

 

委  員  冨 浦 英 一 

 

委  員  吉 澤 隆 明 
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Ⅱ 評価（年度評価）の仕組みについて 

 

１ 年度評価の根拠 

地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 78条の２ 

 

２ 評価対象 

令和４年度における公立大学法人新潟県立大学中期計画（令和３年３月知事認可）

の進捗状況 

 

３ 評価要領 

公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領 

（令和４年５月新潟県公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施 

 

４ 評価の経緯 

令和５年６月 30日  法人から業務実績報告書の提出 

７月 26 日  第２回県立大学部会開催・小項目別評価の審議 

８月９日  法人から小項目別評価結果案に対する意見の提出 

８月 31 日  第３回県立大学部会開催・評価結果の確定 
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Ⅲ 評価結果 

  １ 全体評価 
 

中期計画の進捗は、『 順 調 』である。 

 

(1) 評価 

第３期中期目標期間において設定した目標達成に向けた取組状況について、100 を超える

事業及び指標の進捗状況を基に、項目別の評価を実施の上、大項目別評価及び全体評価を行

ったところである。 

令和４年度の新潟県立大学における教育・研究等の環境は、令和３年度に引き続き新型コ

ロナウイルス感染症による様々な制約を余儀なくされたが、当評価委員会としては、予め定

められた計画・目標に対する業務実績・進捗状況により評価を行った。新型コロナウイルス

感染症の影響により十分な実績をあげることができなかった項目もあったが、こうした状況

下にあっても計画や目標達成に向け、法人として最大限の対応をし、取り組んだことは評価

できるところである。 

大項目（７区分）ごとの取組状況をみると、(1)教育に関する事項は、社会福祉士の国家試

験合格率の順位が福祉系大学等 205校中４位となったことやデータサイエンス教育センター

の設置などデータサイエンス教育の充実に向けた体制を構築したこと、(3)地域貢献・国際化

に関する事項では、審議会等委員委嘱数が年度計画を上回ったことなどから、これら２つの

大項目における中期計画の進捗状況は、いずれも「順調」と判断した。 
 

また、その他の５つの大項目は、引き続き新型コロナウイルス感染症による影響を受けた

ものもあるが、取組の多くが概ね年度計画どおりに実施されており、中期計画の進捗状況は

「概ね順調」と評価した。 
 

以上のことから、県立大学の使命を果たしていく上で、教育研究上の質の向上に関わる(1)

教育に関する事項、(2)研究に関する事項及び(3)地域貢献・国際化に関する事項は特に重要

であることを考慮し、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、令和４年度の県立大学

の業務実績は、全体として「中期計画の進捗は『順調』である」と評価した。（下表参照） 
 

全体 

評価 

大項目別評価 評価項目数 123 

大項目（７項目） 評価結果 
事業単位

79 

指標単位

44 

順調 

教育研究

上の質の

向上に関

する事項 

(1)教育に関する事項 Ａ 順調 37 16 

(2)研究に関する事項 Ｂ 概ね順調 6 8 

(3)地域貢献・国際化に関する事項 Ａ 順調 8 11 

(4)業務運営の改善及び効率化に関する事項 Ｂ 概ね順調 9 1 

(5)財務内容の改善に関する事項 Ｂ 概ね順調 8 8 

(6)自己点検・評価、外部評価の実施及び 

評価結果の活用に関する事項 

Ｂ 概ね順調 
2 - 

(7)その他業務運営に関する重要事項 Ｂ 概ね順調 9 - 
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(2) 特筆すべき取組や顕著な成果が認められた事項 
◎ 社会福祉士国家試験の合格率【教育】 

＜社会福祉士国家試験合格率：目標値  85％ 実績値 91.3％＞ 

合格率の順位が福祉系大学等 205校中４位となったことから、大いに評価する。 
 

◎ 管理栄養士国家試験の合格率【教育】 
＜管理栄養士国家試験合格率：目標値 100％ 実績値 97.4％＞ 

７年連続での合格率 100％達成には至らなかったが、高い合格率を維持しており 
評価する。 

 
◎ 国の大学教育改革に関する支援プログラム【教育】 

「UNP DSリテラシー教育プログラム」の取組が文部科学省の認定プログラム（リテラ
シーレベル）に認定されたことを受けて、データサイエンス教育センターを設置し、プ
ログラム運営やコーディネートその他関連業務を行う体制を構築した。 
今後は当該教育プログラムの受講者数の増加を期待する。 

 
◎ 論文の引用件数等【研究】 

＜論文の引用件数等：目標値 14件 実績値 39件＞ 
目標値を大きく上回り、特に健康栄養学分野での引用件数が多くを占めた。 

 
◎ 法人運営にかかる体制の見直し【業務運営の改善及び効率化】 

令和５年４月に北東アジア研究所及び大学院健康栄養学研究科を設置（開設）するた
めに必要な諸準備を行った。 

今後は、北東アジア研究所においては北東アジアに属する国々の経済、社会、政治等
に関する基盤的な研究や北東アジア地域を含んだアジア・太平洋、ユーラシア等の地域
と共存しつつ発展する新潟の経済、産業、地域社会が係わる諸課題の調査研究、企業向
けセミナーや県民向けシンポジウムの開催などの地域貢献での成果が期待される。 
また、大学院健康栄養学研究科においては健康栄養分野や食品開発分野などで活躍で

きる高度専門人材の養成が期待される。 

 
(3) 課題・改善点や業務運営等に対する意見 

◎ 卒業時の英語能力（UNP Level）【教育、地域貢献・国際化】 
＜到達者の割合（国際地域学部）：目標値 UNP Level B1.3以上 50％ 実績値 17.9%＞ 
実績値は前年度よりも改善したが、目標値を大きく下回っている。法人としては、前

年度実績との比較において改善傾向が見られるとして、学生に対する意識の醸成やサポ
ートなどこれまでの取組を継続するとしている。引き続き、英語能力の向上に努められ
たい。 

 
◎ 科学研究費補助金等の出願比率、論文数【研究】 

＜科学研究費補助金等の出願比率：目標値 40％ 実績値 26.2％＞ 
＜論文数：目標値 154編 実績値  91編＞ 
実績値は前年度よりも改善（出願比率）し、又は同じ（論文数）であったが、いずれ

も目標値を大きく下回っている。出願比率及び論文数の増加に向け、一層の取組が必要
である。 

 
◎ 査読付き論文数【研究】 

＜査読付き論文数：目標値 86編 実績値  47編＞ 
実績値は目標値を大きく下回っている。査読付き論文数は研究力を示す重要な指標で

もあることから、近年の減少傾向を懸念する。教員に対するサポートの充実など査読付
き論文数の増加に向けた対策の強化を期待する。 

 
◎ 公開講座など聴講者数【地域貢献・国際化】 

＜聴講者数：目標値 1,350人 実績値 525人＞ 
実績値が目標値を大きく下回っている。今後は、オンラインと対面の特性を活かした

実施形態やリスキリングにも役立つ講座の充実等も検討し、聴講者数の増加に努められ
たい。 
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２ 大項目別評価 

(1) 教育に関する目標 
 

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。 

 
【評価】 

社会福祉士の国家試験対策など３つの取組事項はｓ評価（年度計画を大幅に上
回る）、授業内容満足度など９つの取組事項はａ評価（年度計画を上回る）である。 

全体としては、ｃ評価（年度計画を十分に実施せず）が３項目あるものの、ａ評
価以上が 12 項目あることを勘案し、Ａ評価（中期計画の進捗は『順調』）が相当で
ある。 

社会福祉士国家試験については、合格率の順位が福祉系大学等 205 校中４位と
なったことは大いに評価できる。管理栄養士国家試験についても７年連続での合
格率 100％達成には至らなかったが、高い合格率を維持しており評価できる。 

また、データサイエンス教育センターを設置してプログラム運営やコーディネ
ートその他関連業務を行う体制を構築するとともに、当該教育プログラムに係る
科目を通じて、国際経済学部を中心に全学的にＤＸ教育を進めた。 
 今後は当該教育プログラムに係る科目の受講者数を増加させる取組を期待する。 

卒業時の英語能力については、国際地域学部において前年度に引き続きｃ評価
となっている。法人としては、前年度実績との比較において改善傾向が見られると
して、学生に対する意識の醸成やサポートなどこれまで実施してきた取組を継続
する。引き続き、英語能力の向上に努められたい。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 37 
２ ３ 32   

5.4％ 8.1％ 86.5％   

指標単位評価結果 16 
１ ６ ６ ３  

6.3％ 37.5％ 37.5％ 18.8％  
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○教育の内容に関する事項 
・ 社会福祉士国家試験の合格率（91.3％）の順位が福祉系大学等 205 校中４

位となった。 
・ 管理栄養士国家試験において高い合格率（97.4％）を維持した。 
・ 大学院の活性化を目的として、立命館アジア太平洋大学大学院との間でオ
ンラインの活用による単位互換協定の締結、フィリピンのデラサール大学及
びフィリピン大学ロスバニョス校との間で教育研究の交流を進める包括協
定を締結し、国際地域学研究科の院生の派遣・受入れを目的とした覚書を交
わした。 
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○教育の実施体制に関する事項 
・ 「UNP DS リテラシー教育プログラム」の取組が文部科学省の「令和４年度

認定教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されたことを受け、デー
タサイエンス教育センターを設置し、プログラム運営やコーディネート、プ
ログラムの教学マネジメント等、教育内容・方法の改善、自己点検評価を行
う体制を構築した。また、新設科目である「データサイエンスリテラシー」
の教育方法や教材の開発に取り組んだ結果、228 名が当該科目を受講した。 

 

（教育に関する事項に係る指標の進捗状況） 

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価 

卒業時の英語能力 

国際地域学部 
UNP Level B1.3 
以上 

％ 50
 

17.9
 

－
 

ｃ 

人間生活学部 
UNP Level A2.3 
以上 

％ 50
 

26.9
 

－
 

ｂ 

国際経済学部 
UNP Level B1.3 
以上 

％ － － － －
 

国家資格の取得率 
管理栄養士合格率 ％ 100 97.4 － ｂ 

社会福祉士合格率 ％ 85 91.3 107.4％ ｓ 

志願倍率 

国際地域学部 倍 7.8 6.6 84.6％ ｂ 

人間生活学部子ども学科 倍 5.9 5.0 84.7％ ｂ 

人間生活学部健康栄養学科 倍 5.4 6.6 122.2％ ａ 

国際経済学部 倍 7.4 9.3 125.7％ ａ 

授業内容満足度 ％ 85 94.7 111.4％ ａ 

離学した学生の割合 
％ 
以下 

1 0.91 109.9％ ａ 

教員の学習サポート満足度 
（学習・進学） 

％
 

80
 

83.0
 

103.8％
 

ａ 

就職希望者の就職率 ％ 100 99.6 100.0％ ｂ 

新卒者の県内就職数 人 150 105 70.0％ ｃ 

卒業生の就職・進学満足度 ％ 90 90.6 100.7％ ａ 

留学生受入・派遣数 

受入者数 人 26 16 61.5％ 
ｃ 

※ 

派遣者数 人 117 112 95.7％ 
ｂ 

※ 

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％  1.13   

大学院の定員充足率 ％ 100 50.0 50.0％ －
 

※ 指標項目「留学生の受入・派遣数」の２項目については、新型コロナウイルス感染症の影響により前期
は実績がなかったが、後期は実績が生じたため、後期の実績のみをもって評価を行った。ただし、当該２
項目は年間（通年）実績に対する評価項目であるため、通常の評価結果（年間実績に対する評価結果）と
は性質が異なる点に留意する必要がある。 
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(2) 研究に関する目標 
 

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。 

 
【評価】 

論文の引用件数等はｓ評価、国内外の大学や研究機関との交流を促進し、研究水

準の向上に資する取組事項など４項目がａ評価である。 

科学研究費補助金等の出願比率など２項目がｃ評価、論文数（総数）など３項目

がｄ評価（年度計画を大幅に下回る）であった。 

全体としては、ｃ評価が２項目、ｄ評価が３項目あるものの、14 項目中９項目

はｂ評価（年度計画を概ね実施）以上であることを勘案し、Ｂ評価（中期計画の進

捗は『概ね順調』）が相当である。 

論文の引用件数等については、実績値が目標値を大きく上回ったが、健康栄養学

分野に特化している。 

ｃ評価又はｄ評価となった科学研究費補助金等の出願比率、論文数、英語論文数

及び著書・美術作品・音楽活動等の発表数の増加につなげていくため、教員のサポ

ート体制の充実を図るなど、一層の取り組みが望まれる。 

なお、査読付き論文数については、研究力を示す重要な指標でもあり、近年の減

少傾向を懸念する。教員に対するサポートの充実を図るなど査読付き論文数の増

加に向けた対策の強化を期待する。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ６ 
 ２ ４   

 33.3％ 66.7％   

指標単位評価結果 ８ 
１ ２  ２ ３ 

12.5％ 25.0％  25.0％ 37.5％ 
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○研究水準及び成果に関する事項 

・ アジア経済研究所やシンガポール国立大学等の研究者が参加する最新の

国際貿易に関する研究にかかるワークショップなど、オンラインを活用しな

がら国内外の大学、研究機関との交流を促進した。 

・ ベトナム国家大学等との共同研究の結果、ベトナムの教育省の付属研究所

も加わった共同研究となり、国レベルの学校給食の栄養教育プログラムに発

展した。 
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（研究に関する事項に係る指標の進捗状況） 

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価 

受託・共同研究件数 件 17 21 123.5％ ａ 

科学研究費補助金等の出願比率 ％ 40 26.2 65.5％ ｃ 

(参考) 科学研究費補助金等の出願件数 件  16   

  編 154 91 59.1％ ｄ 

論文数 査読付き論文数 編 86 47 54.7％ ｄ 

 英語論文数 編 55 35 63.6％ ｃ 

学会報告件数 件 154 183 118.8％ ａ 

著書・美術作品・音楽活動等の 
発表数 

件 63 29 46.0％ ｄ 

論文の引用件数等 件 14 39 278.6％ ｓ 
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(3) 地域貢献・国際化に関する事項 
 

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。 

 
【評価】 

審議会等委員委嘱数など７つの取組事項はａ評価である。 

全体としては、ｃ評価が３項目、ｄ評価が１項目あるものの、19 項目中７項目

がａ評価であることを勘案し、Ａ評価（中期計画の進捗は『順調』）が相当である。 

公開講座の聴講者数は目標値及び前年度実績をともに下回りｄ評価であった。

今後は、オンラインと対面の特性を生かした実施形態やリスキリングにも役立つ

講座の充実等も検討し、聴講者数の増加に努められたい。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ８ 
 ３ ５   

 37.5％ 62.5％   

指標単位評価結果 11 
 ４ ３ ３ １ 

 36.4％ 27.3％ 27.3％ 9.1％ 
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○教育研究などにおける地域や社会との連携・協力に関する事項 

・ 目標を大きく上回る教員が地方公共団体等の審議会等の委員に就任し、 

専門的な観点から政策提言を行った。 

 

○産学官連携の推進に関する事項 

・ 産学官金の連携を機動的に推進することを目的として、産学官金連携コー

ディネーターを配置し、県内企業等のニーズ把握や連携に向けた調整を行い、

県内の酒造会社と販売データ分析や清酒飲用意向調査分析等の共同研究の

実施につなげた。 

 

○国際化の推進に関する事項 

・ 新たな協定校の獲得に重点を置き、海外大学との間で新たに交流協定や交

換留学の覚書を締結したほか、オンラインセミナーの開催や海外研修、交換

留学生の受入再開などを通じて海外の大学との交流を積極的に行った。 
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（地域貢献・国際化に関する事項に係る指標の進捗状況） 

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価 

卒業生を採用した企業の満足度 ％ 80 93.7 117.1％ ａ 

新卒者の県内就職数（再掲） 人 150 105 70.0％ ｃ 

公開講座などの 
聴講者数・教員参画数 

聴講者数 人 1,350 525 38.9％ ｄ 

教員参画数 人 43 37 86.0％ ｂ 

受託・共同研究件数（再掲） 件 17 21 123.5％ ａ 

国・地方自治体の審議会等の 
委員委嘱数 

件 90 183 203.3％ ａ 

大学・教員がマスメディアに 
取り上げられた件数 

件 125 135 108.0％ ａ 

卒業時の英語能力 
（再掲） 

国際地域学部 
UNP Level 
B1.3 
以上 

％ 50 17.9 － ｃ 

人間生活学部 
UNP Level 
A2.3 
以上 

％ 50 26.9 － ｂ 

国際経済学部 
UNP Level 
B1.3 
以上 

％ － － － － 

留学生受入・派遣数 
（再掲） 

受入者数 人 26 16 61.5％ 
ｃ 

※ 

派遣者数 人 117 112 95.7％ 
ｂ 

※ 

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％  1.13   

※ 指標項目「留学生の受入・派遣数」の２項目については、新型コロナウイルス感染症の影響により前期
は実績がなかったが、後期は実績が生じたため、後期の実績のみをもって評価を行った。ただし、当該２
項目は年間（通年）実績に対する評価項目であるため、通常の評価結果（年間実績に対する評価結果）と
は性質が異なる点に留意する必要がある。 
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(4) 業務運営の改善及び効率化に関する事項 
 

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。 

 
【評価】 

法人運営にかかる体制の見直しの取組事項はｓ評価、事務局の学生サポート満

足度の取組事項はａ評価であるが、10項目中８項目がｂ評価であることを勘案し、

Ｂ評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が相当である。 

令和５年４月に北東アジア研究所及び大学院健康栄養学研究科を設置（開設）す

るに当たり、必要な諸準備を完了させた。 

今後は、北東アジア研究所においては、北東アジアや関連地域の基盤研究や調査

研究、企業・県民向けセミナーの開催などの地域貢献を実施し、大学院健康栄養学

研究科においては、健康栄養分野や食品開発分野などで活躍する高度専門人材の

養成などそれぞれの特色に応じた成果を期待する。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ９ 
１  ８   

11.1％  88.9％   

指標単位評価結果 １ 
 １    

 100.0％    
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○運営体制の改善に関する事項 

・ 北東アジア研究所の令和５年４月設置に向けて、学内に設置準備委員会を
設けて事業内容や予算等の必要事項を審議・決定した。 

 また、教員採用についても学内に選考委員会を設けて採用候補者の選出・
資格審査を実施するなど開設に向けた諸準備を行い、令和４年度末までに完

了させた。 

・ 大学院健康栄養学研究科の令和５年４月開設に向けて、学内に設置準備委
員会を設け、文部科学省に申請していた設置認可を得るための所用の対応を
行った。 

  また、設置認可申請書に沿って、令和５年４月１日の新規学生の受入に必
要な諸準備（組織規程の整備・教育課程の整備・入学試験等）を行った。 

 

（業務運営の改善及び効率化に関する事項に係る指標の進捗状況） 

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価 

事務局の学生サポート満足度 
（学生生活、就職） 

％ 75 75.5 100.7％ ａ 
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(5) 財務内容の改善に関する事項 
 

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。 

 
【評価】 

健康栄養学科の志願倍率など４つの取組事項はａ評価であるが、16 項目中、12
項目がｂ評価であることを勘案し、Ｂ評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が相
当である。 
科学研究費補助金等の外部研究資金獲得金額が減少していることから、増加に

向けて取組の充実が望まれる。 
現下の県行財政改革下における県からの支出抑制の求めに応じるため、急場を

しのぐ対応として、毎年の支出を軽減させる目的で、学習用インフラ基盤など教育
研究設備のリース契約期間を長期化している。 
リース契約期間は、設備の最適な更新年数と整合させることが望ましく、リース

期間の長期化は設備更新を遅らせることとなる。 
学習用インフラ基盤など重要な教育研究設備の更新が遅れることは大学の競争

力低下につながるおそれもあり、強く懸念するところである。 
 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ８ 
  ８   

  100.0％   

指標単位評価結果 ８ 
 ４ ４   

 50.0％ 50.0％   
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 
○外部研究資金その他自己収入の増加に関する事項 
・ 科学研究費補助金等の外部資金等に関する情報を教員へ的確に提供する
ため、学内に設置する掲示板や電子掲示板への掲載等により教員へ提供した。 
また、海外機関からの研究受託に向けて手続面の整理を行った。 

 

（財務内容の改善に関する事項に係る指標の進捗状況） 

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価 

志願倍率（再掲） 

国際地域学部 倍 7.8 6.6 84.6％ ｂ 

人間生活学部子ども学科 倍 5.9 5.0 84.7％ ｂ 

人間生活学部健康栄養学科 倍 5.4 6.6 122.2％ ａ 

国際経済学部 倍 7.4 9.3 125.7％ ａ 

科学研究費補助金等の獲得金額 百万円 38 32.7 86.1％ ｂ 

外部研究資金比率（経常収益対応） ％ 3.0 2.6 86.7％ ｂ 

自己収入比率（経常収益対応） ％ 55.0 70.3 127.8％ ａ 

教育研究費比率（経常収益対応） ％ 20.0 25.6 128.0％ ａ 
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(6) 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項 
 

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。 

 
【評価】 

情報公開に関する取組事項はａ評価であるが、自己点検・評価や外部評価の結果

を踏まえた改善に関する取組事項についてｂ評価であることから、Ｂ評価（中期計

画の進捗は『概ね順調』）が相当である。 

今後も各種取組の充実に努めることが望まれる。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ２ 
 １ １   

 50.0％ 50.0％   

指標単位評価結果 
指標 

なし 

     

     
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項 

・ 自己点検・評価を実施するとともに、新潟県公立大学法人評価委員会によ

る評価結果や一般財団法人大学教育質保証・評価センターによる認証評価結

果について大学ウェブサイトに掲載し、公表した。 

  また、認証評価の結果を学内で共有するとともに、教授会規程の見直し等

必要な対応を行った。 

 

○情報提供に関する事項 

・ アフターコロナにおける国際的な交流活動が活発になることを見据えて、

英語版ウェブサイトの全面的な見直しを行い、各部局等がタイムリーに情報

発信できるようコンテンツ管理システム（CMS）化を行った。 

  また、学長メッセージページや交換留学生向けページを増設するなど、国

際的な情報発信の強化を図った。 

・ 令和３年度に各部局・センター等によるウェブサイトの自律的・自発的な

更新を可能とする体制を整えた結果、令和４年度に掲載したニュース 133 件

のうち 102 件については各部局・センター等からの自発的な発信となった。  
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(7) その他業務運営に関する重要事項 
 

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。 

 
【評価】 

施設整備計画の策定と整備の実施に関する取組事項はａ評価であるが、コンプ

ライアンスの推進に関する取組など、残り８つの取組事項はｂ評価であることか

ら、Ｂ評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が相当である。 

今後もコンプライアンスの推進、教職員及び学生の安全管理など、各種取組の充

実に努めることが望まれる。 

 

（小項目別評価結果） 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ９ 
 １ ８   

 11.1 88.9％   

指標単位評価結果 
指標 

なし 

     

     
 

（評価基準） 
ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施 
ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る 

 

【概況】 

○コンプライアンスの推進に関する事項 

・ 教職員に対して、日本学術振興会の研究倫理教育に関するｅ‐ラーニング

等を通じてコンプライアンスの啓発を行った。 
 

○施設の効率的整備に関する事項 

・ 学内に点在していた学長その他の幹部室について、幹部間の連携強化とセ

キュリティ面の向上を目的として、１号館 A 棟の同一フロアに集約するた

めの施設改修を行った。 
 

○情報管理に関する事項 

・ 令和元年 10 月に策定したサイバーセキュリティ対策基本計画の見直しを

行い、第２期サイバーセキュリティポリシー対策基本計画を策定し、下記項

目を実施した。 

・上記計画における重点実施項目である、機密性が高い情報を取り扱うシス

テムの実施手順書の策定に着手 

・サイバーセキュリティ教育、訓練及び情報セキュリティ対策に係る自己点

検、監査等を実施 
 

○人権に関する事項 

・ 令和３年度に策定した次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に

基づく一般事業主行動計画に基づき、新たに女性管理職員の登用を行うなど、

女性活躍の推進に取り組んだ。 
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国
際

経
済

学
部

で
推

薦
要

件
(学

習
成

績
の

状
況

)を
変

更
し

て
実

施
す

る
令

和
５

年
度

入
試

に
つ

い
て

、
高

等
学

校
に

周
知

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
検

証
す

る
。

b

　
高

校
訪

問
、

高
等

学
校

等
教

諭
対

象
大

学
説

明
会

及
び

進
学

説
明

会
等

を
活

用
し

、
入

試
制

度
や

推
薦

要
件

の
変

更
等

に
つ

い
て

、
高

等
学

校
及

び
受

験
生

に
周

知
し

た
。

ま
た

、
推

薦
要

件
（

学
習

成
績

の
状

況
）

を
変

更
し

た
学

部
に

お
い

て
は

、
入

学
者

層
の

変
化

及
び

入
試

結
果

等
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
学

部
の

教
育

目
標

に
応

じ
て

検
証

を
行

っ
て

い
る

。

b

2
　

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
学

力
の

３
要

素
（

知
識

・
技

能
、

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
、

主
体

性
・

協
働

性
）

の
多

面
的

・
総

合
的

評
価

し
入

学
者

選
抜

を
実

施
す

る
。

2
　

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
学

力
の

３
要

素
を

多
面

的
・

総
合

的
評

価
す

る
入

学
者

選
抜

を
実

施
す

る
。

b

　
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

や
個

別
学

力
試

験
で

評
価

す
る

こ
と

が
可

能
な

「
知

識
・

技
能

」
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

に
加

え
、

「
主

体
性

・
協

働
性

」
に

つ
い

て
は

、
面

接
及

び
調

査
書

に
よ

り
評

価
し

た
。

  
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

に
つ

い
て

は
、

個
別

学
力

試
験

で
は

、
英

語
、

数
学

、
小

論
文

な
ど

の
科

目
に

お
い

て
、

記
述

式
試

験
を

課
す

こ
と

に
よ

り
判

定
を

行
っ

て
い

る
。

記
述

式
試

験
を

課
さ

な
い

場
合

に
お

い
て

も
「

面
接

試
験

」
に

よ
り

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

」
を

判
定

し
て

い
る

。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
各

学
部

の
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
や

特
色

、
入

試
制

度
等

を
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
及

び
説

明
会

等
に

よ
り

発
信

す
る

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

①
入

学
者

受
入

方
針

＜
広

報
活

動
＞

3
　

入
学

志
願

者
確

保
の

た
め

、
本

学
の

特
色

あ
る

教
育

内
容

を
、

志
願

者
、

保
護

者
及

び
高

等
学

校
等

教
員

に
効

果
的

に
発

信
す

る
。

3
　

ウ
ェ

ブ
等

を
活

用
し

た
広

報
や

高
校

訪
問

、
高

大
連

携
事

業
等

を
通

じ
、

本
学

の
魅

力
や

教
育

内
容

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
入

試
制

度
変

更
の

２
年

前
予

告
制

度
に

基
づ

く
入

試
の

変
更

点
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

4
　

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

説
明

会
、

高
大

接
続

等
で

の
取

組
等

を
通

し
て

本
学

の
魅

力
や

基
本

理
念

、
人

材
育

成
方

針
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

を
周

知
し

、
本

学
が

求
め

る
入

学
者

の
確

保
を

図
る

。

4

a

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

及
び

高
等

学
校

等
教

諭
対

象
説

明
会

を
ウ

ェ
ブ

形
式

に
よ

り
実

施
し

た
。

動
画

視
聴

に
加

え
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

模
擬

授
業

、
学

部
説

明
、

学
生

ト
ー

ク
ラ

イ
ブ

及
び

キ
ャ

ン
パ

ス
ツ

ア
ー

等
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

し
、

昨
年

度
の

約
2

倍
の

参
加

者
が

あ
っ

た
。

多
く

の
高

校
生

、
保

護
者

等
に

向
け

て
、

本
学

の
魅

力
や

入
試

制
度

等
の

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
模

擬
授

業
や

進
学

相
談

会
等

も
積

極
的

に
参

加
し

、
各

学
部

の
特

色
や

入
試

制
度

の
説

明
等

の
周

知
に

努
め

た
。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
数

（
個

別
相

談
含

）
　

1
,8

6
6

名
（

前
年

度
9

5
7

名
）

・
高

等
学

校
等

教
諭

対
象

説
明

会
参

加
者

数
　

7
9

名
（

前
年

度
9

9
名

）
・

模
擬

授
業

講
座

数
　

2
3

校
3

3
講

座
（

前
年

度
1

9
校

3
1

講
座

）
・

進
学

相
談

会
参

加
数

　
3

1
回

（
前

年
度

3
8

回
）

　
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

1
9

回
（

前
年

度
1

9
回

）

ｂ

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
参

加
者

数
は

、
コ

ロ
ナ

禍
中

よ
り

も
よ

く
な

っ
て

い
る

が
、

コ
ロ

ナ
前

と
比

較
す

る
と

下
が

っ
て

い
る

。
志

願
倍

率
に

つ
い

て
も

定
員

が
最

も
多

い
国

際
地

域
学

部
で

年
々

下
が

っ
て

い
る

状
況

で
あ

る
た

め
、

学
生

の
確

保
の

観
点

で
は

ａ
評

価
は

つ
け

ら
れ

ず
、

ｂ
評

価
が

妥
当

で
あ

る
。

ｂ

　
新

潟
県

主
催

の
「

県
内

大
学

等
魅

力
周

知
促

進
事

業
」

で
は

本
学

の
学

生
が

高
校

に
出

向
き

、
県

内
大

学
等

へ
の

進
学

者
の

増
加

に
向

け
、

県
内

大
学

の
魅

力
等

を
高

校
生

、
保

護
者

及
び

教
員

等
に

説
明

し
た

。
　

ま
た

、
新

潟
市

高
等

学
校

等
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
引

き
続

き
参

画
し

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
土

曜
活

用
講

座
に

お
い

て
複

数
の

講
義

を
提

供
し

た
他

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

全
国

の
高

校
生

が
ウ

ェ
ブ

で
授

業
を

視
聴

で
き

る
「

夢
ナ

ビ
講

義
」

に
講

座
を

掲
載

し
、

前
年

度
同

様
標

準
を

大
き

く
上

回
る

視
聴

回
数

と
な

っ
た

。
　

高
校

訪
問

に
お

い
て

は
、

昨
年

度
よ

り
訪

問
数

を
増

や
し

、
県

内
3

2
校

を
訪

問
し

た
（

R
３

年
度

：
2

6
校

）
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
本

学
の

魅
力

や
教

育
内

容
の

広
報

に
努

め
た

。
　

令
和

７
年

度
入

試
に

お
け

る
入

試
制

度
の

変
更

点
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

及
び

入
学

者
選

抜
要

項
に

掲
載

し
、

2
年

前
予

告
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

・
夢

ナ
ビ

講
義

視
聴

回
数

1
,3

8
3

回
（

R
3

年
度

1
,5

3
5

件
）

ｂ

　
高

校
訪

問
は

時
間

も
要

し
、

大
変

な
業

務
で

あ
る

が
、

回
数

を
重

ね
る

こ
と

で
高

校
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
受

験
生

増
加

に
つ

な
が

る
も

の
と

考
え

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

5
-
1

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

の
手

法
を

取
り

入
れ

る
な

ど
課

題
解

決
型

の
授

業
を

実
施

す
る

。

b

　
語

学
系

科
目

（
英

語
、

露
中

韓
）

や
実

技
（

音
楽

、
保

育
等

）
科

目
、

教
育

実
践

に
関

す
る

演
習

科
目

で
は

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
取

り
入

れ
て

お
り

、
担

当
教

員
数

は
6

1
名

、
割

合
で

は
7

2
.6

%
（

6
1

人
/
8

4
人

）
で

あ
る

。

b

　
教

員
向

け
の

F
D

（
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

も
行

わ
れ

て
い

る
と

書
か

れ
て

い
た

。
実

施
率

が
高

ま
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

＜
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

＞
教

員
が

授
業

内
容

・
方

法
を

改
善

し
向

上
さ

せ
る

た
め

の
組

織
的

な
取

組
の

総
称

。
そ

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
極

め
て

広
範

に
わ

た
る

が
、

具
体

的
な

例
と

し
て

は
、

教
員

相
互

の
授

業
参

観
の

実
施

、
授

業
方

法
に

つ
い

て
の

研
究

会
の

開
催

、
新

任
教

員
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
な

ど
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
出

典
：

文
部

科
学

省
「

大
学

教
員

の
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

」
）

5
-
2

　
学

内
で

の
授

業
と

関
連

付
け

て
地

域
・

社
会

等
の

実
践

の
場

で
学

習
に

取
り

組
む

科
目

を
展

開
す

る
。

b

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

全
学

共
通

＞
【

学
部

学
士

課
程

】
　

大
学

の
基

本
理

念
や

目
標

を
踏

ま
え

、
語

学
運

用
能

力
や

課
題

解
決

能
力

、
高

度
な

専
門

知
識

・
技

能
が

身
に

つ
く

よ
う

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

5
　

課
題

を
自

ら
発

見
し

解
決

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

の
手

法
を

取
り

入
れ

る
な

ど
課

題
解

決
型

の
授

業
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
学

内
で

の
授

業
と

関
連

付
け

て
地

域
・

社
会

等
の

実
践

の
場

で
学

習
に

取
り

組
む

科
目

を
展

開
す

る
。

　
全

学
共

通
の

基
盤

科
目

に
お

い
て

、
１

年
前

期
の

「
新

潟
学

」
で

新
潟

の
現

状
に

つ
い

て
学

び
、

１
年

後
期

・
２

年
前

期
の

「
地

域
協

働
演

習
」

、
「

新
潟

県
の

地
域

計
画

と
ま

ち
づ

く
り

」
で

新
潟

県
が

抱
え

る
諸

問
題

や
学

生
自

ら
が

関
心

の
あ

る
テ

ー
マ

と
活

動
場

所
を

選
び

活
動

計
画

を
作

成
す

る
な

ど
、

現
地

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

や
報

告
会

等
を

通
し

て
、

現
状

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

地
域

で
活

動
す

る
意

義
を

認
識

さ
せ

、
主

体
的

に
学

ぶ
機

会
に

つ
な

げ
て

い
る

。
  
ま

た
、

今
年

度
か

ら
は

国
際

経
済

学
部

地
域

経
済

創
生

コ
ー

ス
で

開
講

し
た

「
地

域
デ

ザ
イ

ン
論

Ⅱ
」

に
お

い
て

、
新

潟
市

東
区

で
進

め
ら

れ
て

い
る

産
業

観
光

（
地

域
産

業
と

、
観

光
資

源
・

教
育

・
人

材
育

成
等

の
要

素
を

複
合

的
に

取
り

入
れ

、
地

域
活

性
化

を
目

指
す

取
組

）
を

事
例

と
し

た
授

業
を

展
開

し
、

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

た
実

践
的

な
課

題
解

決
の

能
力

の
育

成
に

取
り

組
ん

だ
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
英

語
学

習
に

つ
い

て
、

ハ
ー

ド
面

は
整

っ
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。
学

生
表

彰
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

な
っ

て
い

る
が

、
よ

り
多

く
の

学
生

に
使

っ
て

も
ら

う
た

め
、

新
し

い
利

用
者

を
増

加
さ

せ
る

戦
略

も
検

討
が

必
要

。

6
　

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

A
c
a
d
e
m

ic
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
v
e

E
n

g
lis

h
）

科
目

を
含

む
英

語
教

育
を

充
実

し
、

英
語

活
用

能
力

の
向

上
を

図
る

。

6
　

Ａ
Ｃ

Ｅ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
英

語
資

格
試

験
に

つ
い

て
周

知
し

、
学

生
に

新
た

な
評

価
基

準
に

基
づ

い
た

英
語

学
習

の
目

標
を

意
識

さ
せ

る
。

b

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

前
年

度
に

引
き

続
き

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

に
Z

o
o
m

を
利

用
し

、
同

時
に

入
室

可
能

な
人

数
を

1
0

名
に

絞
る

等
、

S
A

L
C

へ
の

ア
ク

セ
ス

（
入

室
）

を
制

限
す

る
一

方
、

次
の

と
お

り
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

ス
キ

ル
の

向
上

及
び

自
律

的
外

国
語

学
習

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

整
備

に
取

り
組

ん
だ

。
・

多
読

用
の

教
材

と
し

て
、

S
A

L
C

に
設

置
し

た
書

籍
に

代
え

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
教

材
（

X
re

a
d
in

g
）

の
活

用
・

学
習

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

養
成

す
る

た
め

の
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

「
学

習
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
受

講
（

S
A

L
C

メ
ン

タ
ー

２
名

）
・

自
律

的
学

習
の

専
門

家
に

よ
る

講
演

会
の

開
催

（
参

加
：

学
生

2
0

名
、

教
員

３
名

、
職

員
３

名
）

　
A

C
E

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
、

少
人

数
教

育
の

観
点

か
ら

、
同

一
内

容
の

授
業

を
複

数
の

ク
ラ

ス
で

実
施

す
る

科
目

が
あ

り
（

A
c
a
d
e
m

ic
 E

n
g
lis

h
、

C
L
IL

 I
、

C
L
IL

、
C

L
IL

 I
I、

E
n

g
lis

h
F

lu
e
n

c
y 

1
 &

 2
、

L
e
c
tu

re
 f

o
r 

A
c
a
d
e
m

ic
 S

k
ill
s
等

）
、

各
ク

ラ
ス

は
異

な
る

教
員

が
担

当
す

る
た

め
、

科
目

全
体

で
授

業
横

断
的

に
各

授
業

シ
ラ

バ
ス

の
「

授
業

の
概

要
」

と
「

授
業

目
標

」
項

目
の

記
載

内
容

の
統

一
を

図
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

学
生

は
各

科
目

の
目

的
・

目
標

を
よ

り
明

確
に

理
解

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

学
生

表
彰

を
継

続
し

て
実

施
す

る
こ

と
で

、
新

評
価

基
準

に
基

づ
く

目
標

設
定

の
意

識
付

け
に

取
り

組
ん

だ
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

7
-
2

　
学

部
に

お
け

る
教

育
の

目
的

を
踏

ま
え

て
設

定
さ

れ
た

「
国

際
関

係
」

「
比

較
文

化
」

「
露

中
韓

」
の

３
コ

ー
ス

の
教

育
課

程
を

実
施

す
る

と
と

も
に

中
学

・
高

校
教

諭
一

種
免

許
状

（
英

語
）

の
取

得
希

望
者

に
も

対
応

す
る

。
b

　
国

際
地

域
学

部
生

は
、

２
年

次
か

ら
３

コ
ー

ス
（

国
際

関
係

、
比

較
文

化
、

露
中

韓
）

に
分

か
れ

て
学

修
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
１

年
次

の
導

入
科

目
と

し
て

国
際

地
域

学
の

基
礎

的
な

科
目

と
３

コ
ー

ス
に

関
連

す
る

科
目

を
配

置
し

、
学

生
の

興
味

・
関

心
に

応
じ

た
コ

ー
ス

選
択

が
で

き
る

よ
う

履
修

指
導

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
教

員
免

許
取

得
希

望
者

に
対

し
て

は
、

教
職

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
て

履
修

指
導

を
行

っ
た

。

b

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標

b

(2
) 

教
育

の
内

容
に

関
す

る
目

標
②

教
育

課
程

＜
国

際
地

域
学

部
国

際
地

域
学

科
＞

7
　

学
部

に
お

け
る

教
育

の
目

的
を

踏
ま

え
て

「
国

際
関

係
」

「
比

較
文

化
」

「
露

中
韓

」
の

３
コ

ー
ス

を
設

定
し

、
中

学
・

高
校

教
諭

一
種

免
許

状
（

英
語

）
の

取
得

に
も

対
応

し
て

、
卒

業
認

定
・

学
位

授
与

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

で
求

め
ら

れ
る

高
度

な
専

門
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
た

学
生

を
育

成
す

る
た

め
、

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

7
-
1

　
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
に

応
じ

た
履

修
指

導
を

行
う

。

b

　
学

期
始

め
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

各
学

年
ご

と
の

履
修

登
録

に
お

け
る

注
意

点
等

を
周

知
す

る
と

共
に

、
各

学
期

の
履

修
登

録
時

に
は

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

教
員

が
学

生
の

興
味

・
関

心
や

進
路

、
単

位
取

得
状

況
を

踏
ま

え
た

履
修

指
導

を
行

っ
た

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

8
-
1

　
資

格
や

免
許

取
得

へ
の

意
識

付
け

や
、

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。

b

　
学

期
始

め
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

学
生

の
興

味
・

関
心

や
将

来
の

進
路

等
に

対
応

し
た

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

専
門

職
に

必
要

な
知

識
・

技
能

・
心

構
え

を
踏

ま
え

た
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

b

　
1

年
生

と
い

っ
た

早
い

時
期

に
履

修
を

決
め

る
必

要
が

あ
る

も
の

と
考

え
る

。
学

生
の

興
味

関
心

が
固

ま
る

前
で

あ
る

と
推

測
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
学

生
に

対
し

、
各

資
格

に
係

る
仕

事
の

イ
メ

ー
ジ

や
興

味
関

心
を

持
た

せ
る

こ
と

も
必

要
に

な
る

も
の

と
考

え
る

。

8
-
2

　
学

部
・

学
科

に
お

け
る

教
育

の
目

的
を

踏
ま

え
た

教
育

課
程

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

幼
稚

園
教

諭
一

種
免

許
状

、
保

育
士

資
格

の
取

得
や

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
受

験
資

格
の

取
得

に
も

対
応

す
る

。

b

　
保

育
士

養
成

課
程

、
社

会
福

祉
士

養
成

課
程

、
教

育
職

員
養

成
課

程
に

対
応

し
た

学
科

の
専

門
科

目
を

確
実

に
実

施
し

た
。

b

　
合

格
率

が
福

祉
系

大
学

等
2

0
5

校
中

4
位

で
あ

っ
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

人
間

生
活

学
部

子
ど

も
学

科
＞

8
　

学
部

・
学

科
に

お
け

る
教

育
の

目
的

を
踏

ま
え

て
幼

稚
園

教
諭

一
種

免
許

状
・

保
育

士
資

格
の

取
得

や
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

受
験

資
格

の
取

得
に

対
応

し
、

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
方

針
（

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

）
で

求
め

ら
れ

る
高

度
な

専
門

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

た
学

生
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
課

程
編

成
・

実
施

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

）
に

基
づ

き
教

育
課

程
を

編
成

す
る

。

8
-
3

　
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

受
験

へ
の

準
備

を
支

援
す

る
。

s

　
受

験
の

心
構

え
の

た
め

の
情

報
提

供
や

模
擬

試
験

等
の

試
験

対
策

を
行

い
、

国
家

試
験

受
験

準
備

に
必

要
な

支
援

を
行

っ
た

。
《

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

》
・

令
和

４
年

度
本

学
合

格
率

　
9

1
.3

％
（

受
験

者
数

（
新

卒
）

2
3

名
、

合
格

者
2

1
名

）
、

全
国

平
均

4
4

.2
％

福
祉

系
大

学
等

2
0

5
校

中
4

位
（

県
内

1
位

）
※

過
去

1
1

年
で

最
高

の
合

格
率

を
達

成
・

令
和

３
年

度
本

学
合

格
率

　
8

8
.9

％
（

受
験

者
数

（
新

卒
）

1
8

名
、

合
格

者
1

6
名

）
　

全
国

平
均

3
1

.1
％

福
祉

系
大

学
等

2
0

2
校

中
９

位
（

県
内

１
位

）

s

　
受

験
者

数
・

合
格

者
数

と
も

に
従

来
を

上
回

っ
た

。
国

家
試

験
準

備
支

援
の

成
果

を
評

価
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

9
9

-
1

　
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。
b

　
学

期
始

め
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

学
生

の
希

望
や

現
況

を
踏

ま
え

た
履

修
指

導
を

行
う

と
と

も
に

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
を

中
心

に
将

来
の

進
路

を
踏

ま
え

た
学

修
指

導
を

行
っ

た
。

b

9
-
2

　
学

部
学

科
の

教
育

の
目

的
を

踏
ま

え
た

教
育

課
程

を
実

施
す

る
中

で
管

理
栄

養
士

養
成

課
程

を
確

実
に

実
施

し
、

栄
養

教
諭

一
種

免
許

状
の

取
得

に
も

対
応

す
る

。

b

　
管

理
栄

養
士

養
成

課
程

に
お

け
る

専
門

科
目

を
確

実
に

実
施

し
た

。
b

　
合

格
率

9
7

.4
％

は
十

分
高

い
数

値
で

あ
り

、
ａ

評
価

に
相

当
す

る
。

　
合

格
率

は
高

水
準

で
あ

る
。

き
め

細
か

な
国

家
試

験
準

備
支

援
の

取
組

み
を

評
価

す
る

。

　
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

に
つ

い
て

は
受

験
者

全
員

合
格

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
、

僅
か

1
名

で
あ

り
、

大
学

も
「

新
卒

者
の

合
格

率
が

下
が

る
中

で
も

高
い

合
格

率
を

維
持

」
と

評
価

し
て

い
る

。
a
評

価
に

値
す

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

人
間

生
活

学
部

健
康

栄
養

学
科

＞

　
学

部
・

学
科

に
お

け
る

教
育

の
目

的
を

踏
ま

え
て

管
理

栄
養

士
国

家
試

験
受

験
資

格
の

取
得

を
必

須
と

し
、

栄
養

教
諭

一
種

免
許

状
の

取
得

に
も

対
応

し
て

、
卒

業
認

定
・

学
位

授
与

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

で
求

め
ら

れ
る

高
度

な
専

門
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
た

学
生

を
育

成
す

る
た

め
、

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

9
-
3

　
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

受
験

へ
の

準
備

を
支

援
す

る
。

b

　
学

科
全

教
員

が
国

家
試

験
対

策
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
学

生
の

実
態

を
早

期
に

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
個

別
指

導
等

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

模
擬

試
験

等
の

試
験

対
策

の
実

施
、

ゼ
ミ

教
員

や
国

家
試

験
対

策
委

員
に

よ
る

個
別

指
導

を
行

っ
た

。

《
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

合
格

率
》

令
和

４
年

度
　

本
学

合
格

率
　

9
7

.4
％

　
（

受
験

者
（

新
卒

）
　

3
9

人
、

合
格

者
　

3
8

人
全

国
平

均
6

5
.1

％
　

新
卒

者
全

国
平

均
　

8
7

.2
％

）
※

7
年

連
続

1
0

0
％

達
成

は
叶

わ
な

か
っ

た
が

、
新

卒
者

の
全

国
平

均
が

昨
年

度
よ

り
5

.7
ポ

イ
ン

ト
下

が
る

中
、

大
幅

に
上

回
る

高
い

合
格

率
を

維
持

令
和

３
年

度
　

本
学

合
格

率
　

1
0

0
％

（
受

験
者

（
新

卒
）

　
4

0
人

、
合

格
者

　
4

0
人

　
全

国
平

均
6

5
.1

％
　

新
卒

者
全

国
平

均
　

9
2

.9
％

）
※

６
年

連
続

合
格

率
1

0
0

％
を

達
成

ａ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
0

-
1

　
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
に

応
じ

た
履

修
指

導
を

行
う

。

ｂ

　
学

期
始

め
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

学
生

の
興

味
・

関
心

を
踏

ま
え

た
履

修
指

導
を

行
う

と
と

も
に

、
入

門
演

習
、

専
門

演
習

担
当

教
員

を
中

心
に

２
年

次
か

ら
の

コ
ー

ス
選

択
や

将
来

の
進

路
を

踏
ま

え
、

適
切

な
科

目
履

修
が

で
き

る
よ

う
学

修
指

導
を

行
っ

た
。

ｂ

1
0

-
2

　
1

年
次

に
つ

い
て

は
、

入
門

科
目

に
お

け
る

導
入

教
育

、
入

門
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

等
に

よ
る

履
修

指
導

を
行

い
、

学
生

の
興

味
・

関
心

に
応

じ
た

コ
ー

ス
選

択
が

で
き

る
よ

う
指

導
す

る
。

2
年

次
に

つ
い

て
は

、
1

年
時

の
入

門
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

担
当

教
員

が
、

３
年

次
に

つ
い

て
は

専
門

教
員

が
学

生
が

選
択

し
た

コ
ー

ス
に

お
い

て
適

切
な

科
目

履
修

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
を

行
う

。

ｂ

　
１

年
次

に
つ

い
て

は
、

入
門

演
習

Ⅰ
・

Ⅱ
に

お
い

て
、

各
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
を

聞
い

た
上

で
、

そ
れ

ら
に

応
じ

た
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

２
年

次
に

つ
い

て
は

１
年

次
の

入
門

演
習

担
当

教
員

が
、

３
年

次
に

つ
い

て
は

専
門

演
習

Ⅰ
・

Ⅱ
の

担
当

教
員

が
、

履
修

者
全

員
に

対
し

て
夏

休
み

期
間

中
に

行
っ

た
面

接
な

ど
を

通
じ

て
、

適
切

な
科

目
履

修
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

を
行

っ
た

。

ｂ

1
0

　
学

部
に

お
け

る
教

育
の

目
的

を
踏

ま
え

て
「

国
際

経
済

コ
ー

ス
」

「
地

域
経

済
創

生
コ

ー
ス

」
の

２
コ

ー
ス

を
設

定
し

、
卒

業
認

定
・

学
位

授
与

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

で
求

め
ら

れ
る

高
度

な
専

門
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
た

学
生

を
育

成
す

る
た

め
、

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

(2
) 

教
育

の
内

容
に

関
す

る
目

標
②

教
育

課
程

＜
国

際
経

済
学

部
国

際
経

済
学

科
＞
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

大
学

院
国

際
地

域
学

研
究

科
＞

【
大

学
院

修
士

課
程

】
　

大
学

院
の

基
本

理
念

や
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
実

践
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
論

理
的

か
つ

柔
軟

な
思

考
力

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
高

度
な

専
門

知
識

を
修

得
で

き
る

よ
う

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

ま
た

、
学

部
と

の
教

育
的

連
携

を
強

化
さ

せ
る

。

1
1

　
大

学
院

の
基

本
理

念
や

教
育

課
程

編
成

・
実

施
方

針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

、
学

生
が

高
度

な
専

門
知

識
を

修
得

で
き

る
よ

う
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

と
と

も
に

、
学

部
と

の
教

育
的

連
携

を
強

化
さ

せ
る

な
ど

、
 大

学
院

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
の

諸
政

策
を

検
討

し
、

教
育

活
動

の
充

実
に

努
め

る
。

1
1

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
大

学
院

の
教

育
活

動
の

充
実

を
図

る
べ

く
、

令
和

3
年

度
に

開
始

し
た

国
内

外
の

他
大

学
と

の
連

携
の

取
組

を
進

め
る

。

a

　
大

学
院

の
活

性
化

の
た

め
、

大
学

高
度

化
事

業
（

学
長

裁
量

費
）

の
活

用
等

に
よ

り
、

国
内

外
の

他
大

学
（

国
際

大
学

、
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学

、
豪

マ
ッ

コ
ー

リ
ー

大
学

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
南

洋
理

工
大

学
等

）
と

の
連

携
に

取
組

み
、

国
内

で
は

、
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学

大
学

院
と

の
間

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

に
よ

る
単

位
互

換
協

定
を

締
結

し
た

。
(1

5
単

位
を

上
限

と
し

て
本

学
の

自
由

科
目

と
し

て
認

定
）

　
国

外
で

は
、

留
学

生
の

獲
得

に
向

け
て

従
来

の
東

ア
ジ

ア
地

域
の

諸
大

学
に

加
え

、
新

た
に

東
南

ア
ジ

ア
地

域
の

大
学

院
と

の
国

際
連

携
を

進
め

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
デ

ラ
サ

ー
ル

大
学

及
び

フ
ィ

リ
ピ

ン
大

学
ロ

ス
バ

ニ
ョ

ス
校

と
の

間
で

教
育

研
究

の
交

流
を

進
め

る
包

括
協

定
を

締
結

し
、

国
際

地
域

学
研

究
科

の
院

生
の

派
遣

・
受

入
れ

を
目

的
と

し
た

覚
書

を
交

わ
し

た
。

　
さ

ら
に

は
、

令
和

３
年

度
に

引
き

続
き

、
J
A

S
S

O
主

催
日

本
留

学
オ

ン
ラ

イ
ン

フ
ェ

ア
に

参
加

し
た

ほ
か

、
本

学
で

初
と

な
る

J
IC

A
長

期
研

修
員

１
名

を
正

規
生

と
し

て
受

入
れ

る
な

ど
、

大
学

院
の

活
性

化
に

向
け

て
外

国
人

留
学

生
の

受
入

拡
大

に
努

め
た

。

a

　
単

位
互

換
協

定
や

国
外

の
包

括
協

定
を

締
結

し
た

と
い

う
こ

と
で

a
評

価
に

は
異

論
は

な
い

。
今

後
は

、
何

人
の

学
生

が
他

大
学

の
科

目
を

履
修

し
た

か
（

あ
る

い
は

受
け

入
れ

た
か

）
、

留
学

し
た

か
、

と
い

っ
た

評
価

に
な

る
も

の
と

考
え

る
。

学
内

周
知

と
学

生
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
の

取
組

み
を

期
待

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
授

業
科

目
ご

と
の

学
習

目
標

、
成

績
評

価
基

準
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
卒

業
認

定
・

学
位

授
与

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
基

づ
き

適
正

に
卒

業
認

定
を

行
う

。

1
3

　
各

科
目

ご
と

に
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
と

の
関

連
を

明
示

し
た

上
で

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

定
め

る
「

知
・

力
」

の
修

得
に

応
じ

た
授

業
内

容
、

授
業

目
標

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

行
う

。

1
3

　
シ

ラ
バ

ス
に

お
い

て
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

と
の

関
連

や
成

績
評

価
方

法
を

明
示

し
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

行
う

。

b

　
シ

ラ
バ

ス
作

成
要

領
を

改
訂

し
、

成
績

評
価

の
記

載
内

容
に

ば
ら

つ
き

が
な

い
よ

う
、

シ
ラ

バ
ス

の
記

載
方

法
を

統
一

す
る

こ
と

に
よ

り
、

授
業

ご
と

の
目

標
や

成
績

評
価

基
準

の
明

確
化

を
図

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
学

生
に

対
し

て
科

目
選

択
時

に
お

け
る

判
断

材
料

を
よ

り
明

確
に

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

b

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

③
教

育
方

法

　
専

攻
分

野
や

授
業

科
目

の
特

性
に

応
じ

、
地

域
社

会
や

産
業

界
と

の
連

携
を

図
る

な
ど

、
有

効
な

授
業

形
態

及
び

学
習

方
法

を
取

り
入

れ
る

。

1
2

　
地

域
社

会
や

産
業

界
と

連
携

し
た

授
業

の
実

施
や

、
視

聴
覚

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
の

他
、

デ
ジ

タ
ル

デ
バ

イ
ス

や
IC

T
を

活
用

し
た

授
業

に
取

り
組

む
な

ど
、

社
会

変
化

に
対

応
で

き
る

よ
う

な
多

様
な

形
態

で
授

業
を

展
開

す
る

。

1
2

　
地

域
社

会
や

産
業

界
と

連
携

し
た

授
業

を
実

施
す

る
他

、
IC

T
を

活
用

し
た

多
様

な
形

態
で

授
業

を
展

開
す

る
。

a

　
令

和
４

年
度

の
C

O
IL

型
教

育
に

つ
い

て
、

昨
年

度
と

比
較

し
２

科
目

多
い

全
学

部
1

0
科

目
で

実
施

し
た

。
　

国
際

経
済

学
部

に
開

設
さ

れ
た

「
地

域
産

業
論

Ａ
・

B
・

C
」

で
は

、
新

潟
県

の
も

の
づ

く
り

産
業

、
全

国
と

新
潟

の
サ

ー
ビ

ス
産

業
（

第
三

次
産

業
）

、
地

域
イ

ン
フ

ラ
業

界
の

最
新

事
情

、
と

い
っ

た
テ

ー
マ

で
、

現
場

で
活

躍
す

る
外

部
講

師
を

迎
え

た
授

業
を

実
施

す
る

他
、

現
地

視
察

を
実

施
し

、
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

授
業

を
展

開
し

た
。

　
ま

た
、

遠
方

の
外

部
講

師
に

よ
る

講
義

や
、

「
韓

国
語

特
別

演
習

A
Ⅰ

・
Ⅱ

、
B

Ⅰ
・

Ⅱ
」

に
お

い
て

協
定

校
で

あ
る

サ
イ

バ
ー

韓
国

語
大

学
校

の
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ン

テ
ン

ツ
「

公
認

韓
国

語
試

験
練

習
3

，
4

級
」

「
メ

デ
ィ

ア
で

学
ぶ

韓
国

語
」

等
の

講
座

を
使

用
し

た
授

業
を

展
開

す
る

等
、

IC
T

を
活

用
し

た
多

様
な

形
態

で
の

授
業

を
展

開
し

た
。

　
ボ

ゴ
ー

ル
農

科
大

学
が

主
催

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
5

th
 I
P

B
 I
n

te
rn

a
ti
o
n

a
l 
N

u
tr

it
io

n
S

u
m

m
e
r 

C
o
u

rs
e
 2

0
2

2
」

に
1

1
名

の
学

生
が

参
加

し
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
マ

レ
ー

シ
ア

な
ど

の
大

学
か

ら
の

参
加

者
と

と
も

に
、

５
日

間
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
研

修
を

受
講

す
る

等
、

C
O

IL
型

教
育

を
提

供
し

た
。

※
C

O
IL

（
C

o
lla

b
o
ra

ti
v
e
 O

n
lin

e
 I
n

te
rn

a
ti
o
n

a
l

L
e
a
rn

in
g
）

型
教

育
：

IC
T

を
用

い
て

、
海

外
の

教
員

と
の

協
働

に
よ

り
、

国
内

に
い

な
が

ら
海

外
の

大
学

の
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

な
が

ら
、

共
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

新
し

い
教

育
実

践
の

方
法

a

　
コ

ロ
ナ

も
緩

和
さ

れ
た

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

な
が

ら
も

、
現

地
で

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

で
よ

り
学

習
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 24 



評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

項
目

（
項

目
5

-
1

）
に

お
い

て
教

員
数

は
8

4
人

と
あ

っ
た

が
、

こ
れ

を
母

数
と

し
た

場
合

、
受

講
者

数
が

少
な

い
の

で
は

な
い

か
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(3

) 
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

①
適

切
な

教
職

員
の

配
置

等

　
学

生
に

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

教
育

目
標

を
確

実
に

達
成

す
る

た
め

、
適

切
に

教
職

員
を

配
置

し
、

そ
の

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
。

1
4

　
教

職
員

の
専

門
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
研

修
会

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

1
4

　
教

職
員

の
専

門
性

を
高

め
る

た
め

に
必

要
な

研
修

の
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
受

講
を

働
き

か
け

る
。

b

〇
教

員
向

け
・

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

E
M

I研
修

　
専

門
科

目
の

講
義

を
英

語
で

行
っ

て
い

る
担

当
教

員
を

対
象

に
授

業
ス

キ
ル

の
向

上
を

目
的

に
実

施
　

受
講

者
数

　
１

名
(申

込
者

２
名

）
・

英
語

に
よ

る
学

術
論

文
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
研

修
　

受
講

者
数

　
２

名
・

オ
ン

ラ
イ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

日
本

語
研

修
　

受
講

者
数

　
６

名

〇
教

職
員

向
け

・
オ

ン
ラ

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
英

語
研

修
　

受
講

者
数

　
1

6
名

（
教

員
７

，
職

員
９

）

〇
職

員
向

け
・

新
入

職
員

研
修

（
３

名
）

・
公

立
大

学
協

会
主

催
研

修
会

（
２

名
）

　
内

訳
　

公
立

大
学

法
人

職
員

セ
ミ

ナ
ー

　
１

名
・

新
潟

県
主

催
階

層
別

職
員

研
修

（
３

名
）

・
公

立
大

学
法

人
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
法

改
正

に
伴

う
実

務
者

勉
強

会
　

１
名

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
活

用
W

e
b
業

務
研

修
（

２
1

名
）

b

　
教

職
員

の
専

門
性

向
上

は
重

要
で

あ
り

、
中

期
目

標
、

中
期

計
画

及
び

令
和

４
年

度
計

画
に

定
め

ら
れ

て
い

る
通

り
で

あ
る

。
し

か
し

、
業

務
実

績
と

し
て

記
載

さ
れ

て
い

る
職

員
向

け
の

下
記

研
修

に
つ

い
て

は
、

社
会

通
念

上
、

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
研

修
と

ま
で

は
言

え
な

い
の

で
は

な
い

か
。

・
新

入
職

員
研

修
・

新
潟

県
主

催
階

層
別

職
員

研
修

・
公

立
大

学
法

人
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
法

改
正

に
伴

う
実

務
者

勉
強

会
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
5

　
学

生
の

ニ
ー

ズ
及

び
意

見
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
図

書
館

の
館

内
環

境
の

充
実

や
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
の

整
備

な
ど

自
習

環
境

等
の

充
実

を
図

る
。

1
5

　
新

図
書

館
に

設
置

し
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
モ

ン
ズ

に
つ

い
て

、
周

知
や

利
用

促
進

を
図

る
。

ｂ

　
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
の

利
用

説
明

会
を

３
回

開
催

し
、

文
献

検
索

講
習

会
の

開
催

、
研

究
発

表
会

、
少

人
数

で
の

授
業

や
プ

レ
ゼ

ン
練

習
の

場
と

し
て

利
用

さ
れ

た
。

ｂ

b

　
国

際
経

済
学

部
の

雑
誌

拡
充

と
し

て
、

経
済

学
サ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

経
済

学
関

連
の

ジ
ャ

ー
ナ

ル
を

ま
と

め
た

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

）
を

新
た

に
契

約
す

る
こ

と
で

、
約

1
0

0
タ

イ
ト

ル
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

（
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

所
蔵

種
数

：
令

和
元

年
度

4
2

誌
→

令
和

2
年

度
4

6
誌

→
令

和
３

年
度

4
9

誌
→

令
和

４
年

度
1

5
3

誌
）

国
際

経
済

学
部

の
蔵

書
拡

充
を

行
う

と
と

も
に

全
学

部
で

の
電

子
ブ

ッ
ク

導
入

を
推

進
し

た
。

（
令

和
元

年
度

3
5

5
冊

→
令

和
２

年
度

7
2

7
冊

→
令

和
３

年
度

7
6

7
冊

→
令

和
４

年
度

1
,0

9
8

冊
）

b

②
教

育
環

境
の

整
備

　
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

に
自

習
環

境
、

図
書

館
機

能
等

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

1
6

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

等
の

電
子

出
版

物
の

導
入

を
進

め
る

と
と

も
に

、
本

学
の

特
性

を
踏

ま
え

た
多

様
か

つ
特

徴
的

な
蔵

書
・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
充

実
を

図
る

。

1
6

　
各

学
部

の
需

要
を

踏
ま

え
た

上
で

、
全

体
的

な
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
、

電
子

ブ
ッ

ク
等

の
充

実
を

図
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
8

　
新

た
な

教
育

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

教
育

内
容

や
効

果
的

な
指

導
方

法
の

検
討

や
開

発
等

を
推

進
し

、
教

員
間

の
情

報
の

共
有

を
図

る
た

め
、

教
員

相
互

の
公

開
授

業
や

F
D

委
員

会
主

催
の

研
修

会
等

を
実

施
す

る
。

1
8

　
教

員
間

の
情

報
共

有
を

図
り

な
が

ら
ア

ク
テ

ィ
ブ

･
ラ

ー
ニ

ン
グ

や
IC

T
の

活
用

を
推

進
す

る
た

め
、

公
開

授
業

や
F

D
委

員
会

主
催

の
研

修
会

等
を

実
施

す
る

。

b

　
教

員
を

対
象

と
す

る
公

開
授

業
の

実
施

に
当

た
っ

て
、

令
和

４
年

度
に

お
い

て
は

事
前

に
教

員
の

意
向

調
査

を
行

い
、

要
望

の
多

か
っ

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
し

て
い

る
科

目
の

公
開

授
業

を
実

施
し

た
。

（
参

加
者

1
5

名
）

　
ま

た
、

教
員

間
の

情
報

共
有

を
図

る
た

め
の

F
D

情
報

交
換

会
を

開
催

し
、

教
授

学
習

法
や

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

の
使

用
に

つ
い

て
、

様
々

な
工

夫
や

課
題

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
（

参
加

者
2

1
名

）
　

Ｆ
Ｄ

研
修

会
で

は
、

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
を

研
究

し
て

い
る

講
師

を
招

聘
し

、
「

学
習

障
害

等
で

学
修

に
困

難
感

を
抱

え
て

い
る

学
生

が
参

加
し

や
す

い
授

業
づ

く
り

の
た

め
の

考
え

方
や

具
体

的
な

方
法

に
つ

い
て

」
を

テ
ー

マ
に

、
学

習
障

害
な

ど
を

抱
え

て
い

る
学

生
へ

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
オ

ン
ラ

イ
ン

講
演

会
を

開
催

し
た

。
（

参
加

者
3

8
名

）

b

　
参

加
率

が
低

い
印

象
を

受
け

る
。

上
記

の
授

業
改

善
ア

ン
ケ

ー
ト

と
同

様
、

参
加

率
を

上
げ

る
工

夫
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(3

) 
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

③
教

育
活

動
の

評
価

と
改

善

　
前

期
・

後
期

と
も

に
「

授
業

改
善

の
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
Ｗ

Ｅ
Ｂ

形
式

で
実

施
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
最

終
授

業
日

に
授

業
内

で
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
よ

う
全

教
員

に
周

知
し

、
よ

り
多

く
の

学
生

の
意

見
を

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

反
映

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
だ

。
。

　
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
つ

い
て

は
、

過
去

と
の

比
較

、
全

体
平

均
と

の
比

較
が

分
か

る
形

式
で

各
教

員
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
と

と
も

に
、

学
内

に
公

表
し

、
全

教
員

間
で

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

視
聴

覚
教

育
の

工
夫

、
IC

T
の

活
用

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

導
入

な
ど

教
育

内
容

や
実

施
方

法
の

改
善

を
図

る
取

組
を

促
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
回

収
率

（
R

3
前

期
5

1
％

・
後

期
4

2
％

→
R

4
前

期
5

4
％

・
後

期
4

4
％

）

b

　
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

収
率

が
低

い
印

象
を

受
け

る
。

回
収

率
を

向
上

さ
せ

る
工

夫
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
の

低
下

要
因

＞
　

回
収

率
低

下
の

要
因

と
し

て
は

、
令

和
2

年
度

か
ら

W
E

B
ア

ン
ケ

ー
ト

を
導

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
学

生
の

利
便

性
、

事
務

効
率

が
向

上
し

た
一

方
、

授
業

時
間

外
で

も
回

答
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

結
果

、
回

答
し

な
い

学
生

が
増

え
た

こ
と

が
影

響
し

た
も

の
と

考
え

て
い

る
。

　
回

収
率

の
向

上
に

向
け

て
、

現
在

F
D

委
員

会
に

お
い

て
、

令
和

5
年

度
の

実
施

に
あ

た
り

、
で

き
る

限
り

授
業

時
間

内
に

実
施

・
回

答
で

き
る

よ
う

改
善

策
を

検
討

し
て

い
る

。

　
教

育
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
Ｆ

Ｄ
（

F
a
c
u

lt
y

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t）
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

評
価

結
果

を
有

効
に

活
用

し
、

教
育

活
動

の
改

善
を

図
る

。

1
7

　
授

業
改

善
の

為
の

ア
ン

ケ
ー

ト
（

学
生

向
け

）
を

全
学

的
に

行
い

、
そ

の
結

果
を

各
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
次

年
度

以
降

の
改

善
・

変
更

に
つ

い
て

の
取

り
組

み
を

促
す

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

学
内

に
公

表
す

る
こ

と
で

、
教

育
内

容
や

教
育

方
法

に
資

す
る

取
組

を
積

極
的

に
行

う
。

1
7

　
教

育
内

容
や

実
施

方
法

の
改

善
を

図
る

た
め

、
「

授
業

改
善

の
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
W

E
B

形
式

で
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

各
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
と

と
も

に
学

内
に

公
表

す
る

。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

④
教

育
の

質
の

向
上

　
国

の
大

学
教

育
改

革
に

関
す

る
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

取
り

組
み

な
ど

を
通

し
て

、
社

会
情

勢
に

対
応

し
た

質
の

高
い

教
育

の
提

供
を

行
う

。

1
9

　
国

の
大

学
教

育
改

革
に

関
す

る
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

応
募

す
る

な
ど

、
社

会
情

勢
に

対
応

し
た

質
の

高
い

教
育

を
提

供
す

る
た

め
の

取
組

を
行

う
。

1
9

　
質

の
高

い
教

育
を

提
供

す
る

た
め

、
情

報
化

社
会

の
進

展
等

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
対

応
し

た
教

育
の

充
実

を
図

る
。

ｓ

　
文

科
省

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

事
業

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
度

高
度

専
門

人
材

育
成

事
業

）
と

し
て

令
和

３
年

度
末

に
採

択
さ

れ
た

「
デ

ジ
タ

ル
と

食
品

の
高

付
加

価
値

化
・

消
費

者
購

買
行

動
分

析
の

掛
け

合
わ

せ
に

よ
る

高
度

専
門

人
材

育
成

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

事
業

を
実

施
す

る
た

め
、

新
潟

特
有

の
雪

室
貯

蔵
に

よ
る

食
品

の
形

状
や

成
分

の
変

化
を

遠
隔

操
作

に
よ

り
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ー

タ
化

し
て

学
内

に
送

信
し

、
解

析
す

る
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
整

備
し

、
食

品
開

発
や

食
品

へ
の

消
費

者
行

動
を

学
ぶ

学
部

学
生

へ
の

質
の

高
い

教
育

を
実

践
し

、
人

材
育

成
事

業
を

完
了

し
た

。
実

践
し

た
教

育
内

容
を

、
に

い
が

た
B

IZ
 E

X
P

O
2

0
2

2
等

の
セ

ミ
ナ

ー
に

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

文
科

省
「

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
認

定
制

度
」

に
応

募
し

、
本

学
の

「
U

N
P

 D
S

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

取
組

が
2

0
2

2
年

8
月

2
4

日
付

け
で

認
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

）
に

認
定

さ
れ

た
。

こ
れ

を
受

け
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

の
充

実
・

強
化

を
図

る
べ

く
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
、

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

、
自

己
点

検
評

価
を

所
管

す
る

組
織

と
し

て
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
　

令
和

４
年

度
に

お
い

て
は

次
の

取
組

を
行

い
、

多
く

の
学

生
の

履
修

に
つ

な
が

っ
た

も
の

と
考

え
る

。
・

令
和

４
年

度
新

設
の

「
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

」
に

関
す

る
教

育
方

法
・

教
材

の
開

発
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
等

の
実

デ
ー

タ
を

用
い

た
実

習
教

材
及

び
講

義
ス

ラ
イ

ド
、

講
義

ビ
デ

オ
の

作
成

・
独

自
の

事
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

　
「

難
し

い
」

「
や

や
難

し
い

」
と

の
回

答
が

多
く

あ
り

、
引

き
続

き
教

育
方

法
・

教
材

の
見

直
し

を
検

討
・

W
e
b
サ

イ
ト

の
作

成
　

本
学

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
に

関
す

る
活

動
が

把
握

で
き

る
よ

う
、

学
内

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
関

連
の

情
報

を
集

約

　
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

(リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

認
定

)の
修

了
要

件
と

な
る

科
目

及
び

受
講

者
数

は
次

の
通

り
。

＜
必

修
＞

・
統

計
分

析
入

門
［

１
年

後
期

］
（

1
6

0
名

）
＜

選
択

必
修

＞
・

情
報

シ
ス

テ
ム

と
倫

理
［

１
年

後
期

］
（

6
7

名
）

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

［
１

年
後

期
］

（
2

2
8

名
）

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

［
２

年
前

期
］

（
7

5
名

）
　

ま
た

、
一

般
財

団
法

人
三

菱
み

ら
い

育
成

財
団

の
2

1
世

紀
型

教
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

応
募

し
、

本
学

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
調

べ
、

学
び

、
考

え
、

新
潟

を
救

え
！

〜
デ

ー
タ

に
基

づ
く

公
共

政
策

と
自

治
の

実
践

を
オ

ー
プ

ン
・

コ
ー

ス
・

ウ
ェ

ア
に

〜
」

が
2

0
2

2
年

度
か

ら
2

0
2

4
年

度
の

助
成

対
象

と
し

て
採

択
さ

れ
た

。
（

本
学

を
含

め
全

国
で

７
件

が
採

択
）

　
新

潟
県

で
現

在
起

き
て

い
る

政
策

課
題

を
そ

の
当

事
者

に
語

っ
て

も
ら

う
映

像
教

材
の

素
材

を
制

作
し

、
新

潟
県

内
の

大
学

・
高

校
等

に
広

く
共

有
す

る
と

と
も

に
全

学
共

通
講

義
科

目
の

新
潟

県
の

地
方

自
治

、
行

政
学

入
門

、
公

共
政

策
の

３
科

目
に

お
い

て
、

映
像

教
材

の
利

用
と

現
地

見
学

を
組

み
合

わ
せ

、
政

策
過

程
を

学
ぶ

こ
と

で
、

将
来

、
新

潟
の

中
核

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

令
和

４
年

度
の

取
組

と
し

て
、

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
ビ

デ
オ

の
制

作
・

公
開

講
座

「
明

治
初

期
の

地
方

議
会

に
つ

い
て

」
の

開
催

（
参

加
者

：
2

5
名

）
・

現
地

見
学

（
計

２
回

）
を

行
っ

た
。

ｓ

　
現

在
、

求
め

ら
れ

て
い

る
デ

ジ
タ

ル
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

を
遅

れ
る

こ
と

な
く

取
り

入
れ

て
お

り
、

s
評

価
に

異
論

は
な

い
。

今
後

は
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

よ
る

成
果

が
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

ど
の

よ
う

な
指

標
を

用
い

て
成

果
を

把
握

す
る

の
か

と
い

っ
た

視
点

も
重

要
と

考
え

る
。

卒
業

生
の

活
躍

を
期

待
す

る
。

　
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
国

際
経

済
学

部
を

中
心

に
全

学
的

に
Ｄ

Ｘ
教

育
を

進
め

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
9

　
質

の
高

い
教

育
を

提
供

す
る

た
め

、
情

報
化

社
会

の
進

展
等

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
対

応
し

た
教

育
の

充
実

を
図

る
。

ｓ

　
文

科
省

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

事
業

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
度

高
度

専
門

人
材

育
成

事
業

）
と

し
て

令
和

３
年

度
末

に
採

択
さ

れ
た

「
デ

ジ
タ

ル
と

食
品

の
高

付
加

価
値

化
・

消
費

者
購

買
行

動
分

析
の

掛
け

合
わ

せ
に

よ
る

高
度

専
門

人
材

育
成

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

事
業

を
実

施
す

る
た

め
、

新
潟

特
有

の
雪

室
貯

蔵
に

よ
る

食
品

の
形

状
や

成
分

の
変

化
を

遠
隔

操
作

に
よ

り
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ー

タ
化

し
て

学
内

に
送

信
し

、
解

析
す

る
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
整

備
し

、
食

品
開

発
や

食
品

へ
の

消
費

者
行

動
を

学
ぶ

学
部

学
生

へ
の

質
の

高
い

教
育

を
実

践
し

、
人

材
育

成
事

業
を

完
了

し
た

。
実

践
し

た
教

育
内

容
を

、
に

い
が

た
B

IZ
 E

X
P

O
2

0
2

2
等

の
セ

ミ
ナ

ー
に

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

文
科

省
「

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
認

定
制

度
」

に
応

募
し

、
本

学
の

「
U

N
P

 D
S

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

取
組

が
2

0
2

2
年

8
月

2
4

日
付

け
で

認
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

）
に

認
定

さ
れ

た
。

こ
れ

を
受

け
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

の
充

実
・

強
化

を
図

る
べ

く
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
、

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

、
自

己
点

検
評

価
を

所
管

す
る

組
織

と
し

て
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
　

令
和

４
年

度
に

お
い

て
は

次
の

取
組

を
行

い
、

多
く

の
学

生
の

履
修

に
つ

な
が

っ
た

も
の

と
考

え
る

。
・

令
和

４
年

度
新

設
の

「
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

」
に

関
す

る
教

育
方

法
・

教
材

の
開

発
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
等

の
実

デ
ー

タ
を

用
い

た
実

習
教

材
及

び
講

義
ス

ラ
イ

ド
、

講
義

ビ
デ

オ
の

作
成

・
独

自
の

事
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

　
「

難
し

い
」

「
や

や
難

し
い

」
と

の
回

答
が

多
く

あ
り

、
引

き
続

き
教

育
方

法
・

教
材

の
見

直
し

を
検

討
・

W
e
b
サ

イ
ト

の
作

成
　

本
学

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
に

関
す

る
活

動
が

把
握

で
き

る
よ

う
、

学
内

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
関

連
の

情
報

を
集

約

　
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

(リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

認
定

)の
修

了
要

件
と

な
る

科
目

及
び

受
講

者
数

は
次

の
通

り
。

＜
必

修
＞

・
統

計
分

析
入

門
［

１
年

後
期

］
（

1
6

0
名

）
＜

選
択

必
修

＞
・

情
報

シ
ス

テ
ム

と
倫

理
［

１
年

後
期

］
（

6
7

名
）

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

［
１

年
後

期
］

（
2

2
8

名
）

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

［
２

年
前

期
］

（
7

5
名

）
　

ま
た

、
一

般
財

団
法

人
三

菱
み

ら
い

育
成

財
団

の
2

1
世

紀
型

教
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

応
募

し
、

本
学

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
調

べ
、

学
び

、
考

え
、

新
潟

を
救

え
！

〜
デ

ー
タ

に
基

づ
く

公
共

政
策

と
自

治
の

実
践

を
オ

ー
プ

ン
・

コ
ー

ス
・

ウ
ェ

ア
に

〜
」

が
2

0
2

2
年

度
か

ら
2

0
2

4
年

度
の

助
成

対
象

と
し

て
採

択
さ

れ
た

。
（

本
学

を
含

め
全

国
で

７
件

が
採

択
）

　
新

潟
県

で
現

在
起

き
て

い
る

政
策

課
題

を
そ

の
当

事
者

に
語

っ
て

も
ら

う
映

像
教

材
の

素
材

を
制

作
し

、
新

潟
県

内
の

大
学

・
高

校
等

に
広

く
共

有
す

る
と

と
も

に
全

学
共

通
講

義
科

目
の

新
潟

県
の

地
方

自
治

、
行

政
学

入
門

、
公

共
政

策
の

３
科

目
に

お
い

て
、

映
像

教
材

の
利

用
と

現
地

見
学

を
組

み
合

わ
せ

、
政

策
過

程
を

学
ぶ

こ
と

で
、

将
来

、
新

潟
の

中
核

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

令
和

４
年

度
の

取
組

と
し

て
、

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
ビ

デ
オ

の
制

作
・

公
開

講
座

「
明

治
初

期
の

地
方

議
会

に
つ

い
て

」
の

開
催

（
参

加
者

：
2

5
名

）
・

現
地

見
学

（
計

２
回

）
を

行
っ

た
。

ｓ

　
現

在
、

求
め

ら
れ

て
い

る
デ

ジ
タ

ル
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

を
遅

れ
る

こ
と

な
く

取
り

入
れ

て
お

り
、

s
評

価
に

異
論

は
な

い
。

今
後

は
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

よ
る

成
果

が
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

ど
の

よ
う

な
指

標
を

用
い

て
成

果
を

把
握

す
る

の
か

と
い

っ
た

視
点

も
重

要
と

考
え

る
。

卒
業

生
の

活
躍

を
期

待
す

る
。

　
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
国

際
経

済
学

部
を

中
心

に
全

学
的

に
Ｄ

Ｘ
教

育
を

進
め

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

2
1

　
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

の
活

用
な

ど
学

生
か

ら
の

相
談

へ
の

対
応

や
学

修
指

導
等

を
着

実
に

行
う

。

2
1

　
従

来
の

直
接

研
究

室
を

訪
れ

る
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
継

続
す

る
他

、
IC

T
を

活
用

し
た

学
修

指
導

、
相

談
を

取
り

入
れ

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
指

導
を

行
う

。

b

　
従

来
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
制

度
を

継
続

し
つ

つ
、

学
生

が
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
よ

う
、

R
5

年
度

の
運

用
に

向
け

て
掲

載
先

を
変

更
し

た
。

ま
た

、
学

生
一

人
ひ

と
り

に
柔

軟
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
面

談
時

の
Z

o
o
m

等
の

活
用

を
教

員
に

推
奨

す
る

こ
と

で
、

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

学
生

支
援

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

b

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
①

学
習

支
援

　
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

対
し

て
責

任
を

持
っ

て
学

習
指

導
・

支
援

す
る

た
め

個
別

相
談

指
導

体
制

を
充

実
す

る
。

2
0

　
入

学
前

後
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

早
期

に
学

生
の

学
修

意
欲

を
高

め
る

取
組

を
充

実
さ

せ
る

。

2
0

　
早

期
に

学
生

の
学

修
意

欲
を

高
め

る
た

め
、

入
学

前
体

験
学

習
会

や
推

奨
図

書
の

紹
介

等
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
。

b

　
新

入
生

の
学

修
意

欲
を

高
め

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

入
学

前
体

験
学

習
会

に
お

い
て

英
語

に
よ

る
講

義
を

引
き

続
き

実
施

す
る

こ
と

に
加

え
て

、
令

和
４

年
度

よ
り

一
般

教
養

講
義

（
R

4
は

哲
学

）
を

実
施

し
、

大
学

の
講

義
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

し
た

（
参

加
者

3
4

名
）

。
　

加
え

て
、

各
学

部
学

科
及

び
図

書
館

か
ら

の
推

薦
図

書
を

紹
介

し
た

ほ
か

、
英

語
へ

の
学

習
意

欲
を

高
め

る
た

め
全

学
的

に
英

語
の

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

を
提

供
し

た
。

国
際

経
済

学
部

に
お

い
て

は
必

要
な

基
礎

的
な

数
学

の
知

識
を

身
に

付
け

る
た

め
数

学
の

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
事

前
学

習
を

課
し

た
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

2
2

　
留

学
生

等
の

修
学

実
態

・
生

活
・

心
理

面
に

配
慮

し
た

支
援

等
の

取
組

を
行

う
。

2
2

　
留

学
生

向
け

の
日

本
語

学
習

や
相

談
窓

口
と

な
る

日
本

語
支

援
室

を
引

き
続

き
運

用
す

る
と

と
も

に
、

生
活

・
心

理
面

で
の

支
援

を
実

施
す

る
。

b

　
留

学
生

向
け

に
引

き
続

き
日

本
語

学
習

科
目

や
日

本
語

支
援

室
を

運
用

し
た

。
ま

た
、

後
期

か
ら

は
留

学
生

の
訪

日
が

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
日

本
語

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
（

在
学

生
に

よ
る

留
学

生
の

日
本

語
学

習
支

援
を

行
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
を

再
開

し
、

1
7

名
の

在
学

生
が

留
学

生
を

支
援

し
た

。

b

　
在

学
生

が
留

学
生

支
援

を
す

る
制

度
に

つ
い

て
は

在
学

生
に

と
っ

て
も

よ
い

経
験

に
な

る
も

の
と

考
え

る
。

2
3

　
社

会
人

学
生

に
対

し
て

授
業

を
受

け
る

時
間

や
場

所
の

制
約

に
配

慮
し

、
総

合
演

習
、

研
究

指
導

等
の

個
別

指
導

を
中

心
に

遠
隔

方
式

の
採

用
を

視
野

に
入

れ
、

働
き

な
が

ら
学

べ
る

環
境

の
整

備
に

努
め

継
続

的
に

助
言

お
よ

び
指

導
す

る
体

制
を

整
え

る
。

2
3

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
の

状
況

及
び

大
学

全
体

の
方

針
に

配
慮

し
つ

つ
、

必
要

に
応

じ
て

多
様

で
柔

軟
な

授
業

形
態

、
開

講
時

間
を

設
定

す
る

取
り

組
み

を
行

う
。

ｂ

  
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

状
況

を
踏

ま
え

、
社

会
人

等
の

学
生

の
要

望
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
対

面
授

業
と

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

併
用

し
、

自
宅

か
ら

で
も

学
べ

る
環

境
整

備
に

努
め

た
。

ｂ

　
移

動
に

時
間

を
要

す
る

な
ど

の
理

由
か

ら
、

時
間

が
限

ら
れ

て
い

る
社

会
人

に
と

っ
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
は

有
益

で
あ

る
と

考
え

る
。

し
か

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
だ

け
で

は
な

く
、

対
面

で
の

授
業

に
も

参
加

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

　
学

生
が

目
的

を
持

っ
て

、
自

主
的

に
学

習
で

き
る

制
度

・
環

境
を

充
実

す
る

。

2
4

　
学

習
時

間
の

増
加

と
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
促

す
取

組
を

行
う

。

2
4

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

に
鑑

み
な

が
ら

、
休

日
開

放
の

拡
充

等
に

つ
い

て
の

検
討

を
進

め
る

。
b

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

に
鑑

み
、

補
講

日
に

お
け

る
図

書
館

や
C

P
演

習
室

の
一

部
開

放
や

、
定

期
試

験
期

間
前

の
自

主
学

習
の

た
め

に
施

設
開

放
を

実
施

し
た

。
b

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
①

学
習

支
援

　
社

会
人

や
留

学
生

等
多

様
な

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

、
学

習
を

継
続

で
き

る
制

度
や

支
援

を
充

実
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
学

生
が

学
業

に
専

念
で

き
る

よ
う

経
済

的
支

援
を

行
う

。

2
5

　
各

種
奨

学
金

の
情

報
提

供
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
、

授
業

料
減

免
等

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
継

続
す

る
。

2
5

　
各

種
奨

学
金

に
つ

い
て

、
適

切
に

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、

引
き

続
き

修
学

支
援

制
度

等
を

通
し

て
授

業
料

等
の

経
済

的
支

援
を

行
う

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
②

生
活

支
援

b

　
経

済
的

な
理

由
に

よ
り

修
学

に
困

難
を

抱
え

る
学

生
に

確
実

に
情

報
が

行
き

届
く

よ
う

、
メ

ー
ル

や
m

a
n

a
b
a
 f

o
lio

、
掲

示
板

な
ど

の
手

段
を

活
用

し
、

学
生

に
内

容
の

確
認

を
促

す
た

め
の

効
果

的
な

情
報

発
信

に
努

め
た

。
ま

た
、

本
学

独
自

の
緊

急
修

学
支

援
金

制
度

に
つ

い
て

、
学

生
部

委
員

と
も

連
携

し
周

知
し

た
。

　
奨

学
金

関
す

る
説

明
会

で
は

、
今

年
度

は
対

面
形

式
の

説
明

会
を

再
開

し
、

学
生

か
ら

の
質

問
、

相
談

に
迅

速
に

対
応

し
た

。
大

学
独

自
の

奨
学

金
制

度
の

概
要

は
次

の
と

お
り

①
学

修
奨

励
金

：
1

2
名

（
R

3
:８

名
）

・
学

業
成

績
が

優
秀

で
あ

っ
て

、
授

業
料

の
全

額
減

免
に

は
該

当
し

な
い

ま
で

も
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

学
生

が
対

象
②

大
学

院
奨

学
金

：
２

名
（

R
3

:２
名

）
・

社
会

人
特

別
選

抜
で

入
学

し
た

院
生

の
う

ち
、

勤
務

先
か

ら
大

学
院

の
授

業
料

等
に

相
当

す
る

金
額

の
給

付
を

受
け

た
(予

定
を

含
む

)者
を

除
く

者
が

対
象

③
海

外
派

遣
留

学
奨

学
金

：
４

名
（

R
3

:９
名

）
・

海
外

の
協

定
校

へ
留

学
を

開
始

す
る

者
で

、
１

学
期

以
上

の
留

学
を

す
る

学
生

の
う

ち
、

経
済

的
支

援
が

必
要

な
者

が
対

象
④

緊
急

修
学

支
援

金
：

４
名

（
R

3
:0

名
）

・
学

資
を

主
と

し
て

負
担

し
て

い
る

者
の

家
計

急
変

に
よ

り
、

修
学

の
継

続
が

困
難

と
な

っ
た

者
が

対
象

（
創

立
1

0
周

年
記

念
寄

付
金

を
財

源
と

す
る

修
学

支
援

事
業

）

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
・

支
援

す
る

。

2
6

　
学

生
の

生
活

の
実

態
や

要
望

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
と

と
も

に
、

課
外

活
動

や
自

主
企

画
等

に
対

し
的

確
な

支
援

を
実

施
す

る
。

2
6

　
学

生
生

活
実

態
に

関
す

る
調

査
等

を
実

施
し

、
学

生
の

生
活

実
態

等
を

把
握

す
る

ほ
か

、
学

生
の

自
主

企
画

へ
の

助
言

や
課

外
活

動
の

支
援

等
を

行
う

。

b

　
サ

ー
ク

ル
等

の
課

外
活

動
の

届
出

制
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。
令

和
４

年
度

は
学

外
施

設
、

大
学

施
設

（
屋

外
）

の
活

動
に

加
え

、
大

学
施

設
の

屋
内

で
の

活
動

再
開

を
認

め
た

。
申

請
の

あ
っ

た
活

動
に

対
し

て
は

、
学

生
部

委
員

が
届

出
内

容
を

確
認

す
る

こ
と

で
、

可
能

な
限

り
活

動
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
し

た
。

ま
た

、
３

年
ぶ

り
に

学
内

者
限

定
の

対
面

開
催

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

）
で

実
施

し
た

大
学

祭
に

つ
い

て
、

学
生

自
治

会
の

企
画

・
準

備
に

対
し

て
必

要
な

助
言

を
行

っ
た

。
　

学
生

実
態

調
査

を
引

き
続

き
実

施
し

、
学

生
の

経
済

状
況

等
、

学
生

の
生

活
実

態
の

把
握

に
努

め
た

。

b

　
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
健

康
相

談
や

情
報

提
供

等
の

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。

2
7

　
定

期
健

康
診

断
の

受
診

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

健
康

相
談

や
健

康
に

関
す

る
情

報
提

供
等

、
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
に

関
す

る
支

援
を

充
実

す
る

。

2
7

　
保

健
室

や
健

診
機

関
と

連
携

し
て

、
定

期
健

康
診

断
の

受
診

を
徹

底
す

る
。

  
ま

た
、

保
健

室
か

ら
相

談
室

や
健

康
相

談
の

利
用

等
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

行
う

。

b

　
委

託
先

の
健

診
機

関
と

連
携

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

に
配

慮
し

な
が

ら
定

期
健

康
診

断
を

実
施

し
た

。
未

受
診

者
に

対
し

て
は

保
健

管
理

セ
ン

タ
ー

か
ら

学
生

に
個

別
に

連
絡

を
行

い
、

確
実

に
受

診
す

る
よ

う
指

導
を

行
っ

た
。

　
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

お
い

て
は

、
学

生
の

要
望

に
応

じ
て

電
話

や
メ

ー
ル

、
Z

o
o
m

等
で

の
相

談
に

も
確

実
に

対
応

で
き

る
体

制
を

確
保

し
た

ほ
か

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
と

の
情

報
交

換
会

を
実

施
し

、
利

用
者

の
現

状
把

握
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

支
援

を
必

要
と

す
る

学
生

と
相

談
室

を
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

、
相

談
室

の
活

用
に

つ
い

て
学

生
及

び
教

職
員

に
周

知
し

た
。

定
期

健
康

診
断

受
診

率
の

推
移

R
元

：
9

6
％

→
R

2
：

8
9

％
→

R
3

：
9

6
％

→
R

4
：

9
6

％
受

診
率

は
R

3
・

R
4

と
コ

ロ
ナ

禍
前

と
同

等
の

レ
ベ

ル
で

推
移

b

　
メ

ン
タ

ル
面

で
の

支
援

は
重

要
と

考
え

る
。

ま
た

、
メ

ン
タ

ル
面

で
の

支
援

を
必

要
と

す
る

学
生

へ
の

接
し

方
に

つ
い

て
の

教
員

の
理

解
も

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

F
D

（
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
と

い
っ

た
研

修
で

も
取

り
上

げ
て

よ
い

も
の

と
考

え
る

。

＜
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

＞
教

員
が

授
業

内
容

・
方

法
を

改
善

し
向

上
さ

せ
る

た
め

の
組

織
的

な
取

組
の

総
称

。
そ

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
極

め
て

広
範

に
わ

た
る

が
、

具
体

的
な

例
と

し
て

は
、

教
員

相
互

の
授

業
参

観
の

実
施

、
授

業
方

法
に

つ
い

て
の

研
究

会
の

開
催

、
新

任
教

員
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
な

ど
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
出

典
：

文
部

科
学

省
「

大
学

教
員

の
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

」
）
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
③

就
職

・
進

学
等

支
援

　
就

職
や

起
業

、
進

学
を

希
望

す
る

学
生

に
対

し
、

進
路

の
決

定
に

向
け

た
事

前
相

談
や

学
生

の
進

路
選

択
に

資
す

る
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
卒

業
生

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
充

実
し

、
大

学
と

の
相

互
協

力
を

推
進

す
る

。

2
8

　
学

生
の

就
労

意
欲

、
職

業
観

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
低

学
年

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
奨

励
、

免
許

・
資

格
取

得
に

関
す

る
助

言
等

、
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

2
8

　
1

・
2

年
生

を
対

象
と

し
た

低
学

年
向

け
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

「
低

学
年

対
象

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
交

通
費

助
成

事
業

」
や

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

し
お

り
(R

4
改

訂
版

)」
を

活
用

し
、

課
外

活
動

等
へ

の
参

加
を

奨
励

す
る

。

b

　
「

就
活

を
有

利
に

す
る

！
夏

休
み

の
過

ご
し

方
講

座
」

「
就

職
活

動
を

前
に

「
働

く
」

を
考

え
る

」
等

の
低

学
年

向
け

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

３
年

生
対

象
の

「
イ

ン
タ

ー
シ

ッ
プ

準
備

講
座

」
、

「
マ

ナ
ー

講
座

」
、

「
業

界
研

究
セ

ミ
ナ

ー
」

、
「

内
定

者
の

話
を

聴
こ

う
」

に
つ

い
て

も
継

続
し

て
１

・
２

年
生

に
も

対
象

を
広

げ
、

就
職

に
関

す
る

意
識

付
け

を
行

っ
た

。
各

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

１
・

２
年

生
の

参
加

数
は

次
の

と
お

り ・
就

活
を

有
利

に
す

る
！

夏
休

み
の

過
ご

し
方

講
座

1
6

名
・

就
職

活
動

を
前

に
「

働
く

」
を

考
え

る
　

1
4

5
名

・
イ

ン
タ

ー
シ

ッ
プ

準
備

講
座

　
５

名
・

マ
ナ

ー
講

座
　

１
名

「
業

界
研

究
セ

ミ
ナ

ー
」

 １
・

２
年

生
数

は
不

明
、

全
学

年
で

9
7

名
「

内
定

者
の

話
を

聴
こ

う
」

１
・

２
年

生
数

は
不

明
、

全
学

年
で

2
2

名

　
ま

た
、

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

し
お

り
（

R
4

改
訂

版
）

」
を

学
生

全
員

に
配

布
す

る
と

と
も

に
、

「
低

学
年

対
象

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
交

通
費

助
成

事
業

」
を

前
年

度
か

ら
継

続
し

て
実

施
し

、
１

・
２

年
生

に
対

し
積

極
的

な
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

・
１

、
２

年
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
人

数
　

1
1

名
（

１
年

生
：

５
名

、
２

年
生

６
名

）
　 　

早
期

の
公

務
員

試
験

対
策

と
し

て
、

公
務

員
試

験
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
複

数
回

開
催

し
た

ほ
か

、
前

年
度

か
ら

継
続

し
て

「
筆

記
試

験
対

策
講

座
」

を
実

施
し

、
１

・
２

年
生

1
0

名
（

３
・

４
年

生
を

含
め

る
と

1
8

名
）

が
参

加
し

た
。

b

　
実

際
の

採
用

面
接

の
場

に
お

い
て

、
学

生
か

ら
自

身
の

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

説
明

し
て

も
ら

う
と

、
部

活
動

や
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

類
似

し
た

内
容

が
多

い
印

象
を

受
け

る
。

　
大

学
で

実
施

す
る

各
種

講
座

に
よ

る
も

の
だ

と
す

れ
ば

、
そ

の
「

弊
害

」
に

つ
い

て
も

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
就

職
や

起
業

、
進

学
を

希
望

す
る

学
生

に
対

し
、

進
路

の
決

定
に

向
け

た
事

前
相

談
や

学
生

の
進

路
選

択
に

資
す

る
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
卒

業
生

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
充

実
し

、
大

学
と

の
相

互
協

力
を

推
進

す
る

。

2
9

　
学

生
の

就
職

・
進

学
に

関
す

る
相

談
や

情
報

提
供

、
各

種
講

座
を

的
確

に
行

う
。

2
9

　
就

職
環

境
の

変
化

や
学

部
学

科
の

実
態

等
を

踏
ま

え
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

や
就

職
支

援
の

見
直

し
を

行
い

、
更

な
る

充
実

を
図

る
。

b

  
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

面
接

・
企

業
説

明
会

等
の

普
及

に
対

応
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
履

歴
書

の
添

削
指

導
、

面
接

練
習

、
個

別
相

談
を

実
施

し
た

。
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

は
対

面
で

の
開

催
に

加
え

、
ラ

イ
ブ

配
信

、
ラ

イ
ブ

ビ
ュ

ー
イ

ン
グ

、
ア

ー
カ

イ
ブ

配
信

へ
の

対
応

や
昼

休
み

を
活

用
し

た
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
す

る
な

ど
、

学
生

の
要

望
に

柔
軟

に
対

応
し

た
。

　
ま

た
、

学
生

が
自

ら
の

キ
ャ

リ
ア

・
将

来
像

を
考

え
る

特
別

講
座

と
し

て
「

県
庁

が
描

く
新

潟
県

の
未

来
と

求
め

る
人

材
像

に
つ

い
て

」
「

営
業

職
と

し
て

企
業

で
働

く
魅

力
」

「
国

際
化

で
求

め
ら

れ
る

人
材

像
と

は
〜

新
潟

で
再

考
す

る
日

本
の

い
ま

〜
」

「
世

界
を

相
手

に
し

た
仕

事
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
「

3
0

歳
の

卒
業

生
に

聞
く

、
2

0
歳

の
と

き
何

し
て

た
？

～
大

学
内

外
の

活
動

と
キ

ャ
リ

ア
の

結
び

つ
き

～
」

を
開

催
し

、
す

べ
て

の
特

別
講

座
に

お
い

て
９

割
を

超
え

る
参

加
者

か
ら

講
座

内
容

に
「

満
足

し
た

」
と

の
回

答
を

得
た

。
（

参
加

者
数

）
・

「
県

庁
が

描
く

新
潟

県
の

未
来

と
求

め
る

人
材

像
に

つ
い

て
」

計
5

9
名

（
1

年
1

5
名

、
2

年
5

名
、

3
年

3
1

名
、

4
年

8
名

）
・

「
営

業
職

と
し

て
働

く
魅

力
」

計
2

4
名

（
1

年
1

8
名

、
2

年
1

名
、

3
年

5
名

）
・

「
国

際
化

で
求

め
ら

れ
る

人
材

像
と

は
」

計
７

０
名

（
1

年
5

9
名

、
2

年
3

名
、

3
年

8
名

）
・

「
世

界
を

相
手

に
し

た
仕

事
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
計

５
名

（
1

年
4

名
、

2
年

1
名

）
・

「
３

０
歳

の
卒

業
生

に
聞

く
、

２
０

歳
の

と
き

何
し

て
た

？
」

計
９

名
（

1
年

３
名

、
2

年
2

名
、

4
年

4
名

）

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
③

就
職

・
進

学
等

支
援

　
県

内
産

業
界

と
の

連
携

な
ど

県
内

定
着

に
向

け
た

就
職

支
援

の
充

実
を

図
る

。

3
0

　
学

生
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
県

内
企

業
等

の
求

人
情

報
の

収
集

や
学

生
へ

の
進

路
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。

3
0

　
県

内
の

産
業

・
企

業
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
講

座
等

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

学
内

求
人

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
情

報
収

集
・

提
供

を
行

う
。

b

  
例

年
実

施
し

て
い

る
県

内
企

業
見

学
バ

ス
ツ

ア
ー

を
継

続
実

施
し

た
。

（
参

加
者

　
３

日
間

で
3

0
名

）
「

今
後

の
就

職
活

動
に

役
立

ち
そ

う
だ

か
ら

」
等

の
理

由
で

参
加

し
た

学
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
全

員
が

「
就

職
を

考
え

る
う

え
で

今
回

の
企

業
見

学
が

役
に

立
っ

た
」

と
回

答
し

、
さ

ら
に

「
県

内
企

業
へ

の
興

味
や

関
心

が
高

ま
っ

た
」

「
県

内
企

業
に

つ
い

て
も

っ
と

知
り

た
い

」
と

の
回

答
が

多
数

で
あ

り
、

バ
ス

ツ
ア

ー
実

施
に

よ
り

学
生

の
県

内
企

業
へ

の
興

味
の

向
上

に
つ

な
が

る
効

果
が

あ
っ

た
。

　
ま

た
、

今
年

度
、

新
規

に
県

内
の

各
種

業
界

の
状

況
を

知
る

講
座

と
し

て
、

経
済

産
業

省
が

選
定

す
る

県
内

の
地

域
未

来
牽

引
企

業
を

中
心

と
し

て
７

社
が

参
加

す
る

合
同

業
界

研
究

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

（
参

加
者

3
9

名
）

　
求

人
票

管
理

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
県

内
外

企
業

の
求

人
情

報
の

収
集

・
提

供
に

努
め

た
ほ

か
、

就
職

活
動

の
早

期
化

に
対

応
し

、
早

期
に

就
職

内
定

状
況

調
査

を
実

施
し

て
未

内
定

者
の

状
況

を
把

握
し

、
個

別
支

援
を

行
っ

た
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

(1
) 

研
究

水
準

及
び

成
果

等
に

関
す

る
目

標

　
地

域
社

会
の

課
題

解
決

や
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
地

域
の

知
の

拠
点

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

3
1

　
地

域
社

会
や

産
業

界
と

連
携

し
て

課
題

解
決

や
発

展
に

寄
与

す
る

研
究

に
取

り
組

み
、

研
究

成
果

を
地

域
社

会
や

産
業

界
に

還
元

し
て

そ
の

活
動

等
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

広
く

公
表

す
る

。

3
1

　
地

域
社

会
や

産
業

界
と

連
携

し
、

新
潟

県
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

が
抱

え
る

諸
課

題
等

を
テ

ー
マ

と
す

る
研

究
を

推
進

し
、

研
究

成
果

を
地

域
社

会
や

産
業

界
に

還
元

す
る

。

b

　
新

潟
県

が
抱

え
る

諸
課

題
を

テ
ー

マ
と

す
る

公
開

講
座

を
Z

o
o
m

等
を

活
用

し
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

・
地

域
連

携
公

開
講

座
「

コ
ロ

ナ
禍

で
考

え
る

高
齢

者
の

健
康

と
生

き
が

い
 ～

食
事

、
運

動
、

家
族

、
地

域
～

」
（

地
域

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

）
参

加
者

：
4

7
名

　
講

座
で

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
健

康
維

持
に

関
心

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
て

、
新

潟
市

や
新

潟
市

運
動

普
及

協
議

会
の

協
力

の
も

と
、

４
部

構
成

に
よ

り
、

食
事

の
改

善
、

健
康

運
動

等
健

康
増

進
に

関
す

る
知

見
の

提
供

を
行

っ
た

。
　

講
演

だ
け

で
な

く
体

操
の

実
演

も
行

い
、

参
加

者
が

体
験

す
る

機
会

を
設

け
た

こ
と

で
、

参
加

者
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
講

座
に

つ
い

て
「

満
足

」
の

回
答

が
多

数
で

あ
っ

た
。

　
開

催
後

当
日

の
一

部
動

画
を

オ
ン

デ
マ

ン
ド

で
配

信
し

、
3

8
9

回
の

視
聴

が
あ

っ
た

。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
２

　
研

究
に

関
す

る
目

標
(1

) 
研

究
水

準
及

び
成

果
等

に
関

す
る

目
標

　
新

潟
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
し

、
世

界
へ

発
信

す
る

。

3
2

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
連

携
す

る
な

ど
に

よ
り

研
究

水
準

を
向

上
さ

せ
、

国
際

的
水

準
に

あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
研

究
等

に
取

り
組

む
。

3
2

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

交
流

を
促

進
し

、
研

究
水

準
の

向
上

を
目

指
し

て
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

研
究

に
取

り
組

む
。

a

  人
間

生
活

学
部

で
は

、
子

ど
も

学
科

が
主

催
し

て
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

ハ
ワ

イ
と

新
潟

の
現

場
か

ら
幼

児
教

育
の

実
践

を
考

え
る

～
異

文
化

の
幼

児
教

育
・

保
育

を
学

び
、

自
分

の
保

育
実

践
を

見
つ

め
直

す
～

」
を

、
本

学
の

協
定

校
で

あ
る

ハ
ワ

イ
大

学
ホ

ノ
ル

ル
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
と

の
連

携
に

よ
り

、
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
の

併
用

で
開

催
し

、
日

本
か

ら
は

9
5

名
、

米
国

か
ら

は
ハ

ワ
イ

を
中

心
に

2
5

名
の

保
育

者
や

大
学

教
員

等
が

参
加

が
あ

っ
た

。
　

健
康

栄
養

学
科

で
は

、
ベ

ト
ナ

ム
国

家
大

学
等

と
の

共
同

研
究

の
結

果
、

ベ
ト

ナ
ム

の
教

育
省

の
付

属
研

究
所

も
加

わ
っ

た
共

同
研

究
と

な
り

、
国

レ
ベ

ル
の

学
校

栄
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

発
展

し
た

。
J
IC

A
「

モ
ン

ゴ
ル

国
学

校
給

食
導

入
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
つ

い
て

株
式

会
社

コ
ー

エ
イ

リ
サ

ー
チ

＆
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
か

ら
研

究
委

託
を

受
け

、
栄

養
摂

取
基

準
の

作
成

、
人

材
育

成
に

つ
い

て
モ

ン
ゴ

ル
教

育
省

、
J
IC

A
等

と
の

調
査

に
よ

り
児

童
の

栄
養

課
題

を
明

確
に

し
、

課
題

改
善

の
た

め
モ

ン
ゴ

ル
科

学
技

術
大

学
と

の
共

同
研

究
に

発
展

し
た

。
ま

た
、

 ボ
ゴ

ー
ル

農
科

大
学

と
の

共
同

研
究

で
は

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
で

の
高

齢
者

の
食

と
健

康
に

関
す

る
調

査
実

施
に

む
け

て
調

査
内

容
・

方
法

の
決

定
、

質
問

票
の

作
成

が
終

了
し

た
。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

政
府

へ
国

際
共

同
研

究
の

申
請

、
両

大
学

の
倫

理
委

員
会

で
の

承
認

を
得

た
の

ち
、

調
査

実
施

予
定

で
あ

る
。

　
国

際
産

業
経

済
研

究
セ

ン
タ

ー
で

は
、

京
都

大
学

、
一

橋
大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
学

習
院

大
学

、
青

山
学

院
大

学
、

東
洋

大
学

、
ア

ジ
ア

経
済

研
究

所
、

豪
 ・

N
e
w

 S
o
u

th
 W

a
le

s
大

学
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

国
立

大
学

、
タ

イ
・

ID
E

バ
ン

コ
ク

セ
ン

タ
ー

等
国

内
外

の
研

究
者

が
参

加
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
６

回
主

催
し

、
最

新
の

国
際

貿
易

に
関

す
る

研
究

の
交

流
を

行
っ

た
。

　
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
で

は
、

ア
メ

リ
カ

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・

中
国

・
香

港
・

ロ
シ

ア
の

海
外

協
定

大
学

の
学

生
4

1
名

と
本

学
の

学
生

1
0

名
の

計
5

1
名

に
よ

り
、

大
学

連
携

に
よ

る
国

際
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

「
2

1
世

紀
の

日
本

-
歴

史
、

経
済

、
文

化
、

社
会

、
教

育
、

IT
、

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

-
」

を
開

催
し

、
参

加
学

生
の

国
や

地
域

で
の

現
状

や
問

題
点

と
そ

の
解

決
策

に
つ

い
て

、
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

a

　
精

力
的

に
海

外
の

大
学

と
研

究
交

流
を

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

a
評

価
に

つ
い

て
、

異
論

は
な

い
。

こ
れ

ら
が

論
文

成
果

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
（

公
財

）
食

の
新

潟
国

際
賞

財
団

主
催

コ
ン

テ
ス

ト
で

の
受

賞
は

外
部

の
評

価
で

あ
り

a
評

価
は

妥
当

。

　
研

究
成

果
の

客
観

的
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
充

実
し

、
研

究
水

準
や

成
果

の
検

証
を

行
う

。

3
4

　
研

究
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

よ
う

、
評

価
方

法
等

の
見

直
し

を
行

い
、

研
究

活
動

の
質

の
向

上
を

図
る

。

3
4

　
研

究
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

よ
う

、
評

価
方

法
の

見
直

し
を

進
め

る
。

b

　
﻿著

書
、

査
読

付
き

論
文

、
そ

の
他

の
論

文
、

学
会

発
表

の
数

を
研

究
成

果
の

評
価

項
目

と
し

て
、

教
員

評
価

を
実

施
し

、
教

育
・

研
究

・
社

会
貢

献
等

の
活

動
に

つ
い

て
、

教
員

評
価

委
員

会
に

お
い

て
各

教
員

の
活

動
成

果
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
自

己
評

価
の

妥
当

性
を

検
討

し
た

上
で

評
価

を
決

定
し

、
教

員
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
た

。

b

　
成

果
を

あ
げ

た
教

員
が

教
育

・
研

究
・

社
会

貢
献

等
の

活
動

の
維

持
、

向
上

に
向

け
て

取
り

組
め

る
よ

う
適

切
な

評
価

の
実

施
を

期
待

す
る

。

　
２

　
研

究
に

関
す

る
目

標
(1

) 
研

究
水

準
及

び
成

果
等

に
関

す
る

目
標

3
3

　
大

学
の

発
信

力
を

高
め

る
た

め
、

新
潟

な
ら

で
は

の
特

色
あ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

研
究

等
を

推
進

す
る

。

3
3

　
新

潟
の

地
域

特
性

を
活

か
し

た
研

究
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

、
大

学
の

発
信

力
向

上
に

努
め

る
。

a

　
特

色
あ

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

た
め

、
本

学
初

の
研

究
機

関
と

し
て

附
置

研
究

所
（

北
東

ア
ジ

ア
研

究
所

）
を

設
置

し
、

主
と

し
て

研
究

に
従

事
す

る
発

信
力

あ
る

教
員

を
採

用
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

た
め

の
諸

規
定

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
を

主
と

す
る

教
員

の
大

幅
な

拡
充

を
図

り
、

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
と

発
信

力
を

向
上

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

し
た

。
　

新
潟

県
の

新
潟

水
俣

病
関

連
情

報
発

信
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
本

学
教

員
・

学
生

が
、

「
新

潟
水

俣
病

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

に
お

い
て

取
組

の
成

果
を

発
表

し
、

新
潟

水
俣

病
患

者
等

を
支

え
る

社
会

づ
く

り
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
　

（
公

財
）

食
の

新
潟

国
際

賞
財

団
主

催
の

「
に

い
が

た
食

と
農

の
未

来
」

学
生

ビ
ジ

ョ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
2

0
2

2
（

本
学

教
員

が
実

行
委

員
会

委
員

と
し

て
参

画
）

に
学

生
チ

ー
ム

が
参

加
し

、
消

費
者

や
企

業
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
専

門
家

に
対

す
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

の
分

析
等

に
基

づ
き

、
新

潟
県

の
食

材
を

用
い

た
プ

ラ
ン

ト
ベ

ー
ス

フ
ー

ド
の

普
及

及
び

関
連

事
業

の
推

進
に

つ
い

て
具

体
的

な
提

案
を

行
い

、
亀

田
製

菓
㈱

特
別

賞
を

受
賞

し
た

。

a
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
研

究
成

果
を

全
学

的
に

集
積

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

て
社

会
に

還
元

す
る

シ
ス

テ
ム

を
充

実
・

強
化

す
る

。

3
6

　
 本

学
に

お
け

る
研

究
情

報
の

収
集

を
推

進
し

、
研

究
成

果
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
す

る
な

ど
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

社
会

に
提

供
す

る
。

3
6

　
研

究
成

果
及

び
学

内
学

会
誌

を
リ

ポ
ジ

ト
リ

に
登

録
し

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
を

図
る

。

b

  
学

内
学

会
誌

及
び

教
員

の
研

究
成

果
を

リ
ポ

ジ
ト

リ
に

登
録

し
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
公

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
社

会
が

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

b

　
２

　
研

究
に

関
す

る
目

標
(2

) 
研

究
の

実
施

体
制

の
充

実
・

強
化

に
関

す
る

目
標

　
研

究
分

野
や

予
算

配
分

の
重

点
化

を
図

る
な

ど
、

目
指

す
べ

き
研

究
成

果
が

達
成

さ
れ

る
よ

う
研

究
実

施
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

3
5

　
研

究
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
を

図
る

た
め

、
予

算
配

分
の

重
点

化
等

を
推

進
す

る
。

3
5

　
大

学
高

度
化

推
進

事
業

を
実

施
し

、
機

動
的

に
重

点
事

業
へ

の
予

算
配

分
を

行
う

。

b

　
学

長
裁

量
費

と
し

て
の

大
学

高
度

化
推

進
事

業
を

実
施

し
、

機
動

的
に

重
要

事
業

へ
の

予
算

配
分

を
行

っ
た

。

（
令

和
４

年
度

事
業

）
・

新
研

究
科

の
設

置
認

可
に

伴
う

広
報

事
業

・
学

部
・

新
研

究
科

の
教

育
・

研
究

力
強

化
及

び
国

際
力

を
持

つ
若

手
教

員
の

育
成

・
学

外
実

習
で

の
実

習
前

健
康

管
理

の
取

組
・

新
規

協
定

校
の

開
拓

及
び

海
外

大
学

と
の

学
術

・
学

生
交

流
の

推
進

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
の

充
実

・
大

学
間

教
育

連
携

に
向

け
た

教
育

研
究

発
信

の
取

組
・

英
語

版
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

構
築

及
び

Ｃ
Ｍ

Ｓ
化

・
国

際
地

域
学

研
究

科
の

国
内

外
大

学
と

の
連

携
推

進
・

英
語

学
習

教
材

開
発

ツ
ー

ル
の

開
発

・
自

律
的

外
国

語
学

習
を

促
進

す
る

た
め

の
S

A
L
C

の
環

境
整

備
　

ま
た

、
文

部
科

学
省

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

高
度

専
門

人
材

育
成

事
業

）
」

を
活

用
し

、
人

間
生

活
学

部
の

食
品

学
、

栄
養

学
に

関
す

る
教

育
研

究
の

蓄
積

と
、

国
際

経
済

学
部

の
デ

ー
タ

分
析

に
関

す
る

教
育

研
究

の
蓄

積
を

基
礎

と
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

の
体

制
整

備
を

進
め

た
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
件

数
が

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

a
評

価
に

異
論

は
な

い
が

、
資

料
（

非
公

開
）

に
よ

る
と

、
地

域
貢

献
活

動
を

実
施

す
る

教
員

に
偏

り
が

あ
る

こ
と

が
伺

え
る

。
地

域
貢

献
活

動
を

実
施

し
て

い
る

教
員

に
対

し
て

は
適

切
に

評
価

す
る

と
と

も
に

、
活

動
数

が
少

な
い

教
員

に
対

し
て

は
当

該
活

動
も

評
価

の
対

象
で

あ
る

旨
周

知
す

る
こ

と
も

必
要

と
考

え
る

。

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

(1
) 

教
育

研
究

な
ど

に
お

け
る

地
域

や
社

会
と

の
連

携
・

協
力

に
関

す
る

目
標

　
地

域
の

課
題

に
即

し
た

研
究

や
共

同
事

業
等

に
取

り
組

み
、

そ
の

成
果

を
積

極
的

に
地

域
社

会
へ

還
元

す
る

。

3
7

　
国

や
地

方
公

共
団

体
の

要
請

に
応

じ
て

審
議

会
・

委
員

会
等

へ
教

員
を

参
画

さ
せ

、
政

策
提

言
を

行
う

。

3
7

　
国

や
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

要
請

に
応

じ
て

、
各

種
審

議
会

・
委

員
会

等
へ

積
極

的
に

参
画

し
、

各
教

員
の

専
門

性
を

社
会

へ
還

元
す

る
。

a

　
国

や
地

方
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

要
請

に
応

じ
て

各
種

審
議

会
・

委
員

会
等

の
メ

ン
バ

ー
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
就

任
し

、
教

員
の

専
門

性
を

社
会

へ
還

元
し

た
。

　
令

和
４

年
度

 1
8

3
件

　
令

和
３

年
度

 1
6

0
件

a
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
地

域
に

開
か

れ
た

大
学

と
し

て
、

大
学

が
有

す
る

知
的

・
物

的
財

産
を

地
域

に
積

極
的

に
開

放
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

な
ど

学
生

が
地

域
と

つ
な

が
り

、
理

解
を

深
め

る
よ

う
努

め
る

。

3
8

　
教

員
と

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

等
を

活
か

し
て

地
域

貢
献

活
動

に
参

画
し

、
学

生
の

学
び

を
深

め
な

が
ら

、
地

域
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
。

3
8

　
自

治
体

や
他

大
学

と
の

連
携

事
業

に
積

極
的

に
参

画
し

、
そ

の
活

動
を

広
く

情
報

発
信

す
る

。

b

　
自

治
体

と
の

連
携

事
業

と
し

て
、

新
潟

市
と

4
9

事
業

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
新

潟
市

と
の

包
括

連
携

協
定

に
基

づ
く

協
議

会
を

開
催

し
、

今
年

度
の

事
業

の
状

況
や

今
後

の
取

組
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

【
主

な
事

業
】

・
生

活
保

護
受

給
世

帯
，

生
活

困
窮

世
帯

や
ひ

と
り

親
世

帯
の

主
に

中
学

生
に

学
習

支
援

を
行

う
子

ど
も

の
学

習
・

生
活

支
援

事
業

・
次

期
東

区
区

ビ
ジ

ョ
ン

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

に
あ

た
り

、
新

潟
県

立
大

学
の

授
業

と
連

携
し

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

た
東

区
区

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

推
進

事
業 ・

寺
山

公
園

で
の

「
寺

山
こ

い
来

い
フ

ェ
ス

タ
」

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

に
学

生
が

出
演

し
、

親
子

向
け

に
歌

や
踊

り
を

披
露

し
た

寺
山

公
園

子
育

て
交

流
施

設
管

理
運

営
事

業
・

子
育

て
世

代
に

気
楽

に
音

楽
鑑

賞
の

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

江
南

区
及

び
秋

葉
区

と
共

催
し

て
フ

ァ
ミ

リ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

　
等

　
他

大
学

と
の

連
携

事
業

と
し

て
は

、
新

潟
市

が
実

施
す

る
大

学
に

関
係

す
る

新
規

事
業

の
情

報
提

供
を

受
け

る
大

学
連

携
新

潟
協

議
会

、
C

O
C

+
後

継
事

業
で

あ
る

新
潟

地
域

連
携

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
い

が
た

等
を

通
じ

て
、

県
内

他
大

学
等

と
連

携
し

事
業

に
取

り
組

ん
だ

。
【

主
な

事
業

】
・

新
潟

地
域

連
携

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
主

催
し

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
た

「
地

域
活

動
、

学
生

交
流

発
表

会
」

に
本

学
か

ら
１

団
体

が
参

加
し

、
新

潟
市

こ
ど

も
創

造
セ

ン
タ

ー
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

子
ど

も
た

ち
と

の
造

形
表

現
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
発

表
・

新
潟

県
や

県
内

市
町

村
の

歴
史

や
文

化
、

自
然

、
産

業
、

暮
ら

し
な

ど
地

域
に

密
着

し
た

内
容

を
学

び
共

通
の

知
識

や
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
新

潟
地

域
志

向
科

目
と

し
て

本
学

か
ら

新
潟

学
５

科
目

を
登

録
等 　

ま
た

、
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
「

地
域

活
動

支
援

(助
成

)事
業

」
を

継
続

実
施

し
、

本
学

教
員

・
学

生
に

よ
る

３
件

の
地

域
貢

献
活

動
を

支
援

し
、

そ
の

活
動

を
本

学
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

紹
介

し
た

。
（

活
動

テ
ー

マ
）

・
健

康
を

向
上

さ
せ

る
公

園
の

利
活

用
に

関
す

る
調

査
事

業
-
鳥

屋
野

公
園

で
の

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
・

自
主

防
災

に
向

け
た

応
急

住
宅

確
保

に
関

す
る

情
報

共
有

基
盤

の
整

備
ー

天
明

町
を

対
象

と
し

た
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

・
新

潟
県

に
お

け
る

「
身

寄
り

の
な

い
人

」
の

実
態

と
実

践
に

関
す

る
研

究

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
北

東
ア

ジ
ア

研
究

所
の

設
立

は
、

全
国

で
も

珍
し

く
、

特
徴

あ
る

研
究

所
と

考
え

る
。

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
取

組
を

期
待

す
る

。

　
新

た
な

取
り

組
み

が
な

く
、

参
加

人
数

も
前

年
並

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
b
評

価
は

や
む

を
得

な
い

も
の

と
考

え
る

。

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
(1

) 
教

育
研

究
な

ど
に

お
け

る
地

域
や

社
会

と
の

連
携

・
協

力
に

関
す

る
目

標

　
社

会
人

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

柔
軟

な
学

習
期

間
・

方
法

が
選

択
で

き
る

と
と

も
に

、
体

系
的

・
継

続
的

で
専

門
的

な
生

涯
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
、

県
民

の
学

び
直

し
の

機
会

を
充

実
さ

せ
る

。

3
9

　
社

会
人

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

公
開

講
座

や
科

目
履

修
、

体
系

的
・

継
続

的
で

専
門

的
な

生
涯

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
多

様
な

学
習

機
会

を
提

供
す

る
。

3
9

　
本

学
の

教
育

・
研

究
の

特
色

を
生

か
し

、
産

学
官

連
携

や
社

会
人

等
の

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

に
、

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

b

　
社

会
人

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

学
習

の
場

と
し

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

産
学

連
携

セ
ミ

ナ
ー

（
４

回
シ

リ
ー

ズ
）

「
第

2
回

　
新

商
品

開
発

の
進

め
方

」
を

開
催

し
し

た
（

参
加

者
：

4
7

名
）
﻿

　
当

セ
ミ

ナ
ー

は
企

業
人

を
対

象
と

し
て

実
施

し
て

い
る

実
践

的
な

リ
カ

レ
ン

ト
講

座
で

あ
り

、
現

役
企

業
人

等
特

定
の

層
を

対
象

と
し

た
実

際
に

ビ
ジ

ネ
ス

等
に

活
用

で
き

る
知

識
の

修
得

を
目

的
と

し
て

い
る

。
セ

ミ
ナ

ー
終

了
後

に
希

望
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

も
実

施
し

、
新

商
品

開
発

に
関

す
る

希
望

者
と

の
面

談
を

行
っ

た
。

　
一

般
の

方
や

学
生

を
対

象
と

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
講

座
と

し
て

、
ロ

シ
ア

に
よ

る
ウ

ク
ラ

イ
ナ

侵
攻

の
背

景
、

経
済

へ
の

影
響

、
今

後
の

日
露

関
係

な
ど

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

機
会

と
な

る
よ

う
、

外
務

省
欧

州
局

ロ
シ

ア
課

長
を

講
師

に
国

際
情

勢
講

演
会

「
ロ

シ
ア

情
勢

」
を

開
催

し
た

。
（

参
加

者
：

2
3

4
名

）

b

　
次

代
を

担
う

世
代

の
育

成
及

び
優

れ
た

学
生

の
確

保
を

図
る

た
め

、
初

等
中

等
教

育
機

関
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。

4
0

　
次

代
を

担
う

世
代

の
育

成
及

び
優

れ
た

学
生

の
確

保
を

図
る

た
め

、
本

学
の

教
育

・
研

究
を

活
か

し
、

県
内

教
育

機
関

と
の

連
携

事
業

を
実

施
す

る
。

4
0

　
県

内
教

育
機

関
や

自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

、
次

世
代

を
担

う
中

高
生

等
が

本
学

の
教

育
・

研
究

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

と
な

る
よ

う
な

事
業

を
実

施
す

る
。

ｂ

・
新

潟
県

教
育

委
員

会
主

催
の

「
高

校
生

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
研

修
」

を
県

の
教

育
庁

と
連

携
し

て
２

講
座

を
実

施
し

た
。

本
学

で
の

対
面

形
式

で
の

講
座

で
は

P
C

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

の
活

用
、

遠
隔

地
へ

の
Z

o
o
m

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

現
地

訪
問

を
取

り
入

れ
る

な
ど

、
本

学
教

員
と

学
生

に
よ

る
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ア

シ
ス

タ
ン

ト
４

名
が

県
内

高
校

生
2

1
名

を
指

導
し

た
。

・
新

潟
市

立
万

代
高

等
学

校
が

取
り

組
む

日
本

学
術

振
興

会
の

事
業

「
サ

イ
エ

ン
ス

・
ダ

イ
ア

ロ
グ

」
に

本
学

学
生

1
名

が
２

日
間

に
わ

た
り

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

ア
シ

ス
タ

ン
ト

と
し

て
参

加
し

た
。

・
高

等
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

る
出

張
講

義
に

つ
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
と

対
面

で
の

実
施

を
あ

わ
せ

、
2

5
校

で
出

張
講

義
を

行
っ

た
。

・
大

学
の

所
在

す
る

地
域

の
大

形
中

学
校

で
２

年
生

の
「

総
合

的
な

学
習

の
時

間
」

に
お

い
て

、
同

校
の

依
頼

に
よ

り
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

出
前

授
業

を
行

っ
た

。

ｂ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
産

学
官

に
金

が
加

わ
っ

て
い

る
点

が
特

徴
的

で
あ

る
。

国
際

経
済

学
部

も
あ

り
、

当
該

学
部

の
学

生
た

ち
に

と
っ

て
は

実
践

的
な

学
び

の
場

に
な

る
も

の
と

考
え

る
。

　
産

学
官

金
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

外
部

か
ら

経
験

者
を

特
任

採
用

し
、

大
学

か
ら

積
極

的
に

産
業

界
へ

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

　
「

商
品

化
」

と
い

う
具

体
的

な
成

果
も

あ
が

る
な

ど
a
評

価
は

妥
当

で
あ

る
。

4
2

　
本

学
の

教
育

研
究

情
報

を
積

極
的

に
発

信
し

、
産

業
界

等
の

研
究

者
と

の
交

流
機

会
を

創
出

し
、

共
同

研
究

に
繋

げ
る

。

4
2

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
、

大
学

案
内

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
広

報
媒

体
を

活
用

し
て

本
学

の
教

育
・

研
究

情
報

を
学

外
へ

発
信

す
る

と
と

も
に

、
本

学
教

員
へ

共
同

研
究

の
案

内
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

行
う

。
b

　
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
第

６
号

を
発

行
し

た
ほ

か
、

学
生

・
教

職
員

の
地

域
活

動
を

適
宜

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
へ

掲
載

す
る

な
ど

、
本

学
の

地
域

活
動

及
び

産
学

官
金

連
携

活
動

の
情

報
発

信
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

共
同

研
究

の
案

内
、

共
同

研
究

に
関

連
す

る
自

治
体

・
企

業
等

主
催

の
セ

ミ
ナ

ー
、

S
D

G
s
に

い
が

た
が

主
催

す
る

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

、
m

a
n

a
b
a
 f

o
lio

や
掲

示
板

で
教

職
員

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

b

　
ニ

ュ
ー

ス
の

内
容

が
充

実
し

て
い

る
。

今
後

有
効

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
(2

) 
産

学
官

連
携

の
推

進
に

関
す

る
目

標

　
産

学
官

連
携

を
大

学
が

果
た

す
社

会
的

使
命

の
一

つ
と

し
て

捉
え

、
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

「
新

潟
県

に
お

け
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

」
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

　
ま

た
、

産
業

界
、

他
大

学
、

行
政

等
と

の
連

携
を

推
進

し
、

地
域

が
抱

え
る

諸
課

題
の

解
決

や
地

域
の

発
展

に
つ

な
が

る
活

動
に

取
り

組
む

。

4
1

　
産

業
界

、
他

大
学

、
行

政
等

と
の

連
携

を
大

学
全

体
と

し
て

強
化

し
、

一
層

の
地

域
貢

献
に

取
り

組
む

。

4
1

　
産

業
界

、
大

学
、

行
政

等
と

の
産

学
官

金
連

携
や

地
域

連
携

活
動

を
大

学
全

体
で

推
進

し
、

情
報

発
信

す
る

。

a

　
令

和
４

年
度

よ
り

、
本

学
初

の
取

組
と

し
て

産
学

官
金

連
携

を
機

動
的

に
推

進
す

る
た

め
、

産
学

官
金

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
、

県
内

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
把

握
や

連
携

に
向

け
た

調
整

を
行

い
、

県
内

の
酒

造
会

社
と

販
売

デ
ー

タ
分

析
や

清
酒

飲
用

意
向

調
査

分
析

等
の

共
同

研
究

の
実

施
に

つ
な

げ
た

。
　

ま
た

、
学

生
が

参
加

す
る

産
学

連
携

の
取

組
と

し
て

、
第

四
北

越
フ

ィ
ナ

ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

の
地

域
商

社
で

あ
る

ブ
リ

ッ
ジ

に
い

が
た

社
と

連
携

し
て

学
生

に
よ

る
「

新
潟

活
性

化
プ

ラ
ン

つ
く

り
事

業
」

を
実

施
し

、
新

潟
を

活
性

化
す

る
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

学
生

７
チ

ー
ム

2
6

名
が

現
地

調
査

や
内

容
の

検
討

を
行

い
、

成
果

を
発

表
し

た
。

一
部

の
プ

ラ
ン

は
、

学
生

が
ブ

リ
ッ

ジ
に

い
が

た
社

の
支

援
の

も
と

、
商

品
化

に
向

け
た

取
組

を
進

め
て

い
る

。
  
新

潟
市

と
の

包
括

連
携

協
定

、
大

学
連

携
新

潟
協

議
会

、
新

潟
地

域
連

携
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
各

種
連

携
事

業
等

、
本

学
が

参
画

し
て

い
る

事
業

や
地

域
及

び
産

業
界

と
連

携
し

た
様

々
な

取
組

等
に

つ
い

て
、

地
域

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

が
窓

口
と

な
り

、
m

a
n

a
b
a
 f

o
lio

や
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
を

通
じ

て
、

学
生

・
教

職
員

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

a
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
(3

) 
国

際
化

の
推

進
に

関
す

る
目

標

　
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
相

互
交

流
等

、
大

学
の

国
際

化
を

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

な
ど

様
々

な
方

法
を

用
い

な
が

ら
積

極
的

に
推

進
す

る
。

4
3

　
海

外
研

修
や

留
学

生
の

派
遣

・
受

入
な

ど
、

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

を
引

き
続

き
積

極
的

に
推

進
す

る
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
を

受
け

た
経

験
を

踏
ま

え
、

新
た

な
国

際
交

流
の

形
も

検
討

・
試

行
す

る
。

4
3

　
IC

T
を

活
用

し
て

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

や
教

育
連

携
に

取
り

組
む

ほ
か

、
海

外
研

修
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

や
交

換
・

派
遣

留
学

等
を

通
し

た
対

面
で

の
人

的
交

流
の

再
開

・
推

進
に

向
け

て
準

備
を

進
め

る
。

a

　
交

流
協

定
の

締
結

や
学

部
間

調
整

の
権

限
を

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

に
持

た
せ

る
規

程
改

正
を

行
い

、
交

流
協

定
に

つ
い

て
は

学
内

に
お

け
る

申
請

の
制

度
を

整
え

た
上

で
、

今
年

度
は

新
た

な
協

定
校

の
獲

得
に

重
点

を
置

き
な

が
ら

、
以

下
の

と
お

り
海

外
の

大
学

と
の

交
流

を
積

極
的

に
推

進
し

た
。

①
下

記
の

大
学

と
大

学
間

交
流

協
定

が
締

結
さ

れ
、

両
学

長
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
調

印
式

や
対

面
の

調
印

式
を

行
っ

た
。

新
規

交
流

協
定

締
結

校
：

ハ
ワ

イ
大

学
リ

ー
ワ

ー
ド

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

（
ア

メ
リ

カ
）

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

大
学

ロ
ス

バ
ニ

ョ
ス

校
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

、
ミ

ー
コ

ラ
ス

・
ロ

メ
リ

ス
大

学
（

リ
ト

ア
ニ

ア
）

、
モ

ン
ゴ

ル
国

立
科

学
技

術
大

学
（

モ
ン

ゴ
ル

）
、

デ
ラ

サ
ー

ル
大

学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

交
換

留
学

の
覚

書
締

結
：

ミ
ー

コ
ラ

ス
・

ロ
メ

リ
ス

大
学

（
リ

ト
ア

ニ
ア

）
、

IP
B

大
学

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

②
ア

メ
リ

カ
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

・
中

国
・

香
港

・
ロ

シ
ア

の
海

外
協

定
大

学
の

学
生

4
1

名
と

本
学

の
学

生
1

0
名

の
計

5
1

名
に

よ
り

、
大

学
連

携
に

よ
る

国
際

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
「

2
1

世
紀

の
日

本
-
歴

史
、

経
済

、
文

化
、

社
会

、
教

育
、

IT
、

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

-
」

を
開

催
し

、
参

加
学

生
の

国
や

地
域

で
の

現
状

や
問

題
点

と
そ

の
解

決
策

に
つ

い
て

、
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

③
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
２

年
間

に
渡

り
中

止
と

な
っ

て
い

た
海

外
研

修
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

、
海

外
協

定
校

か
ら

の
交

換
留

学
生

の
受

入
を

可
能

な
範

囲
で

再
開

し
た

。
交

換
留

学
生

の
受

入
：

　
前

期
：

１
名

　
後

期
：

1
5

名
交

換
・

派
遣

留
学

：
　

カ
ナ

ダ
８

名
・

ア
メ

リ
カ

７
名

・
韓

国
７

名
・

台
湾

４
名

④
昨

年
に

続
き

「
海

外
実

地
研

修
（

東
南

ア
ジ

ア
）

」
の

授
業

と
し

て
、

IP
B

（
旧

ボ
ゴ

ー
ル

農
科

）
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
主

催
の

「
5

th
 I
P

B
N

u
tr

it
io

n
S

u
m

m
e
r 

C
o
u

rs
e
 2

0
2

2
」

に
1

1
名

の
学

生
が

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
し

た
。

⑤
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
が

広
報

委
員

会
と

連
携

し
て

英
文

サ
イ

ト
を

抜
本

的
に

見
直

し
、

協
定

校
や

交
換

留
学

希
望

者
が

必
要

と
す

る
情

報
の

掲
載

に
努

め
た

。

a

　
新

た
な

協
定

校
が

加
わ

り
、

a
評

価
に

異
論

は
な

い
。

学
生

た
ち

の
交

流
が

よ
り

活
発

化
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

受
け

入
れ

に
関

し
て

は
、

寮
の

完
備

な
ど

学
内

の
ハ

ー
ド

面
の

他
、

新
潟

の
魅

力
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

に
も

な
る

。
英

語
版

の
大

学
案

内
も

必
要

と
考

え
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
地

域
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

県
民

の
多

文
化

理
解

や
県

内
在

住
の

外
国

人
と

の
交

流
な

ど
地

域
の

国
際

化
に

協
力

す
る

。

4
4

　
県

民
の

多
文

化
理

解
や

国
際

交
流

に
資

す
る

活
動

に
つ

い
て

、
地

域
団

体
等

の
取

り
組

み
に

積
極

的
に

協
力

し
、

地
域

の
国

際
化

推
進

に
貢

献
す

る
。

4
4

　
留

学
生

や
日

本
人

学
生

に
、

地
域

や
国

際
交

流
団

体
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

な
ど

、
本

学
学

生
、

留
学

生
等

が
地

域
の

人
た

ち
と

交
流

を
図

り
、

県
民

を
は

じ
め

と
し

た
様

々
な

人
た

ち
の

多
文

化
理

解
や

地
域

の
国

際
化

に
資

す
る

取
組

を
行

う
。

b

・
新

潟
日

米
協

会
の

交
流

会
、

J
IC

A
の

オ
ン

ラ
イ

ン
講

演
会

等
、

学
生

に
は

国
際

交
流

に
関

す
る

情
報

を
m

a
n

a
b
a
 f

o
lio

を
通

し
て

発
信

し
て

い
る

。
・

交
換

留
学

生
、

大
学

院
留

学
生

が
日

本
人

学
生

と
と

も
に

「
大

形
ふ

れ
あ

い
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

」
に

参
加

し
好

評
を

得
た

他
、

地
域

清
掃

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
、

地
域

住
民

と
継

続
的

な
交

流
を

行
っ

た
。

・
本

学
学

生
が

国
際

交
流

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

と
し

て
、

県
内

７
つ

の
小

中
高

校
で

国
際

理
解

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

た
（

対
面

６
校

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
１

校
）

。
・

日
本

学
術

振
興

会
事

業
「

サ
イ

エ
ン

ス
・

ダ
イ

ア
ロ

グ
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
新

潟
市

立
万

代
高

等
学

校
英

語
セ

ミ
ナ

ー
」

に
、

本
学

学
生

が
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ア

シ
ス

タ
ン

ト
と

し
て

、
高

校
生

が
行

う
外

国
人

研
究

者
の

講
義

を
英

語
で

ま
と

め
る

活
動

や
地

元
商

店
街

の
魅

力
を

英
語

で
発

信
す

る
活

動
の

指
導

に
参

加
し

、
高

校
生

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
等

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
・

日
韓

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

本
学

の
日

本
人

学
生

と
韓

国
人

学
生

が
「

韓
国

の
魅

力
と

若
い

視
点

か
ら

考
え

る
交

流
の

可
能

性
」

を
テ

ー
マ

に
報

告
を

行
っ

た
。

b

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
(3

) 
国

際
化

の
推

進
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
予

定
ど

お
り

令
和

５
年

度
か

ら
北

東
ア

ジ
ア

研
究

所
及

び
大

学
院

健
康

栄
養

学
研

究
科

を
開

設
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

こ
と

で
、

s
評

価
に

つ
い

て
は

異
論

な
い

。

　
公

益
財

団
法

人
環

日
本

海
経

済
研

究
所

の
解

散
に

伴
い

、
そ

の
事

業
を

継
承

し
、

本
学

初
の

附
置

研
究

所
と

し
て

北
東

ア
ジ

ア
研

究
所

を
開

設
す

る
た

め
、

事
務

局
と

一
体

と
な

っ
て

、
研

究
所

設
立

（
設

置
日

令
和

5
年

4
月

1
日

）
に

必
要

と
さ

れ
る

事
項

を
決

定
し

、
諸

準
備

に
つ

い
て

令
和

4
年

度
末

ま
で

に
完

了
し

た
。

＜
令

和
３

年
度

＞
学

外
有

識
者

及
び

学
内

関
係

者
か

ら
構

成
す

る
附

置
研

究
所

検
討

委
員

会
（

委
員

長
：

学
長

）
を

組
織

し
、

附
置

研
究

所
の

具
体

的
内

容
を

審
議

検
討

し
た

結
果

を
学

長
か

ら
知

事
に

報
告

＜
令

和
４

年
度

＞
理

事
長

・
学

長
の

下
、

学
内

関
係

者
か

ら
構

成
す

る
設

置
準

備
委

員
会

（
委

員
長

：
副

学
長

）
及

び
研

究
所

教
員

就
任

予
定

者
か

ら
構

成
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
委

員
長

：
所

長
就

任
予

定
者

）
を

組
織

し
、

知
事

へ
の

報
告

内
容

を
具

現
化

す
る

た
め

の
検

討
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
次

に
掲

げ
る

項
目

に
つ

い
て

審
議

・
決

定
し

開
設

準
備

を
完

了
・

事
業

内
容

・
事

業
予

算
・

施
設

整
備

な
お

、
教

員
採

用
に

つ
い

て
は

、
設

置
準

備
委

員
会

と
は

別
に

学
内

に
選

考
委

員
会

（
委

員
長

：
副

学
長

）
を

組
織

し
、

採
用

候
補

者
の

選
出

・
資

格
審

査
を

実
施

　
大

学
院

健
康

栄
養

学
研

究
科

を
開

設
す

る
た

め
に

、
学

長
の

下
に

設
置

準
備

委
員

会
を

設
け

、
文

部
科

学
省

に
申

請
中

の
設

置
認

可
を

得
る

た
め

の
所

用
の

対
応

を
行

い
、

令
和

4
年

8
月

に
文

部
科

学
省

よ
り

設
置

認
可

を
得

た
。

設
置

認
可

申
請

書
に

沿
っ

て
、

令
和

5
年

4
月

1
日

の
新

規
学

生
の

受
入

に
必

要
と

さ
れ

る
諸

準
備

（
組

織
規

程
の

整
備

・
教

育
課

程
の

整
備

・
入

学
試

験
等

）
を

行
い

、
令

和
5

年
4

月
の

開
設

を
迎

え
た

。

s

第
３

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
　

１
　

運
営

体
制

の
改

善
に

関
す

る
目

標

　
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

大
学

運
営

を
行

う
た

め
、

理
事

長
が

そ
の

指
導

力
、

統
率

力
を

発
揮

し
、

意
思

決
定

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

運
営

す
る

。

4
5

　
 理

事
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
社

会
情

勢
の

変
化

等
に

対
応

し
つ

つ
、

戦
略

的
か

つ
機

動
的

な
法

人
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
体

制
の

見
直

し
等

を
行

う
。

4
5

　
理

事
長

・
学

長
が

指
導

力
・

統
率

力
を

発
揮

し
、

戦
略

的
・

機
動

的
な

法
人

・
大

学
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
体

制
の

見
直

し
等

を
行

う
。

s
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
限

ら
れ

た
人

員
や

予
算

等
の

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
6

　
全

学
的

視
点

に
立

ち
、

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
6

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

対
策

等
を

踏
ま

え
た

効
率

的
か

つ
柔

軟
な

予
算

配
分

を
行

う
。

b

　
国

際
交

流
関

係
予

算
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

る
交

換
留

学
の

中
止

・
再

開
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

海
外

実
地

研
修

の
経

費
や

留
学

生
用

宿
舎

家
賃

の
大

学
負

担
分

の
支

出
に

柔
軟

に
対

応
し

た
。

b

　
外

部
の

意
見

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

適
切

に
反

映
さ

せ
る

。

4
7

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

内
部

質
保

証
に

活
用

し
、

大
学

運
営

に
適

切
に

反
映

す
る

。

4
7

　
法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
や

大
学

認
証

評
価

等
、

学
外

の
評

価
や

意
見

を
学

内
で

共
有

し
て

内
部

質
保

証
に

活
用

し
、

大
学

運
営

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る
。

b

　
教

育
研

究
評

議
会

を
通

じ
て

法
人

評
価

委
員

会
及

び
大

学
認

証
評

価
の

評
価

結
果

等
を

学
内

に
共

有
し

た
。

ま
た

、
大

学
認

証
評

価
の

評
価

報
告

を
踏

ま
え

、
大

学
院

に
お

け
る

留
学

生
の

受
入

れ
拡

充
を

図
る

と
と

も
に

教
授

会
の

役
割

に
関

す
る

規
程

を
整

備
し

た
。

b

　
法

人
が

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価

結
果

や
監

事
に

よ
る

監
査

結
果

を
業

務
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

4
8

　
法

人
の

監
事

等
に

よ
る

業
務

運
営

、
予

算
執

行
状

況
の

監
査

結
果

を
速

や
か

に
反

映
し

、
学

内
資

源
の

効
率

的
な

運
用

を
図

る
。

4
8

　
監

事
と

密
な

連
係

を
図

り
つ

つ
意

見
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
監

査
結

果
を

大
学

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。
b

　
監

事
監

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
中

間
決

算
状

況
を

大
学

経
営

評
議

会
に

報
告

す
る

な
ど

、
監

事
等

と
の

連
携

を
図

り
、

大
学

運
営

の
円

滑
運

用
に

努
め

た
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
非

公
務

員
型

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
、

教
職

員
の

能
力

が
最

大
限

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
働

き
方

改
革

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

柔
軟

か
つ

弾
力

的
に

人
事

制
度

を
運

用
す

る
。

4
9

　
教

職
員

が
職

務
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
遂

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

働
き

方
改

革
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
勤

務
形

態
等

の
人

事
制

度
を

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
運

用
す

る
。

4
9

　
教

職
員

が
職

務
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
遂

行
で

き
る

よ
う

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

な
人

事
制

度
の

検
討

や
運

用
を

行
う

。
b

　
研

究
に

従
事

す
る

教
員

の
勤

務
形

態
に

つ
い

て
、

専
門

業
務

型
裁

量
労

働
制

を
導

入
し

、
効

率
的

な
職

務
執

行
が

行
え

る
よ

う
運

用
を

開
始

し
た

。
　

令
和

３
年

度
に

制
度

化
し

た
在

宅
勤

務
制

度
の

運
用

を
開

始
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

係
る

濃
厚

接
触

者
に

特
定

さ
れ

た
教

職
員

の
業

務
継

続
や

大
雪

時
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
授

業
継

続
等

に
活

用
し

た
。

b

　
裁

量
労

働
制

を
導

入
し

た
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

今
後

働
き

方
が

ど
う

変
わ

っ
た

か
に

つ
い

て
の

フ
ォ

ロ
ー

が
あ

っ
て

も
よ

い
と

考
え

る
。

　
職

員
の

意
欲

向
上

や
教

育
研

究
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

教
職

員
の

人
事

評
価

シ
ス

テ
ム

を
適

切
に

運
用

し
、

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
適

正
な

処
遇

を
行

う
。

5
0

　
教

職
員

の
評

価
制

度
を

適
切

に
運

用
し

、
評

価
結

果
に

基
づ

い
た

適
正

な
処

遇
を

行
う

。

5
0

　
教

職
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
適

切
に

運
用

し
、

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
適

正
な

処
遇

を
行

う
。

b

　
教

職
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
適

切
に

運
用

し
、

教
職

員
評

価
を

実
施

し
た

。
評

価
結

果
を

各
教

職
員

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

現
状

把
握

や
業

務
改

善
へ

の
意

識
付

け
を

行
っ

た
。

評
価

の
高

い
教

職
員

に
つ

い
て

は
、

研
究

費
や

研
修

費
の

補
助

を
行

う
制

度
を

運
用

し
た

。
b

　
評

価
の

高
い

教
職

員
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

は
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

当
該

制
度

の
存

在
を

教
職

員
に

積
極

的
に

周
知

す
る

こ
と

も
必

要
と

考
え

る
。

　
公

募
制

な
ど

に
よ

り
、

幅
広

く
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
、

適
切

な
人

的
配

置
を

行
う

。

5
1

　
教

職
員

の
採

用
は

原
則

公
募

制
と

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

に
配

置
す

る
。

5
1

　
教

職
員

の
採

用
は

、
原

則
と

し
て

公
募

に
よ

り
、

求
め

る
人

材
像

や
要

件
を

明
確

に
し

て
適

切
な

人
材

を
確

保
す

る
。

b

　
公

募
に

よ
る

教
職

員
採

用
選

考
を

実
施

し
、

本
学

が
求

め
る

人
材

像
に

合
致

す
る

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
た

。
b

　
優

秀
な

人
材

を
確

保
す

る
に

当
た

り
、

研
究

が
で

き
る

こ
と

は
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

ま
た

、
研

究
が

で
き

る
環

境
整

備
も

必
要

で
あ

る
。

　
外

部
委

託
の

有
効

活
用

や
人

的
配

置
を

常
に

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
合

理
的

な
事

務
組

織
を

編
成

す
る

。

5
2

　
業

務
内

容
の

変
化

や
業

務
量

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
、

適
宜

事
務

組
織

の
見

直
し

や
、

必
要

に
応

じ
て

外
部

委
託

の
利

用
拡

充
を

行
う

。

5
2

　
業

務
内

容
や

業
務

量
に

応
じ

て
適

宜
事

務
組

織
を

見
直

し
、

よ
り

効
率

的
で

効
果

的
な

運
営

を
図

る
。

ｂ

　
欠

員
が

生
じ

た
部

署
に

お
い

て
、

本
法

人
で

は
初

め
て

年
度

途
中

で
の

正
規

職
員

の
採

用
を

行
い

効
果

的
な

人
員

配
置

を
行

っ
た

。
　

令
和

５
年

度
の

健
康

栄
養

学
研

究
科

、
北

東
ア

ジ
ア

研
究

所
の

新
設

に
伴

う
事

務
量

増
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

職
員

の
配

置
等

検
討

を
行

っ
た

。

ｂ

　
教

員
や

学
生

に
対

す
る

事
務

職
員

の
人

数
が

少
な

い
印

象
が

あ
る

。
事

務
の

効
率

化
は

必
須

と
考

え
る

。

　
全

学
的

な
視

点
か

ら
教

育
研

究
組

織
と

の
連

携
の

も
と

に
、

事
務

処
理

の
簡

素
化

及
び

経
費

節
減

の
た

め
、

事
務

の
集

中
化

・
電

算
化

・
情

報
化

を
図

る
。

5
3

　
事

務
の

効
率

化
と

経
費

削
減

の
た

め
、

教
育

研
究

組
織

と
連

携
し

な
が

ら
事

務
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

図
る

な
ど

、
事

務
処

理
の

簡
素

化
・

平
準

化
・

迅
速

化
を

推
進

す
る

。

5
3

　
事

務
処

理
の

簡
素

化
・

平
準

化
・

迅
速

化
に

繋
が

る
見

直
し

を
行

い
、

事
務

の
効

率
化

と
経

費
削

減
を

推
進

す
る

。

ｂ

　
学

内
主

要
会

議
に

加
え

、
検

討
案

件
が

生
じ

た
際

に
も

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
を

活
用

し
、

意
思

決
定

の
迅

速
化

、
業

務
の

効
率

化
を

図
っ

た
。

　
ま

た
、

会
議

資
料

の
電

子
デ

ー
タ

利
用

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

を
推

進
し

た
。

ｂ

　
教

員
や

学
生

に
対

す
る

事
務

職
員

の
人

数
が

少
な

い
印

象
が

あ
る

。
事

務
の

効
率

化
は

必
須

と
考

え
る

。

　
２

　
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標

　
３

　
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

5
4

　
科

学
研

究
費

等
の

助
成

に
関

す
る

情
報

収
集

・
申

請
・

受
入

な
ど

の
、

研
究

支
援

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

応
募

件
数

、
採

択
率

の
向

上
を

図
り

、
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

増
加

を
図

る
。

5
4

　
科

学
研

究
費

補
助

金
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

等
に

関
す

る
情

報
を

的
確

に
教

員
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
受

託
研

究
の

実
施

等
に

係
る

対
象

機
関

と
の

調
整

、
手

続
き

等
を

適
切

に
行

う
。

ｂ

　
外

部
資

金
等

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、
通

知
文

の
掲

示
板

へ
の

掲
出

や
、

m
a
n

a
b
a
 f

o
lio

へ
の

掲
載

等
に

よ
り

教
員

に
提

供
し

た
。

　
ま

た
、

新
規

の
海

外
機

関
か

ら
の

研
究

受
託

に
向

け
、

担
当

教
員

と
と

も
に

手
続

き
面

の
整

理
を

行
う

な
ど

、
対

象
機

関
と

の
調

整
や

手
続

き
等

を
適

切
に

行
っ

た
。

ｂ

　
外

部
資

金
獲

得
教

員
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

や
外

部
資

金
獲

得
に

向
け

た
サ

ポ
ー

ト
（

例
：

申
請

書
に

対
す

る
助

言
制

度
等

）
が

あ
っ

て
も

よ
い

と
考

え
る

。

5
5

　
研

究
成

果
を

広
く

公
開

し
、

受
託

・
共

同
研

究
、

寄
附

金
等

の
増

加
を

図
る

。

5
5

　
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
つ

い
て

広
く

公
開

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
む

。

ｂ

　
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
セ

ン
タ

ー
を

紹
介

す
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
新

た
に

立
ち

上
げ

た
。

そ
の

中
で

は
「

デ
ジ

タ
ル

と
食

品
の

高
付

加
価

値
化

・
消

費
者

購
買

行
動

分
析

の
掛

け
合

わ
せ

に
よ

る
高

度
専

門
人

材
育

成
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

係
る

、
雪

室
貯

蔵
の

研
究

と
消

費
者

デ
ー

タ
の

分
析

を
掛

け
合

わ
せ

た
、

単
な

る
施

設
整

備
に

と
ど

ま
ら

な
い

新
た

な
教

育
研

究
活

動
の

取
り

組
み

を
公

開
し

た
。

ｂ

　
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
セ

ン
タ

ー
に

限
ら

ず
、

全
学

を
あ

げ
て

の
教

員
研

究
活

動
の

広
報

が
必

要
と

考
え

る
。

教
員

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
充

実
を

期
待

す
る

。

　
授

業
料

等
学

生
納

付
金

の
適

切
な

料
金

設
定

を
行

う
と

と
も

に
、

大
学

の
施

設
や

知
的

財
産

を
活

用
し

た
新

た
な

財
源

を
検

討
し

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

5
6

　
授

業
料

な
ど

学
生

納
付

金
は

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

適
宜

見
直

す
と

と
も

に
、

有
料

講
座

や
大

学
施

設
の

貸
出

し
等

の
多

様
な

事
業

に
取

り
組

む
。

5
6

　
自

己
収

入
の

増
加

に
寄

与
す

る
事

務
・

事
業

の
検

討
を

行
う

。

b

  
産

学
連

携
セ

ミ
ナ

ー
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
公

開
講

座
「

新
商

品
開

発
の

進
め

方
」

を
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
有

料
で

開
催

し
た

。
本

県
の

基
幹

産
業

で
あ

る
食

品
関

連
企

業
等

か
ら

の
参

加
な

ど
に

よ
り

、
5

2
,0

0
0

円
の

収
入

を
得

た
。

b

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

　
１

　
外

部
研

究
資

金
そ

の
他

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標

　
科

学
研

究
費

補
助

金
、

受
託

研
究

、
寄

附
金

等
、

外
部

資
金

の
獲

得
に

努
め

、
経

常
収

益
に

占
め

る
外

部
研

究
資

金
比

率
を

高
め

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

5
7

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

人
員

配
置

、
業

務
委

託
の

推
進

に
よ

り
人

件
費

の
節

減
を

図
る

。

5
7

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

人
員

配
置

を
行

う
。

ｂ

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

採
用

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

教
員

の
確

保
・

配
置

を
行

っ
た

。
ｂ

　
電

気
・

ガ
ス

料
金

の
高

騰
は

ど
こ

の
大

学
で

も
課

題
と

な
っ

て
い

る
が

、
電

気
使

用
量

は
そ

れ
ほ

ど
上

が
っ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
努

力
し

た
こ

と
が

伺
え

る
。

　
２

　
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

　
研

究
の

水
準

の
維

持
、

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
教

職
員

定
数

の
適

正
化

や
業

務
内

容
の

見
直

し
、

契
約

方
法

の
改

善
等

の
徹

底
し

た
合

理
化

・
効

率
化

に
よ

り
、

人
件

費
を

含
む

経
常

的
経

費
を

節
減

す
る

。
5

8
　

教
職

員
の

コ
ス

ト
意

識
を

高
め

、
業

務
改

善
や

経
費

節
減

を
促

進
す

る
。

5
8

　
教

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
る

た
め

の
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

。

ｂ

　
電

気
・

ガ
ス

料
金

の
高

騰
を

受
け

、
講

義
終

了
後

の
講

義
室

等
に

お
け

る
こ

ま
め

な
消

灯
や

暖
房

の
停

止
等

に
よ

る
節

電
や

、
諸

経
費

の
節

減
に

つ
い

て
、

学
生

向
け

に
m

a
n

a
b
a
 f

o
lio

で
の

案
内

や
教

室
へ

の
掲

出
を

行
っ

た
ほ

か
、

教
育

研
究

評
議

会
で

協
力

依
頼

を
行

っ
た

結
果

、
１

・
２

月
の

電
気

使
用

量
を

前
年

度
並

み
に

抑
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
単

位
：

k
W

h
）

1
2

月
　

R
3

:9
5

,3
6

7
 →

 R
4

:1
2

3
,8

2
7

 １
月

　
R

3
:1

2
2

,9
4

5
 →

 R
4

:1
2

2
,5

5
1

 ２
月

　
R

3
:1

0
9

,7
5

0
 →

 R
4

:1
0

9
,8

0
8

 ３
月

  
 R

3
:9

4
,0

2
9

 →
　

R
4

：
9

5
,0

2
9

ｂ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
研

究
の

水
準

の
維

持
、

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
教

職
員

定
数

の
適

正
化

や
業

務
内

容
の

見
直

し
、

契
約

方
法

の
改

善
等

の
徹

底
し

た
合

理
化

・
効

率
化

に
よ

り
、

人
件

費
を

含
む

経
常

的
経

費
を

節
減

す
る

。

5
9

　
管

理
的

経
費

に
つ

い
て

は
、

契
約

期
間

の
複

数
年

化
や

入
札

時
に

お
け

る
競

争
性

の
確

保
、

共
同

購
入

の
仕

組
み

を
整

備
し

、
経

費
を

節
減

す
る

と
と

も
に

、
省

エ
ネ

・
省

資
源

に
努

め
る

。

5
9

　
管

理
的

経
費

に
係

る
契

約
更

新
に

あ
た

り
、

契
約

期
間

の
複

数
年

化
の

検
討

や
契

約
内

容
の

精
査

に
よ

り
、

経
費

の
節

減
を

図
る

。

b

　
C

P
演

習
室

・
C

A
L
L
教

室
に

か
か

る
リ

ー
ス

契
約

に
つ

い
て

、
必

要
な

機
能

を
厳

選
し

一
部

ソ
フ

ト
を

削
除

す
る

こ
と

や
、

契
約

期
間

を
こ

れ
ま

で
よ

り
長

期
（

６
年

）
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

毎
年

の
負

担
額

の
圧

縮
を

図
っ

た
。

　
（

旧
契

約
3

6
,4

5
9

千
円

/
年

　
　

　
→

　
新

契
約

3
2

,4
0

0
千

円
/
年

）

b

　
中

期
目

標
、

中
期

計
画

及
び

令
和

4
年

度
計

画
で

求
め

て
い

る
の

は
「

管
理

的
経

費
」

の
削

減
で

あ
る

が
、

「
教

育
研

究
設

備
」

で
あ

る
学

習
用

イ
ン

フ
ラ

基
盤

の
リ

ー
ス

契
約

長
期

化
が

業
務

実
績

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

資
金

繰
り

の
工

夫
の

た
め

に
リ

ー
ス

契
約

を
長

期
化

し
て

毎
年

の
支

払
額

を
減

少
さ

せ
て

い
る

が
、

経
費

の
節

減
に

は
該

当
し

な
い

。
　

リ
ー

ス
契

約
期

間
は

、
設

備
の

最
適

な
更

新
年

数
と

整
合

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
く

、
リ

ー
ス

期
間

の
長

期
化

は
設

備
更

新
を

遅
ら

せ
る

こ
と

と
な

る
。

　
特

に
学

習
用

イ
ン

フ
ラ

基
盤

は
教

育
研

究
設

備
で

あ
り

、
設

備
更

新
が

遅
れ

る
こ

と
を

強
く

懸
念

す
る

。

＜
リ

ー
ス

対
象

＞
全

学
実

習
用

イ
ン

フ
ラ

基
盤

・
仮

想
ホ

ス
ト

及
び

管
理

サ
ー

バ
・

授
業

支
援

シ
ス

テ
ム

（
w

e
b

C
la

s
s
）

ほ
か

・
教

員
・

学
生

用
P

C

＜
リ

ー
ス

契
約

期
間

の
長

期
化

に
よ

る
毎

年
の

負
担

額
圧

縮
に

関
す

る
補

足
＞

　
総

費
用

を
最

小
化

し
な

が
ら

優
れ

た
性

能
の

教
育

研
究

設
備

を
設

置
す

る
に

は
、

一
括

購
入

が
望

ま
し

く
、

リ
ー

ス
契

約
の

長
期

化
は

か
え

っ
て

返
済

総
額

を
増

や
す

と
と

も
に

、
最

新
鋭

の
設

備
の

使
用

を
遅

ら
せ

る
と

の
委

員
の

ご
指

摘
は

そ
の

通
り

。
　

一
方

、
億

円
台

の
設

備
の

購
入

に
伴

う
一

時
的

支
出

を
、

本
学

の
よ

う
な

小
規

模
な

予
算

枠
内

で
大

学
自

ら
が

賄
う

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
ま

た
、

長
期

借
入

金
も

制
度

上
、

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
さ

ら
に

、
現

下
の

県
行

財
政

改
革

下
に

あ
っ

て
、

運
営

費
交

付
金

が
数

年
に

一
度

大
き

く
増

額
す

る
こ

と
は

、
県

の
予

算
編

成
上

、
困

難
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
高

額
な

設
備

に
関

し
て

は
、

開
学

以
来

、
毎

年
の

支
出

を
平

準
化

す
る

観
点

か
ら

リ
ー

ス
契

約
が

採
用

さ
れ

て
き

た
経

緯
が

あ
る

。
　

同
じ

く
、

現
下

の
県

行
財

政
改

革
下

に
あ

っ
て

、
毎

年
の

大
学

の
支

出
額

を
極

力
抑

制
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

状
況

下
で

所
要

の
教

育
研

究
支

出
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

　
こ

う
し

た
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
リ

ー
ス

契
約

全
体

を
見

直
す

こ
と

で
リ

ー
ス

契
約

期
間

を
延

長
し

、
毎

年
の

リ
ー

ス
料

支
払

額
を

抑
制

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
業

務
実

績
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
の

結
果

、
毎

年
の

リ
ー

ス
支

払
額

は
以

前
に

比
べ

て
4

,0
0

0
千

円
程

度
減

少
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
適

切
な

資
産

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

金
融

資
産

に
つ

い
て

は
経

営
的

視
点

か
ら

効
果

的
か

つ
安

全
確

実
な

運
用

を
図

る
。

6
0

　
固

定
資

産
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

固
定

資
産

の
取

得
、

維
持

保
全

、
運

用
、

処
分

等
に

関
す

る
適

正
な

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

資
金

管
理

規
程

に
基

づ
き

、
安

全
確

実
な

資
金

運
用

・
管

理
を

行
う

。

6
0

　
固

定
資

産
の

棚
卸

し
に

よ
り

台
帳

整
理

を
確

実
に

行
う

と
と

も
に

、
予

算
の

執
行

状
況

を
見

定
め

、
安

全
確

実
に

資
金

の
運

用
・

管
理

を
行

う
。

b

　
例

年
ど

お
り

３
月

下
旬

に
固

定
資

産
台

帳
と

現
物

の
突

合
作

業
を

行
い

、
固

定
資

産
の

移
動

・
除

却
処

理
に

漏
れ

が
な

い
よ

う
適

正
管

理
を

行
っ

た
。

b

　
教

育
研

究
の

水
準

の
向

上
の

た
め

、
施

設
設

備
の

有
効

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

研
究

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
、

大
学

施
設

の
地

域
開

放
を

行
う

。

6
1

　
学

会
や

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

、
大

学
施

設
を

活
用

す
る

。

6
1

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
考

慮
し

た
上

で
、

地
域

活
動

、
学

会
、

検
定

、
講

演
会

等
の

会
場

と
し

て
施

設
を

活
用

す
る

。

b

　
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

に
関

す
る

新
潟

県
立

大
学

の
行

動
指

針
」

に
基

づ
き

、
主

催
者

か
ら

提
出

さ
れ

た
「

感
染

防
止

法
を

含
む

開
催

計
画

」
を

確
認

し
た

う
え

で
、

感
染

防
止

対
策

徹
底

の
上

、
本

学
教

員
が

関
係

す
る

学
会

、
検

定
、

講
演

会
の

会
場

と
し

て
大

学
施

設
を

開
放

し
た

。
・

ロ
シ

ア
語

検
定

能
力

試
験

・
国

際
地

域
学

研
究

学
会

・
新

潟
人

間
生

活
学

会
学

術
大

会
・

幼
児

教
育

共
同

研
修

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
等

b

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

定
期

的
に

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

を
教

育
研

究
及

び
業

務
運

営
の

改
善

に
活

用
す

る
。

6
2

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
内

容
の

改
善

等
内

部
質

保
証

を
行

う
と

と
も

に
、

評
価

結
果

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
2

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

令
和

3
年

度
に

受
審

し
た

認
証

評
価

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
教

育
研

究
活

動
や

業
務

内
容

の
適

切
な

改
善

を
行

う
。

b

　
自

己
点

検
・

評
価

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

法
人

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

や
一

般
財

団
法

人
大

学
教

育
質

保
証

・
評

価
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

認
証

評
価

結
果

に
つ

い
て

大
学

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

、
公

表
し

た
。

　
ま

た
、

認
証

評
価

の
結

果
を

学
内

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

教
授

会
規

程
の

見
直

し
等

必
要

な
見

直
し

を
行

っ
た

。

b

　
３

　
資

産
の

運
用

管
理

の
改

善
に

関
す

る
目

標

第
５

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
の

実
施

及
び

評
価

結
果

の
活

用
に

関
す

る
目

標
　

１
　

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
英

語
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

は
、

更
新

さ
れ

て
い

る
よ

う
で

あ
る

が
、

ロ
シ

ア
語

や
韓

国
語

、
中

国
語

に
つ

い
て

は
、

表
紙

だ
け

作
成

さ
れ

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
更

新
の

見
込

み
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
削

除
し

、
他

言
語

は
英

語
に

一
本

化
し

て
も

よ
い

も
の

と
考

え
る

。
K

it
e
M

it
e
の

ペ
ー

ジ
は

大
学

の
様

子
も

わ
か

り
、

よ
い

ペ
ー

ジ
で

あ
る

。
a

　
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

に
お

け
る

国
際

的
な

交
流

活
動

が
活

発
に

な
る

こ
と

を
見

据
え

て
、

英
語

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
コ

ン
テ

ン
ツ

管
理

シ
ス

テ
ム

（
C

M
S

）
化

し
、

各
部

局
等

が
タ

イ
ム

リ
ー

に
情

報
発

信
で

き
る

体
制

を
整

え
る

と
と

も
に

、
学

長
メ

ッ
セ

ー
ジ

ペ
ー

ジ
や

交
換

留
学

生
向

け
ペ

ー
ジ

を
増

設
す

る
な

ど
、

全
面

的
な

サ
イ

ト
の

見
直

し
を

行
い

、
国

際
的

な
情

報
発

信
の

強
化

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
令

和
３

年
度

に
広

報
担

当
部

署
に

加
え

て
各

部
局

・
セ

ン
タ

ー
等

に
よ

る
日

本
語

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
自

律
的

・
自

発
的

な
更

新
を

可
能

と
す

る
体

制
を

整
え

た
こ

と
に

よ
り

、
令

和
４

年
度

は
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

令
和

４
年

度
掲

載
し

た
ニ

ュ
ー

ス
1

3
3

件
中

1
0

2
件

が
各

部
局

・
セ

ン
タ

ー
等

か
ら

の
自

発
的

な
発

信
と

な
っ

た
。

a

　
２

　
情

報
提

供
に

関
す

る
目

標

　
公

立
大

学
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

し
、

大
学

の
教

育
研

究
活

動
な

ど
に

つ
い

て
県

民
の

理
解

を
得

る
た

め
、

多
様

な
広

報
媒

体
を

活
用

し
、

大
学

に
関

す
る

情
報

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
3

　
教

職
員

の
広

報
意

識
を

高
め

、
全

学
を

挙
げ

て
戦

略
的

な
広

報
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
教

育
研

究
活

動
や

大
学

運
営

状
況

等
に

係
る

情
報

を
整

理
・

蓄
積

し
、

適
正

に
情

報
公

開
を

行
う

。

6
3

　
大

学
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

積
極

的
に

活
用

し
、

大
学

の
教

育
研

究
活

動
及

び
法

人
運

営
状

況
等

に
係

る
情

報
に

つ
い

て
適

正
に

情
報

公
表

を
行

う
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
良

好
な

教
育

研
究

環
境

の
維

持
・

向
上

を
図

る
た

め
、

中
長

期
的

な
展

望
に

基
づ

く
施

設
整

備
計

画
を

策
定

し
、

計
画

に
基

づ
き

確
実

に
実

行
す

る
。

6
5

　
施

設
の

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

る
と

と
も

に
、

中
長

期
的

な
施

設
整

備
計

画
を

策
定

し
、

計
画

に
基

づ
き

整
備

を
行

う
。

6
5

　
施

設
の

維
持

管
理

を
適

切
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
不

具
合

が
生

じ
た

場
合

に
つ

い
て

は
早

急
な

対
応

を
行

う
。

ま
た

、
施

設
整

備
計

画
の

策
定

を
進

め
、

計
画

に
基

づ
い

た
整

備
を

行
う

。

a

　
令

和
５

年
度

に
健

康
栄

養
学

研
究

科
及

び
北

東
ア

ジ
ア

研
究

所
を

開
設

す
る

こ
と

に
伴

い
、

企
画

広
報

課
及

び
入

試
課

を
集

約
し

、
両

課
に

ま
た

が
る

広
報

業
務

の
連

携
を

強
化

す
る

体
制

を
整

備
す

る
た

め
、

既
存

施
設

を
生

か
し

た
改

修
を

行
い

第
３

事
務

室
を

設
置

し
た

。
　

学
内

に
点

在
し

て
い

た
学

長
他

の
幹

部
室

を
、

幹
部

間
の

連
携

強
化

と
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

１
号

館
A

棟
の

同
一

フ
ロ

ア
ー

に
集

約
す

る
た

め
の

施
設

改
修

を
行

っ
た

。
　

老
朽

化
に

よ
り

使
用

に
支

障
を

き
た

し
た

施
設

・
設

備
に

つ
い

て
の

修
繕

・
更

新
等

を
行

っ
た

。
（

主
な

修
繕

・
更

新
内

容
）

・
１

号
館

A
棟

の
空

調
集

中
管

理
装

置
の

入
替

・
空

調
関

連
の

室
外

機
等

の
修

繕
・

屋
外

倉
庫

の
建

替
・

C
A

L
L
教

室
の

リ
ー

ス
機

器
更

新
　

ま
た

、
建

築
基

準
法

に
基

づ
く

特
定

建
築

物
の

定
期

調
査

・
検

査
を

実
施

し
、

建
築

物
の

維
持

管
理

に
お

け
る

課
題

点
を

確
認

し
た

。

a

第
６

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

　
１

　
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
教

職
員

に
対

し
て

、
日

本
学

術
振

興
会

の
研

究
倫

理
教

育
に

関
す

る
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

通
じ

て
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

啓
発

を
行

っ
た

。
教

員
全

員
に

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

が
必

須
で

あ
る

旨
周

知
し

た
。

　
ま

た
、

文
部

科
学

省
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

改
正

を
踏

ま
え

、
「

研
究

費
等

の
不

正
使

用
防

止
対

策
に

係
る

基
本

方
針

」
の

改
正

等
を

行
っ

た
。

b

　
２

　
施

設
の

効
率

的
整

備
に

関
す

る
目

標

　
学

生
や

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

社
会

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
、

社
会

規
範

及
び

法
令

等
を

遵
守

し
、

県
民

の
信

頼
を

確
保

す
る

。

6
4

　
研

修
会

や
W

e
b
教

材
の

紹
介

な
ど

を
通

し
、

学
生

や
教

職
員

に
対

し
て

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

研
修

機
会

の
提

供
に

取
り

組
み

、
教

職
員

に
は

一
部

研
修

に
つ

い
て

は
受

講
を

必
須

に
す

る
な

ど
、

受
講

を
強

く
働

き
か

け
る

。

6
4

　
教

職
員

に
対

し
て

、
研

修
会

や
e
-

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

を
通

じ
て

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
啓

発
を

行
い

、
一

部
研

修
に

つ
い

て
は

、
受

講
を

必
須

と
す

る
仕

組
み

を
検

討
す

る
。

　
ま

た
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推

進
に

向
け

、
内

部
統

制
シ

ス
テ

ム
の

検
討

及
び

整
備

を
推

進
す

る
。

b
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

6
6

　
安

全
・

安
心

な
学

生
生

活
に

関
す

る
情

報
提

供
や

意
識

啓
発

を
適

切
に

行
う

。

6
6

　
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

機
会

を
通

じ
、

防
犯

、
薬

物
、

消
費

生
活

に
関

す
る

啓
発

を
行

う
ほ

か
、

学
生

生
活

に
関

す
る

注
意

喚
起

を
行

う
。

ｂ

　
１

年
生

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
警

察
に

よ
る

防
犯

・
薬

物
乱

用
防

止
講

習
に

加
え

、
成

年
年

齢
引

き
下

げ
に

伴
う

消
費

生
活

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

を
新

た
に

行
っ

た
。

こ
の

ほ
か

、
学

内
掲

示
板

や
m

a
n

a
b
a

fo
lio

に
よ

り
、

大
学

周
辺

の
不

審
者

情
報

等
、

学
生

生
活

に
お

け
る

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
対

面
に

よ
る

授
業

運
営

を
維

持
す

る
た

め
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
対

策
の

徹
底

に
つ

い
て

周
知

し
た

。

ｂ

6
7

　
教

職
員

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

措
置

を
適

切
に

行
い

、
安

全
で

衛
生

的
な

環
境

づ
く

り
を

行
う

。

6
7

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

状
況

に
応

じ
適

切
な

感
染

拡
大

防
止

策
を

講
じ

る
な

ど
、

安
全

で
衛

生
的

な
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

ｂ

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

防
止

の
た

め
、

「
職

場
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

に
基

づ
い

た
対

策
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

感
染

リ
ス

ク
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

事
務

室
の

分
散

化
や

学
内

で
複

数
の

者
が

使
用

す
る

教
室

や
ト

イ
レ

等
に

お
け

る
消

毒
等

を
徹

底
し

た
。

　
教

職
員

の
健

康
保

持
増

進
の

た
め

、
安

全
衛

生
管

理
活

動
計

画
に

基
づ

き
、

定
期

健
康

診
断

や
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
、

職
場

巡
視

に
よ

る
職

場
環

境
の

改
善

、
長

時
間

時
間

外
勤

務
者

の
勤

務
状

況
等

の
確

認
と

産
業

医
と

の
面

談
機

会
の

提
供

を
行

っ
た

。

ｂ

6
8

　
消

防
訓

練
、

救
急

救
命

講
習

等
危

機
管

理
に

関
す

る
取

組
を

充
実

す
る

。

6
8

　
教

職
員

の
危

機
管

理
意

識
を

高
め

る
取

組
と

し
て

、
消

防
訓

練
、

救
急

救
命

講
習

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

ｂ

　
危

機
管

理
対

応
力

を
高

め
る

た
め

、
新

た
に

竣
工

し
た

コ
モ

ン
ズ

３
号

館
を

出
火

元
と

し
て

消
防

・
避

難
訓

練
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

訓
練

後
、

火
災

受
信

機
・

消
火

栓
・

防
火

扉
等

の
消

防
設

備
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

確
認

し
た

。
（

※
消

防
・

避
難

訓
練

参
加

人
数

　
5

0
名

）
　

学
内

に
お

い
て

消
防

署
職

員
の

指
導

の
も

と
、

心
臓

マ
ッ

サ
ー

ジ
及

び
A

E
D

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
の

救
急

救
命

講
習

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

A
E

D
設

置
場

所
の

見
直

し
、

及
び

増
設

を
行

い
環

境
改

善
を

図
っ

た
。

ｂ

　
３

　
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標

　
学

生
と

教
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
個

人
情

報
の

管
理

を
徹

底
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

に
対

応
す

る
た

め
の

規
程

を
適

切
に

運
用

す
る

。

6
9

　
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
及

び
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
基

本
計

画
等

に
基

づ
き

、
組

織
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
体

制
の

も
と

、
情

報
管

理
を

適
切

に
行

う
。

6
9

　
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
組

織
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
体

制
の

も
と

、
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
基

本
計

画
等

の
必

要
な

見
直

し
を

行
い

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

情
報

管
理

を
適

切
に

行
う

。
b

　
令

和
元

年
1

0
月

に
策

定
し

た
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
基

本
計

画
の

見
直

し
を

行
い

、
第

２
期

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

対
策

基
本

計
画

を
策

定
し

、
下

記
項

目
を

実
施

し
た

。
・

上
記

計
画

に
お

け
る

重
点

実
施

項
目

で
あ

る
、

機
密

性
が

高
い

情
報

を
取

り
扱

う
シ

ス
テ

ム
の

実
施

手
順

書
の

策
定

に
着

手
・

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
、

訓
練

及
び

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
係

る
自

己
点

検
、

監
査

等
を

実
施

b

　
ま

た
、

学
内

の
様

々
な

場
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
。

7
1

　
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
た

め
、

学
内

に
お

け
る

多
様

な
人

材
の

勤
務

上
の

課
題

分
析

を
も

と
に

、
多

様
な

人
材

の
活

躍
に

資
す

る
活

動
を

展
開

す
る

。

7
1

　
学

内
に

お
け

る
多

様
な

人
材

の
勤

務
上

の
課

題
分

析
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

寄
与

す
る

施
策

を
立

案
す

る
。

　
４

　
情

報
管

理
に

関
す

る
目

標

　
５

　
人

権
に

関
す

る
目

標

　
教

育
研

究
・

職
場

環
境

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
を

防
止

す
る

た
め

の
取

組
を

全
学

的
に

推
進

す
る

。

7
0

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
を

防
止

す
る

た
め

、
教

職
員

や
学

生
等

に
対

し
て

定
期

的
に

研
修

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

内
制

度
・

相
談

体
制

の
周

知
活

動
を

強
化

す
る

。

7
0

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
を

防
止

す
る

た
め

、
教

職
員

や
学

生
等

に
対

し
て

定
期

的
に

研
修

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

内
制

度
・

相
談

体
制

の
周

知
活

動
を

強
化

す
る

。
ｂ ｂ

　
次

世
代

育
成

支
援

の
一

環
と

し
て

、
教

職
員

が
仕

事
と

子
育

て
を

両
立

さ
せ

る
た

め
、

保
育

支
援

体
制

整
備

・
搾

乳
室

設
置

・
各

種
制

度
の

周
知

及
び

休
暇

取
得

の
促

進
等

を
継

続
し

て
行

っ
た

。
　

ま
た

、
令

和
３

年
度

に
策

定
し

た
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
お

よ
び

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

に
基

づ
き

、
新

た
に

女
性

管
理

職
員

の
登

用
を

行
う

な
ど

、
女

性
活

躍
推

進
を

行
っ

た
。

ｂ

＜
女

性
の

管
理

職
・

教
授

・
准

教
授

比
率

＞
　

本
学

で
は

「
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
お

よ
び

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

」
に

お
い

て
、

管
理

職
員

に
女

性
を

積
極

的
に

登
用

す
る

と
と

も
に

、
教

授
・

准
教

授
の

職
に

あ
る

教
員

の
男

女
比

に
著

し
い

差
異

が
生

じ
な

い
よ

う
努

め
る

こ
と

と
し

、
女

性
の

教
職

員
の

管
理

職
比

率
、

教
員

の
教

授
・

准
教

授
比

率
の

目
標

を
そ

れ
ぞ

れ
3

0
.0

%
と

し
て

い
る

。
令

和
4

年
度

に
お

い
て

、
前

者
は

4
0

.0
％

、
後

者
は

3
3

.3
％

と
目

標
を

達
成

し
て

お
り

、
引

き
続

き
維

持
で

き
る

よ
う

努
め

た
い

。

　
弁

護
士

に
よ

る
学

生
・

教
職

員
を

対
象

と
し

た
「

S
N

S
の

正
し

い
使

い
方

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

研
修

会
を

実
施

し
た

ほ
か

、
全

学
部

の
新

入
生

を
対

象
に

ラ
イ

ブ
ビ

ュ
ー

イ
ン

グ
形

式
で

「
デ

ー
ト

D
V

防
止

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

し
た

。
　

ま
た

、
学

生
便

覧
を

通
じ

て
学

生
・

教
職

員
に

人
権

問
題

の
啓

発
を

す
る

と
と

も
に

、
入

学
時

の
新

入
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

係
る

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

し
た

。

ｂ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

事
業
単
位
評
価

第
３

期
中

期
目

標
（

R
3

－
８

年
度

）
第

３
期

中
期

計
画

（
R

3
－

８
年

度
）

令
和

４
年

度
計

画

法
人

の
自

己
評

価
・

令
和

４
年

度
実

績
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

　
環

境
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

を
行

い
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

適
切

な
処

理
と

減
量

化
に

努
め

る
。

7
2

　
廃

棄
物

の
分

別
を

徹
底

し
て

、
ゴ

ミ
の

減
量

化
に

努
め

、
環

境
に

配
慮

し
た

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
を

行
う

。

7
2

　
環

境
に

配
慮

し
た

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
を

目
的

と
し

て
、

廃
棄

物
の

分
別

化
な

ど
を

徹
底

す
る

。

ｂ

  
会

議
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
等

に
よ

り
廃

棄
物

の
減

量
化

を
促

進
し

、
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

、
廃

棄
物

の
分

別
の

徹
底

等
に

よ
り

、
リ

ユ
ー

ス
や

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

に
努

め
た

。
ｂ

　
６

　
環

境
保

全
の

推
進

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

　
目

標
が

高
す

ぎ
る

の
で

は
な

い
か

と
の

印
象

も
あ

る
が

、
こ

の
目

標
を

設
定

し
た

以
上

、
達

成
に

向
け

て
具

体
的

な
対

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

＜
目

標
達

成
に

向
け

た
具

体
的

な
対

策
＞

　
Ｒ

４
実

績
値

に
つ

い
て

は
、

Ｒ
３

と
比

較
す

る
と

上
昇

し
て

お
り

、
Ｒ

２
に

実
施

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

に
よ

る
次

の
取

組
の

効
果

が
現

れ
て

き
た

も
の

と
考

え
る

。
 〇

異
文

化
理

解
や

国
際

問
題

な
ど

、
学

生
が

関
心

を
持

つ
内

容
を

英
語

学
習

と
リ

ン
ク

さ
せ

た
「

内
容

言
語

統
合

型
学

習
(C

L
IL

)」
科

目
を

増
設

し
、

学
生

の
英

語
学

習
へ

の
動

機
づ

け
の

向
上

を
図

っ
た

。
 〇

本
学

で
は

従
前

よ
り

、
U

N
P

 E
n

g
lis

h
 T

e
s
ti
n

g
S

ta
n

d
a
rd

s
を

定
め

、
一

定
の

水
準

を
達

成
し

た
学

生
は

外
国

語
成

績
優

秀
に

つ
き

学
長

表
彰

を
受

け
る

制
度

を
設

け
て

き
た

が
、

今
回

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

伴
い

、
学

生
が

上
記

T
e
s
ti
n

g
 S

ta
n

d
a
rd

s
の

レ
ベ

ル
を

一
つ

上
げ

る
と

英
語

科
目

の
成

績
に

加
点

す
る

制
度

を
導

入
し

、
学

生
の

英
語

資
格

試
験

受
験

に
よ

る
英

語
力

向
上

へ
よ

り
一

層
の

動
機

づ
け

を
行

っ
た

。
 　

加
え

て
、

R
４

に
お

い
て

は
、

S
A

L
C

メ
ン

タ
ー

の
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

ス
キ

ル
向

上
な

ど
、

学
生

の
自

律
的

学
習

を
進

め
る

た
め

の
環

境
整

備
に

取
り

組
み

、
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
科

目
の

増
設

も
実

施
し

た
。

　
今

後
も

引
き

続
き

、
英

語
教

育
の

充
実

に
努

め
る

。

　
R

3
と

同
じ

c
評

価
だ

が
、

目
標

レ
ベ

ル
に

到
達

し
た

学
生

数
は

増
加

し
て

お
り

底
上

げ
を

評
価

す
る

。

人
間

生
活

学
部

U
N

P
 L

e
v
e
l 
A

2
.3

以
上

％
5

0
2

6
.9

－
1

8
.1

ｂ
b

評
価

（
卒

業
生

の
2

0
％

以
上

が
U

N
P

 L
e
v
e
l 
A

2
.3

以
上

）
※

評
価

方
法

の
変

更
　

上
に

同
じ

ｂ
　

目
標

が
高

す
ぎ

る
の

で
は

な
い

か
と

の
印

象
も

あ
る

が
、

こ
の

目
標

を
設

定
し

た
以

上
、

達
成

に
向

け
て

具
体

的
な

対
策

を
と

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

国
際

経
済

学
部

U
N

P
 L

e
v
e
l 
B

1
.3

以
上

％
2

5
－

－
－

-
※

R
2

開
設

の
た

め
、

R
5

か
ら

評
価

対
象

-ｃ
ｃ

ｃ
評

価
（

卒
業

生
の

1
0

％
以

上
が

U
N

P
 L

e
v
e
l 
B

1
.3

以
上

）
※

評
価

方
法

の
変

更
　

第
２

期
：

在
学

中
の

T
O

IE
C

最
高

得
点

の
平

均
値

（
T

O
E

IC
受

験
歴

が
あ

る
卒

業
生

を
対

象
）

　
第

３
期

：
T

O
E

IC
や

C
A

S
E

C
を

含
む

1
0

種
類

の
英

語
資

格
試

験
成

績
を

到
達

レ
ベ

ル
評

価
に

利
用

で
き

る
U

N
P

 E
n

g
lis

h
 S

ta
n

d
a
rd

s
（

全
卒

業
生

を
対

象
）

、
ま

た
、

各
学

部
の

目
標

レ
ベ

ル
達

成
率

に
よ

る
評

価
に

変
更

1
3

.7
－

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果

◆
教

育
指

標

1
卒

業
時

の
英

語
能

力

1
7

.9
5

0
％

国
際

地
域

学
部

U
N

P
 L

e
v
e
l 
B

1
.3

以
上

指
標
単
位
評
価

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｒ

４
目

標
値

Ｒ
４

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

R
３

実
績

値
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果

指
標
単
位
評
価

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｒ

４
目

標
値

Ｒ
４

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

R
３

実
績

値

　
目

標
値

が
1

0
0

％
の

た
め

ｂ
評

価
だ

が
、

高
い

合
格

率
を

維
持

し
て

お
り

、
き

め
細

か
い

サ
ポ

ー
ト

を
評

価
す

る
。

　
指

標
は

あ
く

ま
で

「
数

字
」

で
評

価
。

b
評

価
は

妥
当

で
あ

る
。

　
受

験
者

数
、

合
格

者
数

も
増

え
て

お
り

、
高

く
評

価
す

る
。

　
国

際
経

済
学

部
が

で
き

た
こ

と
も

影
響

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

　
少

子
化

の
進

展
に

よ
り

、
今

後
、

保
育

士
等

の
ニ

ー
ズ

が
減

少
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、

志
願

倍
率

が
低

下
す

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

る
。

人
間

生
活

学
部

健
康

栄
養

学
科

倍
5

.4
6

.6
1

2
2

.2
%

8
.2

a
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
a

国
際

経
済

学
部

倍
7

.4
9

.3
1

2
5

.7
%

8
.1

a
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
a

　
R

1
開

設
以

来
志

願
者

は
毎

年
増

加
し

て
お

り
、

高
く

評
価

す
る

。

　
【

志
願

者
数

】
【

受
験

者
数

】
R

4
：

  
8

3
4

名
　

　
  
6

7
6

名
R

3
：

  
7

3
1

名
　

　
  
6

0
1

名
R

2
：

  
6

7
4

名
　

　
  
5

3
7

名
R

1
：

  
5

8
8

名
　

  
  
 4

9
3

名

4
％

8
5

9
4

.7
1

1
1

.4
%

9
4

.2
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

a
　

ア
ン

ケ
ー

ト
の

回
収

率
が

低
い

印
象

を
受

け
る

。

5
％

＜
1

0
.9

1
1

0
9

.9
%

0
.9

8
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

a
　

目
標

を
達

成
し

て
い

る
た

め
問

題
な

い
が

、
離

学
す

る
学

生
に

偏
り

（
例

：
入

試
の

種
類

，
学

科
）

が
あ

る
場

合
は

対
策

が
必

要
と

考
え

る
。

6
％

8
0

8
3

.0
1

0
3

.8
%

8
0

.9
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

a

7
％

1
0

0
9

9
.6

1
0

0
%

9
7

.0
b

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
（

文
部

科
学

省
発

表
全

国
就

職
率

平
均

値
9

7
.3

%
）

b

9
％

9
0

9
0

.6
1

0
0

.7
%

9
3

.0
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ac

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

%
以

上
か

つ
顕

著
な

成
果

）
※

評
価

方
法

の
変

更
　

第
１

期
：

達
成

率
、

第
２

期
：

全
国

順
位

、
第

３
期

：
達

成
率

1
0

7
.4

%
9

1
.3

8
5

％

国
際

地
域

学
部

b
b

8
.5

8
4

.6
%

6
.6

7
.8

倍

教
員

の
学

習
サ

ポ
ー

ト
満

足
度

就
職

希
望

者
の

就
職

率

卒
業

生
の

就
職

・
進

学
満

足
度

7
0

.0
%

1
2

0
c

ｃ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

以
上

 8
0

%
未

満
）

％
1

0
0

b
倍

5
.9

5
.0

8
4

.7
%

5
.9

b

s

国
家

資
格

の
取

得
率

2

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）

b

3
志

願
倍

率

授
業

内
容

満
足

度

離
学

し
た

学
生

の
割

合

社
会

福
祉

士
合

格
率

人
間

生
活

学
部

子
ど

も
学

科

9
7

.4
－

1
0

0
b

管
理

栄
養

士
合

格
率

b
評

価
（

合
格

率
「

直
近

の
全

国
合

格
率

平
均

値
」

以
上

1
0

0
％

未
満

）
※

全
国

新
卒

合
格

率
8

7
.2

%

s
8

8
.9

8
新

卒
者

の
県

内
就

職
数

人
1

5
0

1
0

5
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果

指
標
単
位
評
価

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｒ

４
目

標
値

Ｒ
４

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

R
３

実
績

値

受
入

者
数

人
2

6
1

6
6

1
.5

%
2

-
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

。
　

そ
の

他
に

国
際

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

2
7

名

c ※

　
大

学
側

の
考

え
（

留
学

が
本

格
的

に
再

開
で

き
た

の
は

令
和

４
年

度
後

期
か

ら
で

あ
り

、
年

間
を

通
し

て
の

数
値

で
は

な
い

た
め

、
評

価
対

象
外

と
し

た
。

）
も

理
解

で
き

る
が

、
当

委
員

会
で

は
、

後
期

分
の

実
績

が
出

て
い

る
以

上
、

委
員

会
と

し
て

評
価

を
行

っ
た

上
で

対
象

事
業

年
度

の
状

況
を

伝
え

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
と

考
え

、
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
　

R
4

評
価

に
つ

い
て

は
、

本
来

、
年

間
実

績
で

評
価

す
べ

き
と

こ
ろ

、
半

期
（

後
期

）
の

実
績

の
み

で
評

価
を

実
施

し
て

い
る

た
め

、
通

常
の

評
価

結
果

（
年

間
実

績
に

対
す

る
評

価
結

果
）

と
は

性
質

が
異

な
る

こ
と

、
半

期
し

か
実

施
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
は

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
特

殊
事

情
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

大
学

側
に

帰
責

性
は

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

派
遣

者
数

人
1

1
7

1
1

2
9

5
.7

%
1

7
-

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
。

　
そ

の
他

に
C

O
IL

型
教

育
を

用
い

た
海

外
実

施
研

修
へ

の
参

加
者

1
1

名
（

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
）

b ※

　
大

学
側

の
考

え
（

留
学

が
本

格
的

に
再

開
で

き
た

の
は

令
和

４
年

度
後

期
か

ら
で

あ
り

、
年

間
を

通
し

て
の

数
値

で
は

な
い

た
め

、
評

価
対

象
外

と
し

た
。

）
も

理
解

で
き

る
が

、
当

委
員

会
で

は
、

後
期

分
の

実
績

が
出

て
い

る
以

上
、

委
員

会
と

し
て

評
価

を
行

っ
た

上
で

対
象

事
業

年
度

の
状

況
を

伝
え

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
と

考
え

、
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
　

R
4

評
価

に
つ

い
て

は
、

本
来

、
年

間
実

績
で

評
価

す
べ

き
と

こ
ろ

、
半

期
（

後
期

）
の

実
績

の
み

で
評

価
を

実
施

し
て

い
る

た
め

、
通

常
の

評
価

結
果

（
年

間
実

績
に

対
す

る
評

価
結

果
）

と
は

性
質

が
異

な
る

こ
と

、
半

期
し

か
実

施
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
は

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
特

殊
事

情
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

大
学

側
に

帰
責

性
は

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

％
1

.1
3

0
.1

5
留

学
生

受
入

数
1

6
/学

生
総

数
1

,4
2

7
（

令
和

5
年

3
月

3
1

日
時

点
）

×
1

0
0

1
1

％
1

0
0

5
0

.0
5

0
.0

%
4

0
.0

-
入

学
5

/入
学

定
員

1
0

＝
充

足
率

5
0

％
※

第
３

期
中

期
目

標
期

間
終

了
時

に
６

年
間

の
実

績
で

評
価

-
大

学
院

の
定

員
充

足
率

1
0

留
学

生
の

受
入

・
派

遣
数

（
参

考
指

標
）

学
生

に
占

め
る

外
国

人
留

学
生

の
割

合
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果

指
標
単
位
評
価

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｒ

４
目

標
値

Ｒ
４

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

R
３

実
績

値

1
2

件
1

7
2

1
1

2
3

.5
%

1
3

a
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
%

以
上

）
a

出
願

比
率

％
4

0
2

6
.2

6
5

.5
%

2
4

.6
c

ｃ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

以
上

 8
0

%
未

満
）

※
評

価
方

法
の

変
更

　
第

２
期

：
出

願
件

数
、

第
３

期
：

出
願

比
率

（
科

研
費

事
業

の
研

究
代

表
者

と
な

っ
て

い
な

い
教

員
数

に
対

す
る

出
願

件
数

比
率

）

c

（
参

考
指

標
）

出
願

件
数

件
1

6
1

6
第

２
期

：
評

価
指

標
、

第
３

期
：

参
考

指
標

論
文

数
編

1
5

4
9

1
5

9
.1

%
9

1
d

ｄ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

未
満

）
d

＜
論

文
数

（
総

数
）

の
評

価
と

引
用

件
数

の
評

価
の

乖
離

＞
　

委
員

ご
指

摘
の

論
文

数
（

総
数

）
の

評
価

と
引

用
件

数
（

1
人

当
た

り
平

均
値

）
の

評
価

の
乖

離
は

、
(1

) 
引

用
件

数
の

カ
ウ

ン
ト

の
方

法
と

(2
) 

引
用

件
数

の
指

標
水

準
の

両
面

か
ら

注
意

し
て

い
る

。
　

(1
) 

に
関

し
て

は
、

論
文

数
は

当
該

年
度

の
フ

ロ
ー

数
で

あ
る

の
に

対
し

て
引

用
数

は
ス

ト
ッ

ク
さ

れ
た

全
論

文
の

当
該

年
度

に
お

け
る

引
用

数
で

あ
る

。
極

端
で

は
あ

る
が

、
当

該
年

度
の

論
文

数
が

ゼ
ロ

で
あ

っ
て

も
、

過
去

に
発

表
さ

れ
た

イ
ン

パ
ク

ト
の

高
い

論
文

の
引

用
が

当
該

年
度

に
お

い
て

も
行

わ
れ

て
い

れ
ば

、
引

用
数

は
大

き
な

も
の

と
な

る
。

　
(2

) 
に

関
し

て
は

、
研

究
領

域
に

よ
っ

て
研

究
者

数
や

引
用

慣
例

が
異

な
る

場
合

、
研

究
領

域
に

よ
っ

て
引

用
件

数
の

水
準

が
異

な
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
　

ち
な

み
に

、
本

学
で

は
、

健
康

栄
養

学
の

研
究

領
域

で
は

論
文

の
引

用
件

数
は

多
く

、
引

用
件

数
は

健
康

栄
養

学
分

野
に

偏
っ

て
多

い
。

　
他

方
、

人
文

社
会

科
学

分
野

で
の

引
用

件
数

の
多

い
論

文
の

著
者

で
あ

っ
て

も
、

そ
の

引
用

件
数

は
、

健
康

栄
養

学
の

著
者

の
論

文
の

引
用

件
数

に
比

較
す

る
と

少
な

い
。

こ
う

し
た

点
に

関
し

て
は

、
引

き
続

き
検

討
課

題
と

し
て

お
き

た
い

。

　
評

価
が

低
い

た
め

、
対

策
の

強
化

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

も
の

と
考

え
る

。

＜
評

価
向

上
に

向
け

た
対

策
＞

　
教

員
採

用
の

際
に

は
、

活
発

な
研

究
活

動
が

見
込

ま
れ

る
若

手
教

員
を

採
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

よ
り

、
裁

量
労

働
制

・
在

宅
勤

務
制

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

教
員

が
研

究
の

生
産

性
を

高
め

得
る

よ
う

勤
務

形
態

を
抜

本
的

に
改

正
す

る
た

め
の

制
度

改
革

を
行

っ
た

。

英
語

論
文

数
編

5
5

3
5

6
3

.6
%

4
0

c
ｃ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
以

上
 8

0
%

未
満

）
c

　
ジ

ャ
ー

ナ
ル

掲
載

料
や

英
文

校
閲

の
支

援
な

ど
、

英
語

論
文

投
稿

の
支

援
も

有
効

で
あ

る
と

考
え

る
。

6
4

5
4

.7
%

4
7

8
6

編
査

読
付

き
論

文
数

◆
研

究
指

標

受
託

・
共

同
研

究
件

数

1
3

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

出
願

件
数

・
比

率

1
4

論
文

数

d
ｄ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
未

満
）

d
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委
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疑
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点
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※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果

指
標
単
位
評
価

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｒ

４
目

標
値

Ｒ
４

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

R
３

実
績

値

1
5

件
1

5
4

1
8

3
1

1
8

.8
%

1
2

7
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

%
以

上
）

a
　

学
会

報
告

件
数

が
目

標
を

達
成

し
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
論

文
数

が
少

な
い

と
い

う
こ

と
は

、
研

究
を

実
施

し
て

い
な

い
わ

け
で

は
な

い
こ

と
が

伺
え

る
。

論
文

執
筆

の
た

め
の

支
援

が
必

要
と

考
え

る
。

1
6

件
6

3
2

9
4

6
.0

%
4

5
d

ｄ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

未
満

）
（

著
書

2
1

、
美

術
6

、
音

楽
2

）
d

　
美

術
作

品
、

音
楽

活
動

の
発

表
数

に
つ

い
て

は
、

対
象

と
な

る
教

員
が

少
な

い
も

の
と

考
え

る
が

、
著

書
発

表
数

に
つ

い
て

は
も

う
少

し
多

く
て

も
よ

い
と

考
え

る
。

著
書

の
定

義
が

不
明

瞭
で

あ
り

、
教

員
に

伝
わ

っ
て

い
な

い
可

能
性

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

　
目

標
を

大
き

く
上

回
る

た
め

、
s
評

価
に

異
論

は
な

い
が

、
資

料
（

非
公

開
）

に
よ

る
と

、
教

員
に

よ
る

偏
り

が
大

き
い

印
象

を
受

け
る

。

＜
論

文
数

（
総

数
）

の
評

価
と

引
用

件
数

の
評

価
の

乖
離

＞
　

指
標

№
1

4
（

論
文

数
）

の
業

務
実

績
に

対
す

る
補

足
説

明
と

同
じ

学
会

報
告

件
数

著
書

・
美

術
作

品
・

音
楽

活
動

等
の

発
表

数

1
7

論
文

の
引

用
件

数
等

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
。

※
評

価
方

法
の

変
更

　
第

２
期

：
G

o
o
g
le

S
c
h

o
la

r検
索

総
ヒ

ッ
ト

数
　

第
３

期
：

G
o
o
g
le

S
c
h

o
la

r一
人

あ
た

り
の

検
索

ヒ
ッ

ト
数

s
s

3
2

2
7

8
.6

%
3

9
1

4
件

 63 



評
価

区
分
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コ

メ
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ト
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疑
問

点
等

※
＜

＞
は

業
務

実
績

に
対

す
る

補
足

説
明

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評
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公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領 

 

令 和 ４ 年 ５ 月 1 6 日 

新潟県公立大学法人評価委員会 

 

第１ 趣旨 

この要領は、地方独立行政法人第 78 条の２の規定及び当該規定に基づき定められた県

規則（新潟県公立大学法人の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基づき、新潟

県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法人新潟県立大

学（以下「法人」という｡)の各事業年度の業務実績に関する評価（以下「年度評価」とい

う｡)の実施について必要な事項を定めるものとする。 

 

第２ 評価の目的 

評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促し、

もって、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的と

して行う。 

 

第３ 評価の基本方針 

年度評価は、中期目標の達成に向けた中期計画の進捗状況を確認する観点から行い、評

価に当たっては、総合的かつ効率的に行うこととする。 

なお、評価の際は、大学の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮すると共

に、評価を通じて、法人の中期目標の達成に向けた取組状況を県民に分かりやすく示すよ

う努めるものとする。 

 

第４ 年度評価の実施時期 

年度評価は、当該事業年度終了後、概ね５月以内に実施するものとする。 

 

第５ 年度評価の実施方法 

 １ 評価手法 

   年度評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、業務実績に基づき法人

が行う自己評価結果を踏まえ、項目別に評価の上、中期計画の進捗状況について総合

的な評価（全体評価）を行う。 

 

２ 評価項目 

評価項目は、表１のとおりとする。 

 

３ 評価基準 

評価にあたっては、表２－１の取扱いを基本に、取組状況や計画の難易度、外的要

因等、それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。 

ただし、指標単位評価について指標の性質から、表２－１により達成率を算定しが

たい指標については、表２－２によるものとする。 
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４ 評価の手順 

(1) 小項目別評価（事業単位評価・指標単位評価） 

ア 法人による実績報告・自己評価 

法人は、表１に定める小項目別の業務実績をとりまとめ、第５の３に定める評

価基準に沿い自己評価の上、業務実績報告書を作成し、評価の実施時期の属する

年度の６月末日までに評価委員会に提出する。 

 

イ 評価委員会による検証・評価 

評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書について、法人関係者から

のヒアリング等により検証の上、表１に定める小項目別に、第５の３に定める評

価基準により評価する。 

なお、評価委員会は、検証、評価を行う上で必要がある場合、法人に対して資

料の追加提出を求めることができるものとする。 

 

ウ 法人意見の聴取、申立て機会の付与 

評価の透明性、正確性を確保するため、評価委員会は、法人の実績報告・自己

評価に基づき実施した小項目別評価について、評価結果の決定に先立ち、法人に

評価結果案を提示し、意見申立ての機会を付与する。 

なお、法人は、当該案に対する意見を、書面により評価委員会に申し出るもの

とする。 

 

エ 評価の確定 

評価委員会は、小項目別評価案に対する法人意見を踏まえ、必要に応じて法人

関係者の説明を受けて当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等により

小項目別評価を確定する。 

 

(2) 大項目別評価 

評価委員会は、小項目別評価結果を踏まえ、表１に定める大項目ごとに、表２－

１に定める評価基準により、中期計画の進捗状況を総合的に勘案して評価する。 

 

(3) 全体評価 

評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、表２－１に定める評価基準により、

中期目標の達成に向けた中期計画の全体的な進捗状況を総合的に勘案して評価す

る。 

 

第６ 評価結果の取扱い等 

１ 評価結果の通知及び公表等 

評価委員会は、評価結果を確定したときは、評価書としてとりまとめ、遅滞なく当

該評価書を法人及び知事に送付するとともに新潟県ホームページ等で公表する。 
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２ 評価結果の活用 

法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させていくも

のとする。 

なお、評価委員会は、評価に際し、従前の評価結果等に対する法人の業務運営への

活用・反映状況等を確認するものとする。 

 

第７ 評価方法の継続的な見直し 

この要領については、年度評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。 

 

第８ その他 

この要領に定めるもののほか、評価の実施に際して必要な事項は、評価委員会が別に定

める。 

 

附 則 

この要領は、平成 22年３月 23日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成 27年８月７日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成 30年７月 12日から施行し、同年４月１日から適用する。 

 

附 則 

この要領は、令和４年５月 16日から施行し、同年４月１日から適用する。 
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（表１：年度評価における評価項目） 

評 価 区 分 評 価 の 対 象 

小
項
目
別
評
価 

事業単位 

評価 

年度計画の第１から第５の最小項目として記載されている各事項の達成状況 

 ※ 第６から第10に係る実績については、全体評価の際に参考情報として用いる。 

指標単位 

評価 
年度計画の各数値目標の達成状況 

大項目別 
評価 

小項目別評価を踏まえた、中期計画における次の７区分ごとの進捗状況 

１ 教育に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の１） 
  【教育に関する事項】 

２ 研究に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の２） 
  【研究に関する事項】 

３ 地域貢献・国際化に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の３） 
  【地域貢献・国際化に関する事項】 

４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置（中期計画第２） 
  【業務運営に関する事項】 

５ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置（中期計画第３） 
  【財務内容に関する事項】 

６ 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する目標を達成する 
ための措置（中期計画第４） 

  【自己点検・評価等に関する事項】 

７ その他業務運営に関する重要事項を達成するための措置（中期計画第５） 
  【その他業務運営に関する事項】 

全体評価 大項目別評価を踏まえた、中期計画全体の進捗状況 
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（表２－１：年度評価における評価基準） 

評 価 区 分 評定 評  語 評価の目安 

小 

 

項 

 

目 

 

別 

 

評 

 

価 

事業単位 

評価 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 特に優れる若しくは顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 上回る若しくは十分な実施 

ｂ 年度計画を概ね実施 実施 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 下回る若しくは実施が不十分 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 特に劣る若しくは実施せず 

指標単位 

評価 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 達成率 100％以上かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 達成率 100％以上 

ｂ 年度計画を概ね実施 達成率 80％以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 達成率 60％以上 80％未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 達成率 60％未満 

大項目別 

評価 

Ｓ 中期計画の進捗は優れて順調 

大項目（７区分）別に、中期計画の進捗状況に

ついて、小項目別評価から総合的に勘案し、評

価 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ 中期計画の進捗はやや遅れている 

Ｄ 中期計画の進捗は遅れている 

全体評価 

中期計画の進捗は優れて順調 

中期計画全体の進捗状況について、大項目別評

価から総合的に勘案し、評価 

中期計画の進捗は順調 

中期計画の進捗は概ね順調 

中期計画の進捗はやや遅れている 

中期計画の進捗は遅れている 
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（表２－２：実施要領第５の３の表２－１により達成率を算定しがたい指標の評価基準） 

指  標 評定 評  語 評価の目安 

卒業時の 
英語能力 

 
 

  

国際地域学部 人間生活学部 国際経済学部 

UNP Level B1.3以

上（TOEIC730点

以上に相当） 

UNP Level B2.3以

上（TOEIC500点

以上に相当） 

UNP Level B1.3以上

（TOEIC730点以上

に相当） 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 
卒業生の 50％以上が上記 UNP Level 
以上かつ顕著な成果 

卒業生の 25%以上が
上記UNP Level 以上
かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 
卒業生の 50％以上が上記 UNP Level 
以上 

卒業生の 25%以上が
上記UNP Level 以上 

ｂ 年度計画を概ね実施 
卒業生の 20％以上が上記 UNP Level 
以上 

卒業生の 10%以上が
上記UNP Level 以上 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 
卒業生の 10％以上が上記 UNP Level 
以上 

卒業生の 5%以上が
上記UNP Level 以上 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 
卒業生の 10％未満が上記 UNP Level 
以上 

卒業生の 5%未満が
上記UNP Level 以上 

国家資格の 
取得率 

 
管理栄養士 
合格率 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 合格率 100％かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 合格率 100％ 

ｂ 年度計画を概ね実施 合格率「直近の全国合格率平均値」以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 合格率 80％以上「直近の全国合格率平均値」未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 合格率 80％未満 

 
就職希望者の 

就職率 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 就職率 100％かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 就職率 100％ 

ｂ 年度計画を概ね実施 就職率「直近の全国就職率平均値」以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 就職率 80％以上「直近の全国就職率平均値」未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 就職率 80％未満 

 

 

 

世界的に認め

られた標準的

な能力評価テ

ストを活用 
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「◎」：部会長
（五十音順、敬称略）

選出分野 現 職
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赤松　利恵

 いぬい  ともひこ

乾　友彦

 かしろ   さとこ

神代 聡子

 とみうら　えいいち

冨浦　英一

よしざわ  たかあき

吉澤 隆明地域・経営 株式会社タカヨシ
　常務取締役

教育･研究
一橋大学大学院
　経済学研究科・経済学部教授

会　計 公認会計士・税理士

教育･研究
お茶の水女子大学　副学長
　基幹研究院自然科学系教授

新潟県公立大学法人評価委員会
県立大学部会 委員

教育･研究
学習院大学　副学長
　国際社会科学部教授
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